
        
            
                
            
        

    
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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Restart　新しん宿じゆくデートと先輩とあたし……？









　──ショージキ、アガりすぎてたんだと思う。




　先輩とのデートは何回かしてるし、よゆーよゆー！

　ってなりすぎてた。

　……や、退院祝いとか、スマホ買いに行くとか、学校帰りにいろいろ寄るとかナシにしたらホントはちゃんとデートしてないのかもだけど。

　結構一緒にいれてるし、おでこだけど、チューだって……。

　う……思い出すとヤバい……。

　と、とにかく、今回はバッチリ計画立ててたし、電車乗って出かけるし、フツーにガチのガチでデートだったから、めちゃくちゃ楽しみにしすぎてた。

　ぶっちゃけ楽しみすぎて、昨日全然寝れなかったし。

　まずアレやるでしょー、それでコレやってーあとあとアソコにも寄ってー……てか先輩どんな顔するかな……？　まためっちゃ笑ってくれたり……ヤバ、もーアガってきちゃったんですけど！

　みたいなカンジで。

　遠足前の小しよー学がく生せいか！　ってゆーね。

　でもでもしょーがなくない!?

　今日、あたしたちのイチバンの目的は、新しん宿じゆくの激カワマカロンカフェ『マカロッソ』でお茶すること。

　ショーシンショーメイ、新宿で先輩とデート。

　そんなの──アガらなかったらウソでしょ！

『マカロッソ』ももちろん楽しみだけど、一日新宿で先輩と一緒！

　めっちゃ遊ぶぞ～！

　ってなってたのに。

　なってたのに……。

　電車降りて、駅出て、まわり見たら──

　思わず言ってたよね。




「……ここどこ？」






Memory 1　うたた寝と海とあたし









「あ、せんぱーい！　こっちですよ～、こっちこっち」

　待ち合わせの駅で手を振る桑こ折おりは、今日も変わらずとても可愛かわいかった。

　いや、違う。

　変わらず、などということはない。見るたびに可愛くなっている。

　もちろん、桑折は元々可愛い。とてもとても可愛い。

　だが、不思議と昨日の可愛い桑折より今日の桑折のほうがさらに可愛く見える。

　だから俺は桑折を見るたびに思う。

　いつか桑折の可愛さに耐えられなくなる日が来るのではないかと。

「って、先輩またなんか変なコト考えてるでしょー？　も～先輩のクセなのはわかってますけど、あたしと一緒してるときはなるべくやめてくださいよ～」

「……すまない」

「や、や、そんなガチめにあやまんなくてもダイジョブですケド」

「俺が桑折の可愛さに耐えられなくなる日が来る前にどうにかしてみせる」

「なんの話!?」

　桑こ折おりの声に、周囲の人間がいっせいにこちらを見た。

　反射的に身構え、剣を抜きそうになったが、敵意はなかったので構えるだけでとどめる。

　そうしているあいだに、桑折は顔を赤くしていた。

「あ、あたしのかわ……耐えられなくなる……？」

　どうやらちゃんと伝わっていなかったようなので、もう一度言う。

「ああ。桑折は元々可愛かわいいが、にもかかわらず毎日さらに可愛くなっている。今はまだなんとかなっているが、このまま続くようであればその可愛さに俺は──」

「はいストップー！　それ以上はダイジョーブなんでっ！」

「……？　桑折、顔がさらに赤くなって」

「誰のせいだっつーの！　──あ～、もー……！　いいから早く行きましょっ」

「…………」

　事実をそのまま伝えただけだったのだが、あまりよくないことだったらしい。

　足早に先を行く桑折に、俺は次からは気をつけようと決意を新たにする。





　　　　★☆






　……あせった～。

　もー……も～……！

　ホント先輩、あーゆうこと急に言ってくるんだよな～。

　いや、うれしーよ？　めっちゃうれしーですケド！

　なんかほら……アレじゃん？

　キュンってなってるの、こーゆう知らない人がいっぱいいるトコで見られたくないってゆーか……。

　じゃーどこならいーのかってゆーと、先輩の部屋とか、あたしの部屋とか……二人っきりで、あわよくばチューとかその先とかしたくなっちゃってもダイジョーブな──

「ってなに考えてるしあたし……！」

　今外だし！

　今日は先輩と遊ぶのが目的だっつーの！

　まーあわよくばって思ってなくもないケド……。

　はー、顔あっつ……。

　てか先輩さっきから黙ってるけど、なにして……

「ってアレ？　先輩？」

　フツーに先輩いない……って思ったら、なんか改札のとこで駅員さんともめてる！

「ちょちょちょ……あの、すみません、どーかしました？」

「ああいえ、こちらのお客様が改札を越え……いえ、実際に越えたかどうかはちょっと見えなかったのですが、切符もＳＯＹＣＡソイカもお持ちでないようでしたので」

「ああ～……」

　そーだった。

　先輩、電車で行くって言ったらビミョい反応してたからたぶん忘れてるんだろーなって思ってたんだ……。

　とりあえず駅員さんには謝って、先輩と一緒にキップを買いに行く。

　先輩、キップの券売機前でちょっと固まったけど、しばらくしたらなんか思い出したっぽくうなずいてフツーに買えてた。

「すまない桑こ折おり……失念していた」

「いえいえ……こちらこそっす」

　妄想暴走しすぎ注意。

　今度こそ先輩と一緒にホームに向かって、電車に乗る。

　休日の朝だけど、フツーにそこそこ混んでた。

「てか、よく駅員さん投げませんでしたね～」

　見てなかったけど、たぶん駅員さん、結構なイキオイで走って近寄ってきてたハズ。

　先輩にそんなことしたらぺいってされちゃうと思ったんだけど……。

「反応はしかけたが……堪こらえた」

「おお、スゴいじゃないっすか！　先輩エラい！」

　や、ほんとスゴい。

　先輩、異世界でしょっちゅー危ない目に遭ってたせいで考えるより先に体が動いちゃうクセがついちゃってて、こっちに戻ってきてもなかなか直せなかったっぽいんだよね～。

　でもついにできたんだ……。

　あたしがスゴいスゴい言ってたら、先輩はちょっと照れたっぽく、ビミョーに顔をそらして。

「桑折の……おかげだ」

「へ？　あたし？？」

　なんかしたっけ？

「桑折にこれ以上迷惑をかけたくない──そういう『誓縛モニトウス』を上書きすることで反応制御ができた」

「も、に……？」

　なんて？

「簡単に言えば自己暗示だ。自己暗示自体は自分のために何度も使っていたが、桑折への気持ちに変換することでうまくいった。だから、桑折のおかげだ」

「よく、わかんないですけど……あたしのためにがんばってくれたなら、ありがとーございます」

　軽くペコってしたら、先輩がなんかめっちゃうれしそうに顔パ～ってして、フツーに照れる。

「てか、自己暗示ってそんなに効くんすね～」

　なんだっけ。プラシーボ？

　薬とかもそれで効くとかゆー。

「ああ、ただの自己暗示ではないからな。『誓縛モニトウス』は己への誓いと縛ばく鎖さのまほ……」

「ん？」

　今魔法って言いかけた？

　途中でやめた先輩がなにかに気づいたっぽくうつむいたので、あたしはいろいろ察して顔をのぞき込む。

「自己暗示の、まほ？　まほ──なんです？」

　とか言って答えわかってるケド。

　あわててる先輩がおもしろいのでやめま──せん！

　そのまましばらく顔をそらすのを追いかけてたら、なんかだんだん笑えてきた。

「あはは、先輩必死すぎ～。……使っちゃってたんすね？」

「……………………すまない」

　あー……めっちゃしゅんってなって謝る先輩可愛かわいい～。

　こんなん、にへってなりますねー。

「てか、途中まで気づいてなかったっすよね先輩」

「……よくよく考えたら、使っていた……」

「んふっ……よくよく考えないと気づかないんだ……」

　魔法ってそんなんなん？　じわる。

「……うまくいったと、思ったんだが……」

　あ、ガチでショックうけてるっぽい。

「いやいや、でもおさえられたのはすごいですし。使っちゃったものはしょーがないっすよ。次またがんばりましょ！」

　てか、魔法使ってるってわかんなかったし。

　そもそも周りに気づかれないんだったら使っちゃっても……や、それはダメか。

　って、あんまこーゆう話電車でしないほうがいいよね。

　でもホント先輩にとって魔法ってフツーのことなんだなー。

　二〇年そうしてきたんだから当たり前か～。二〇年とか……まだ生きてすらないからぜんぜんわかんないけど。

　んー、人生の半分以上魔法使ってきたってことだよねー。

　あたしでゆーと、人生の半分だから……八年やってきたことか。

　八年なんかやってたっけ…………あ、読モ？

　んーいちおー六歳からやってるけど、ぜんぜんやんない年とかもあったしな～。違うか。

　やっぱ想像できないな～。

　そんなすごいことして、帰ってきて、今フツーにあたしのとなりにいてくれてるって……めっちゃスゴいよね。

　……あれ、なんか、急にドキドキしてきた。

　しかも先輩のちょっと憂えてるカンジの横顔エモいし……。

　え、ちょ、急にどーしたあたし～！

　落ち着けー落ち着け～！

「桑こ折おり」

「──ひゃい!?」

　あ～！　声デカー！　ここ電車ー！

　めっちゃ見られてるんですけど！　そりゃ見るよね……あたしでも見るもん。

　先輩もキョトンって──

「この駅で……乗り換えるんじゃなかったか？」

「乗り換え……あ！」

　あっぶな～。もーちょっとで乗り過ごすとこだった。

　マジ先輩ナイスすぎ。

「って、よくわかりましたね、乗り換えるって」

　改札の通り方も忘れてたのに、そゆとこは覚えてるんだってゆーのもあるけど、今日のデートの計画、あたしが立てたし。

　先輩にもこんなカンジで予定立ててまーすってザックリ言ってはあったけど……。

「桑折に当日の予定を聞いてから自分でも調べていた」

「おお、マジすか!?　調べるって電車の時間とかも……？　え、先輩、なにげスマホ使いこなしてる系！」

「そんなことはないが……その、このデートは…………楽しみ、だったから……」

「……楽しみだったから？」

「調べずには……いられなかった」

　いや。

　いやいやいや。

　だから、そーゆう……。

「そ……すか」

「…………まずかったか？」

「ぜ、ぜんぜん！」

　あ、顔そらしちゃったからカンチガイさせちゃったっぽい！

　やでも、今絶対あたし顔ニヤけてるし、先輩ずっと見てるとかムリムリのムリなんですけど……！

「むしろ先輩調べてくれてたおかげで電車乗り過ごさないですんでめっちゃ助かったってゆーか！」

「そうか……よかった……」

　あ～……あ～……めっっっっちゃいい笑顔だし。

　もーまだ新しん宿じゆくに着いてもないのに、いっぱいいっぱいなんですケド。

　こんなんで今日一日もつかなあたし。

　幸せすぎて死なないかなー？

　とかいって。

　アガりながら電車乗り換えしたらめっちゃ混んでた。

「わ……スゴ」

　やっぱ休日でも上りは混んでるよねー。

　うわ、どんどん乗ってくるし。

　てか、ちょっと……あの……。

「ち、近いすね……」

　先輩との距離、めっちゃ近い。

　なんか、こう、ここまで近いとこの前の先輩んちでのこととか思い出しちゃったり──って先輩顔赤ー!?

　しかもなんか、すごい、耐えてるとゆーか、なんか我慢してるカンジヤバみざわ！

「せ、先輩ダイジョブです？」

「…………、…………」

　耐えてる～！　なんかめっちゃ耐えてる～!!

　ショージキその顔めっちゃクるケド、あきらかツラみあるカンジ。

　あたしに近すぎるとガマンできなくなるとか言ってたもんね……。

　……ガマンしなくていーのに。

　まーでも今じゃないし、なにより先輩がかわいそう。

「えっと、とりま座席のほうに行きましょーか。ドア付近めっちゃ混むし」

　混んでると密着しちゃうし。

　……密着していーんだケド。

　座席の真ん中あたりに移動したら、前の人たちがちょうど降りるとこだったっぽく座れちゃった。
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　これならダイジョーブ……かな？

　横の先輩見たら、あ、ちょっとホッとしてる。よかった～。

「座れてラッキーでしたね」

「……助かった」

「んふ、助かったて」

　あーでもホント座れてラッキーかも……。

　今日のプラン確認したり、着てく服とかチェックしたり、カフェでのこととか想像して沸いたりで、ぶっちゃけほぼ完徹なんだよね～。

　まー先輩と一緒だとアガるし、立ちっぱでもぜんぜんヘーキだケド、どーせなら温存しといたほーがいいってゆーか。

「桑こ折おり、大丈夫か？」

「……へ？　なにがです？」

「少し、調子が悪いように見える」

「え……わかります!?」

　うっそ、なんで!?　あくびとかしてないし、むしろテンションいつもより高いし、絶対バレない……あ、魔法!?

　ってなったけど、先輩はやっぱりみたいなカンジでうなずいて言う。

「桑こ折おりの変化ならどんな小さなものでもわかる」

「マジすか……」

　それはなんか……すごすぎくない？

　や、それくらいあたしのこと見てくれてるってゆーのはフツーにうれしーけど。

　てか、そんなことより先輩のドヤ顔に噴く。

「……？」

「あ、す、すみません……えっと、調子悪いってゆーか、昨日寝るの遅かったから、途中で眠くなったらどーしよってちょっと思ってるだけです」

「……そうなのか」

「だから、先輩はあたしが眠くならないよーに面白い話をし続けてくださいねー？」

「……わ、わかった」

「あはは、素直か～！　ジョーダンですってば。てか、あたしも話しますし。今日めっちゃいい天気だからテラス席でも……あ、そーだ、いい天気って言えば、この前エイケンでお花見に行ったんですけど──お花見わかります？」

「花見……ああ、異世……向こうでも似たような慣習の存在するところはあった」

「へええ！　え、なんすかそれ！　めっちゃ気になるんですケド！」

「……俺も、桑折の話が気になる。エイケンというのは……」

「あー覚えてないです？　ほら、あたし中学からエイケン……映画研究部に入ってたじゃないっすか。まー入ってたのエイケンだけじゃないですケド。てか、うちの学校、進学校ってゆーテイなのにみんなどっか委員会か部活入んなくちゃいけないって変ですよね～」

「…………」

　あれ、先輩がなんかフクザツっぽい顔してる。

　思い出せないのかな？

「で、そのエイケンのいつメンで急にお花見行こってなって……や、お花見したいなーって言い出したのあたしなんですが」

「桑折が……？」

「ですです。やー、めっちゃキレイな梅が近場で見れるってわかって、天気鬼よくて。もーそんなん行くしかないじゃないっすか？　最初はひとりでブラブラしよーと思ってたんですケド、みんな来るってなって。じゃお花見しよっかーって」

「……？　花を見るから花見、じゃないのか？」

「んー、ひとりならただ花見るだけでいーですケド、みんなでってなったら、なんかこう……しないとじゃないっすか。飲んだり食べたり、みたいな？　そーすると〝お花見〟になるってカンジですかねー」

「………………なるほど」

　先輩、めっちゃ深くうなずいた。

　なんかもーそれだけでほっこりする。

　あー先輩とお花見とかも行きたいな～……え、てかマジめっちゃ行きたい！

　今だとどんなん咲いてるんだろ？　さすがに桜は終わっちゃってるよねー。

　ん～……ググるか……。

　ってスマホ出したとこで気づいた。

「あ、そいえば、先輩の部活って結局どーなったんです？」

「……俺の、部活………………部活動、入っていたのか？」

「そこ聞いちゃうんだ!?」

　自分のことなのに忘れてるて！

　ヤバい……ツボる……。

「ん、ふっ……ふふ……っ、……先輩、中学のときはいろいろ掛け持ちでやってて大変だったから、高校では一つにするって言ってて、でもなんか結局いろんなとこに顔出しちゃうみたいなカンジでしたよー」

「そう……だったか」

　ちょい視線落として思い出してるっぽい先輩の表情エモ～。

　てかなにげ肩当たってるし……これは別にダイジョーブなのかな？

　はー……でもなんか、あのころのこと思い出すと……ホント信じらんないな～。

　先輩の第一インショーとかマジサイアクだったし。

　まーサイアクだったからめっちゃ覚えてて……。

　…………んーなついな～。

　昔の先輩……あれから、いろいろあって…………いっぱい、あって…………。

　……先輩………せん、ぱ……………………………。

　………………。





　　　　☆★






「……!?」

　突然、桑こ折おりがこちらに密着してきて思わず立ち上がりそうになった。

　堪こらえることができたのは、このまま立ち上がれば脱力した桑折に危険があるかもしれないと思考できたからだ。

　敵からの攻撃を警戒しつつ桑折の状態確認。

　桑折は──寝ていた。

　魔法を使われた痕跡は、ない。これは確実だ。魔法が使われれば真っ先に反応できる。

　目視で確認する限り、肉体に異常も……ない。

　桑こ折おりは睡眠時間の不足を口にしていた。

　であれば、つまり、これは。

「寝ているだけ、か……」

　そう結論づけると、警戒レベルを下げる。

　……よかった。

　あまりにも唐突だったので、なにか妨害を受け──

　と、そこまで考えたところで俺は気づく。

　寄りかかる、桑折が、俺の、肩に、頭を。

「──っ」

　まずい。まずい。

　これは──まずい。

　一瞬、桑折を起こすという選択肢が頭をよぎり、こうも安らかに寝ている桑折を起こすなど言語道断であるという結論に瞬時に至る。

　なにより桑折の、寝顔が。

　無防備で、無む垢くで、たまらなくいい匂いで。

　この世のものとも思えない至高の、状態──。

「なにを、俺は……っ」

　頭を振った拍子に桑折の頭が俺の肩から落ちそうになり、即座に手を添える。

　そうしてそのまま桑折のさらさらとした髪を

　──違う。

　今のは、桑折の頭が落ちてしまったら危険……いや、目を覚ましてしまうから……目を覚ましてしまうのを回避したのはこの状態を維持したいから……ではなく！

「──」

　短く息を吸い、深く吐く。

　視線をどこにも向けず、全身を自らの意識下に置いて、不随意の肉体動作を掌握する。

　魔法を使用せずとも精神統一の方法はある。

　今の俺は明らかにおかしい。一度リセットすべきだろう。

　このような状態で桑折に向き合うのは桑折の体は柔らかく髪から香る匂いはいつまでもかいでいたくなる。

「………………っ!!」

　……ダメだ。

　感覚器官が過敏になるせいで、より明確に桑折を感じてしまう！

　──桑こ折おりを、感じる？

　桑折を……感じ、る……。

「[image: ][image: ][image: ][image: ]っ、覚アルー──」

　──魔法は使ってはならない。

　桑折に、誓った。

　それは……それだけは絶対に避けなければならない。

　強く想おもい、目を閉じる。

　精神統一など欠片かけらもできていないにもかかわらず、それだけで幾分気持ちが落ちついた。

　どうやら魔法よりも桑折との約束の方が強い効力を持つらしい。

　さすが桑折だ。

　この状態なら──そう思い、肩の感覚を意識した瞬間、再び全身に力が入り、『覚醒アルーサル』の魔法を使いそうになった。

　我ながら学習しない。

　だが……そもそもどんな異世界でもここまで自分がコントロールできず苦しんだことはなかった。

　……やはり、桑折は特別だ。

　誰よりも、なによりも。

　だから──




『まもなく新しん宿じゆく、新宿。お出口は──』




「…………新宿？」

　記憶違いでなければ、今日の第一目標である『マカロッソ』到達のためには新宿駅で下車する必要があったはずだ。

　下車するためには桑折を起こさなければならない。

　桑折を、起こす……。

　事情はわからないが、よほど短い睡眠時間だったのだろう。

　あらためて確認するまでもなく、桑折はよく寝ている。

　寝顔がとても、とてもとても可愛かわいい。

　誇張なく一生眺め続けていられる。

　この世からすべての娯楽が失われても桑折が寝ていてくれさえすればそれで満たされるだろう。

　…………。

　本当に、気持ちよさそうで、安心しきっているように見える。

　異世界を巡るにあたって何度か同行者の寝姿を見たことがあるが、ここまで安らかで、美しく、魅力的な姿は目にしたことがなかった。

　おそらく桑こ折おりにはなにか別の──

「一番線ドアが閉まります。ご注意ください」

「…………、────！」

　いつの間にか電車は新しん宿じゆくに着いており、それどころか停車を終えて、ドアが閉じていく。

　ゆっくりと新宿駅から遠ざかっていく電車の中で、俺は自らの失態に愕がく然ぜんとする。

　ここで降りなければならないと理解していたのに。

　桑折を、起こせなかった。

　どんな言い訳を並べようと、それが現実で事実。

　なにが、どうして、俺は、そんなことを──

「すー……すー……」

　桑折の寝息がかすかに聞こえる。

　肩から伝わるぬくもりは彼女がしっかりと生きていることの証明で、この上なく俺を安心させる。

　桑折が生きて、ここにいてくれている──。

「……………………違う」

　そうではない。

　いや、桑折が生きているのは確かで、それは間違いなく素晴らしいことで、やはり寝顔がとても可愛かわいい。

「────」

　まともに、思考できない……！

　どうしてもおかしな方向にそれてしまう。

　それに、この、異常なほど高鳴る鼓動と、全身を苛さいなむ血流の加速は、間違いなく桑折に欲

「考えるな」

　現状、思考は害になる。

　余計なことを考えるよりは無我の境地を

「ん…………」

　車体が揺れ、桑折の頭が動いたことで胸元が大きくのぞけてしまって下着

「[image: ][image: ][image: ][image: ]っ」

　今このときほど魔法の使用禁止をつらいと思ったことはない……！

　克己。

　ただその一心で、桑折の肌の白さが際立つ下着に目を奪われ──ないないないない！





　　　　★☆






「……ん……、……ふぁ……あ～…………ぁれ？　先輩？」

　隣に先輩がいる。

　ん、てか電車……？

　あ、そだ。新しん宿じゆくに先輩と行く途中──

「ってヤバ、あたし寝てました!?」

　や、いまさらだよね!!　めっちゃ今起きてたし！

「はぁ～？　デートで寝落ちとか……やばたにえんどころじゃないでしょ!!」

　うっわ、やらかしたー！

「…………すまない」

「んぇっ？　や……え？？」

　なんで？？　先輩が、謝った？？

　……ヤバい、ツボる。

「んふっ……なんで先輩が……ちょ、もー笑わせないでくださいよ～！　あたしが謝れなくなるじゃないっすか」

　てか、むしろそのために言ってくれた、とかだったり……？

　なんて、それはさすがに考えすぎか。

「まあでもまだ新宿に着いてなくてよか──ん？」

　なんか。

　外、ぜんぜん見覚えないってゆーか。

　田舎くない？？




「──次は[image: ]ず子し、[image: ]子。終点[image: ]子です」




「んん!?」





　　　　☆★






　桑こ折おりの顔が見れない。

　降車したあと一言も話さず、ホームで呆ぼう然ぜんとし、ふらふらと改札を出てもなお驚いたままの桑折に声をかけられない。

　無限の、時間。

　体感でそう思えるほどの重苦しい沈黙は、やがて桑こ折おりから破られた。

「……ここどこ？」

　単に場所を聞いている、とは思えなかった。

　なぜここ──[image: ]ず子しにいるのか。

　新しん宿じゆくを目指していたはずなのに──そういう意図だろう。

　その問いに俺は答えなければならないし、答える言葉も持っている。

　それは長々とした言い訳を排し、簡潔極まりなく一言で述べるならこうだ。




〝桑折を寝かせたままにしておきたかったから〟




　起こせなかったのではなく、起こさなかった。

　桑折の寝姿をできる限り長く見続けていたかったから。

　……結局、そういうことなのだ。

　どんな言い訳もその本質には届かない。

　俺は自らの欲望を優先し、桑折を意図的に起こさなかった。

　どんな責めも甘んじて受ける。受けなければならない。

　だから、桑折に、俺は、




「ぷーっ、あは、あははははははははっ!!　ず、[image: ]子ー！　ホントに[image: ]子ー!!　てか[image: ]子どこー!?　あはははははっ!!」




　突然噴きだした桑折に、驚く。

　呆あつ気けにとられているあいだに、桑折はスマホを取り出し、なにやら操作し始めた。

「ず、[image: ]子……マジで[image: ]子て……えーと……あ、神か奈な川がわなんだ～。へ～。神奈川……し、新宿行こうとして神奈川……ヤバ……マジでウケる……ふ、ふふっ……あ、海めっちゃ近くじゃん！　え、スゴ！　先輩先輩、海行きましょ海！」

　まぶしい笑顔。

　もう向けられることがないかもしれないとまで考えていたそれが、全力でこちらに向けられていることに、俺はまた『覚醒アルーサル』の魔法を使いかける。

「ん？　……先輩、なんかヘコんでます？　あ！　もしかして『マカロッソ』めっちゃ楽しみにしてたとか!?」

「いや……、……楽しみにしていなかったといえば、嘘うそになるが……」

「やっぱり!!　うっわ、ホントそれはすみませんってゆーか……」

「そうではなく」

　遮った俺に、桑こ折おりが瞬まばたく。

「……桑折も楽しみにしていたんじゃないのか」

「『マカロッソ』です？　それはもー……めっっっちゃ楽しみにしてました！」

「なら……」

「やー、だからホント、あたしなにしてんのってゆー……寝過ごして[image: ]ず子しとか……ず、[image: ]子～!!　あはははははっ、ダメだ笑うー！」

　また笑い出した桑折に、俺は意を決して尋ねる。

「怒って、いないのか？」

「へ？　怒る？　あたしが？？」

「俺が……桑折を新しん宿じゆくで起こしていれば……問題なく行けたはずだ」

　にもかかわらず、起こさなかった。

「ああ～確かに」

　ぽんと手を打った桑折はすぐに続けた。

「や、でもそれゆーならデートで寝るあたしがありえないっすからね？　自分でゆーのもなんですケド、マジありえない」

「……疲れていたら眠るのが当たり前だろう。桑折のそれは不可避の生理現象だ」

「ぶーっ、不可避の生理現象て!!　あはははは！」

　桑折は、そうしてひとしきり笑ったあとで。

「なんてゆーか……先輩はやっぱ……やさしーですね」

　不意に口にされた言葉。

　少しはにかむような表情が、俺の目に、脳裏に焼き付いて。

「…………そうか」

　俺は深く深く安あん堵どのため息を吐ついた。





　　　　★☆






「なんてゆーか……先輩はやっぱ……やさしーですね」

　デートで寝落ちるとか、ホントフツーにありえないと思う。

　なのに、先輩は起こせなくて怒ってないかって……ガチでやさしすぎだし。

　あー…………なんか、胸がアレして、しんどい!!

　てか、めっちゃごまかすカンジで笑ってみたケドちゃんとできてたよね……？

　先輩のリアクションこわ──って思ってたのに。

「…………そうか」

「────」

　……うわ……今の……先輩の、顔……。

　ほわってしてて、でもなんかギュッてしてて……めっちゃ好きってなる。

　一生見てられる……。

「桑こ折おり？」

「──ぁえ!?　あ、あ、えっと……」

　なんだっけなんだっけ──。

　あ、そーだ！

「そ、それより海行きましょ、海！」

「海……」

「折り返して『マカロッソ』行くより、せっかく[image: ]ず子し来たら海行っとかなきゃってなりません？　ってあたしもさっきググって[image: ]子めっちゃ海近！ってなったから急に言ってる系ですケド」

「確かに……海の匂いがするな」

「ね？　ほら、『マカロッソ』はまた行けばいーですし」

「……そうか……また……そうだな」

「そーそー」

　とかとか。

　話しながら歩いてたら、すぐ海が見えてきた。

「うっわ……めっちゃ海ー!!　てか人いなーい！」

　砂浜マジ人いないんですケド！　こんなんはじめて見た～！　スゴ～！

「あたしたちの独占みたいになってるし！　アガるー！」

「海、か……」

　あ、先輩が遠い目した。

　これ異世界のこと思い出してるやつ～。

「なんか思い出しちゃいます？」

「……いや…………今から泳ぐのか、と思っただけだ」

「ぶーっ」

「……？」

「お、泳ぎませんよ……今五月ですし……水着ないし……てか、先輩泳ぐ気って…………ふはっ！」

　そんな、マジメな顔で……ヤバ……またツボる……。

　今日、めっちゃツボる～。徹夜テンションヤバ。

　……や、先輩とデートしてるからか。

　そう思ったらなんかニヤけてきた。

「そうか、泳ぐものではなかったか……」

「や、泳ぐものではありますよ……てか、先輩も異世界で海行ってたってことっすね？」

「…………」

　あ、黙った。

「んん～？　なんで黙っちゃうんですー？　気になるな～」

「…………桑こ折おりが、楽しめるような話では……」

「やっぱなんかあったんだ～！　え～なになに、聞かせてくださいよ～」

「………………あまり思い出したく、ない……」

「またソレ系!?　ってことは女の子出てくるやつだ……」

「ち、違……わないが……」

「違わないんかーい！　も～先輩、モテすぎでは？　やーまあわかりますけど……」

「わかるのか？」

「そりゃー……んっ」

　あ、これ同意しちゃいけなかったやつ……！　油断した！

「い、いや……ま、まぁ……なんてゆーか…………先輩、フツーにカッコイイ、ですし？」

　ほら～！　やっぱり！

　こーゆうのちゃんと言葉にしたらめっちゃ恥ずいんだってば！

「……？　すまん、最後の方が聞こえなかった」

「[image: ][image: ][image: ][image: ]っ」

　わざとか！　って一瞬なったケド、確かに声ちっちゃかったと思う。

　てか先輩、そーゆう駆け引きとか絶対できないし。

「と、とにかく、先輩のそーゆう話いっかいぜんぶ聞かせてくださいよ！」

「…………それはかまわない……が……」

「ってゆってるわりには、めっちゃキョドってますね～？」

「いや、やましいことは誓って一切ない。もしその誓いを破ったときにはこの命を差し出してもいい」

「重さハンパな!!」

　命て！

「ただ……どこまでが桑折の言う〝そーゆう話〟なのかの判断が難しい」

「それってよーするに……いっぱいあるってことっすよね？」

　ソレっぽい話が。

「そういうことになるな」

「否定しないんかい！」

　認めちゃったら結局その話しなくちゃいけなくなるじゃん！

　スナオってゆーか、ショージキってゆーか、ピュアってゆーか……めっちゃ先輩。

　や、先輩なんだから当たり前なんだケド。

「──あははははっ、なんかもう笑えてきたっ」

　先輩が先輩っぽいだけですごいうれしー！

　てか……先輩が起きてて、そばにいてくれてる……ちょっと前までそんなのありえなかったし。

　それだけで、もうなんか……やった～ってなるよね。

　なのに。

「よくわからないが──桑こ折おりがそうして笑ってくれるなら俺もうれしい」

　……そーやって。

　そーやって、そーやって、そーやってっ。

　たまに、めちゃくちゃキュンってさせてくるから──

「そんなの……好き、ってなるに決まってんじゃん」

　恥ずいから、ちゃんとは、言えないケド。

「ん？」

「──なんでもないっす！」

　ヤバ、めっちゃそっぽ向いちゃった。

　でも今絶対顔赤いし、見られたらバレるし──あ、そだ。

「ちょっとだけ海入っちゃおっかな」

「……は？」

　イキオイで言ったケド、フツーにいい気がしてきた。

　やっぱ海来たら入りたくなるし。太陽めっちゃ出てるし。足とかだけならいけるでしょ。

　先輩がなにか続ける前に、あたしは靴とソックスを脱いで海に入る。

「桑折!!」

「冷たっ！　あははは、やっぱ冷た～！　太陽関係なかった～！　あ、でも波が来るときのカンジ気持ちい～！　足の指のあいだにサラサラ～って。先輩も……ってどんな顔!?」

　先輩、めっちゃ信じられないって顔してた。

　なんかビミョーに右手だけ伸ばしてるのが謎い。魔法とか使おうとしたのかな？

「……そうか……俺の知っている海じゃないんだったな……」

「いや異世界の海でなにがあったんすか!?」

「なに、ということもないが……なんの準備もなく入れば多少世界のバランスが崩れかけただけだ」

「思ったよりめっちゃ深刻なんですケドっ!!　……てか待って……せ、世界のバランスて……う、海入っただけで……？　……あは、あははははっ！」

　いやもー、ホント今日ヤバい……。

　フツーに笑いすぎておなか痛いし。

　てか砂浜に立ってる先輩……めっちゃ絵になる。

　ちゃんと夏に来てたら、人がいっぱいいて、お店とかも出てて、先輩水着で………………あ、めちゃくちゃいーっすね？

　ぜったいぜったい楽しーし、なんかもうサイコーすぎるから、もっかい来なくちゃってなって。

「先輩先輩、また夏にココに来ましょーよ！　今度は泳ぎに！」

　叫んだあたしに、先輩はなんかちょっとまぶしそうにしてからうなずく。

「──ああ、必ず」

　……もう、そんなの、めっちゃよきでしかなかったから──

「そのときまでに泳ぎを覚えておく」

「って泳げないんかーい!?　ちょ……あははははははっ!!」

　なに今の流れ～！　神かよーってなって、もーあたし寝落ちしたところから大正解だったのでは？　ってなるのでした。まる。




　……や、寝落ちはハンセーしないとダメ。






Extra









「ふんふーん♪　……お、謎解きテーマパークだって。ここもおもしろそー」

　リアル脱出ゲーム……なんか聞いたことある。

　まわりで行く人ぜんぜんいないからよくわかんないけど。

「先輩と一緒したらどんなカンジになるかな～？　……ぜったい途中で魔法使おうとするよね……あは、めっちゃ想像できる～！　あははは──ってヤバ、もう三時じゃん!!」

　ベッドで寝転がってスマホ見てただけなのに……ナニゴト!?

　お風呂入って、いろいろケアして、マニキュア塗って、歯磨いて、服選んで。

　ひとりファッションショーあたりから明日のこと想像してたらなんかアガってきちゃって、もっかいデートコース見とこーって思ってから三時間くらいたってるとか。

「うわ、エグ……やっぱたのしーことしてると時間たつの早すぎ……」

　本番、明日なのに。

　てか、そのリクツで言ったら明日とかあっという間にすぎちゃうのでは？

「もったいな！」

　ベッドの布団に勢いよくばふってしたら、クマ吉きちが顔らへんに転がってきた。

「お～、キミなかなかいいネクタイしてますな～？　オシャレじゃーん」

　うりうりって、クマ吉きちをつつく。

　まあそのネクタイあたしが結んだんだけど。

　先輩にネクタイ結んであげるとしたら──とか考えて。

「ん～……ネクタイか～」

　どっかメンズのショップ寄って、ネクタイ選ぶとかアリよりのアリなのでは？

　そしたらワンチャン先輩にネクタイ結べたり……。

「にへへへへ……」

　あ、ヤバ。

　今ぜったいニヤけてた。

「まー今ひとりだから別にいーけどね、っと」

　クソデカヒトリゴトを言いながら、スマホをいじる。

　ショップありすぎて迷うな～。

　てか待って、ＶＲエンターテイメント施設とかあるんですケド。

　え、ＶＲってアレだよね。なんかゴーグルしてやるやつ。

　え～やりたい。てか先輩がどんなふうになるのか見たい。

　ゴーグルしながら動いてる先輩……ヤバいヤバいぜったいおもしろい！

　ちょ、もー、また計画立て直さないと……えーと、まずマカロッソでしょ……ってもう四時になってるのウケる。

　いっそこのまま完徹してっちゃおっかな～？

　や、それはさすがにないか……。

　アレだもんね、もしかしたら夜とかまで遊んで、なんかあって帰れなくなっちゃって、明日も休みだしとかで……近くにホテルとかあって……それでそれで──

「ん～っ！　──あ、ごめんクマ吉」

　ベッドでジタバタしてたらクマ吉につっこんじゃった。

　いちおー頭よしよししておく。よしよし……。

「てかまた声出てたし。ヒトリゴトいいすぎか～？　ってこれもヒトリゴトじゃん、ウケる」

　笑ってたらまたアガってきちゃって、新しん宿じゆく、カップル、ホテルとかでググっちゃったりして……！

　あー、明日めっちゃ楽しみ♪　まる。






Memory 2　裏切りとマンガとあたし









　──おかしい。

　その違和感は朝、桑こ折おりと出会った瞬間からあった。

「先輩、おはよーございまーす」

　向けられる桑折の笑顔はとても可愛かわいい。筆舌に尽くしがたい。

　それはいつものことだ。

「やー、今日めっっちゃいい天気っすね～。こんなんぜったいどっか出かけたくなる～」

「…………出かけるか？」

「あはは、秒でお誘いとか！　先輩やっぱサイコーっすね！」

　親指を突き上げる桑折が笑っていて、幸せな気持ちになる。

　これもいつものことだ。

「めっちゃ行きたいですケド、今日は英語の小テストあるんでダメかな～……うーん、我ながらマジメ～」

　うなずいた拍子に髪が揺れ、いい匂いで胸がいっぱいになる。

　いたずらめいた表情がたまらなく魅力的だ。

「……ちなみに、マジメならそもそもサボろうとしないってゆーツッコミ待ちですからね？」

「……なるほど」

「んふっ……な、なるほどて……」

　笑いを堪こらえる桑折の姿に、今日も生きていてよかったと実感する──。

　いつものこと。

　いつものことだったが。

「……」

　ノイズのように違和感がある。

　なにか、違う。

「ん？　どしました先輩」

　小首をかしげる桑折は可愛い。

　可愛いが。

〝桑折の様子がいつもと違っているように思える。なにかあったのか？〟

　そう口にしようとして、やめる。

「…………いや」

「え～？　なんすかもー。──あ、もしかしてあたしの顔に見とれてたとか？　なーんて」

「違う」

「……で、ですよね～!?」

「桑こ折おりに見とれるのは顔に限った話じゃない。細い足、胸、首や肩、腕、指先……およそ容姿に関わるすべてにいつも見とれている。もちろんそこには顔も含まれるが、決して顔だけでは……桑折？」

　突然桑折が足を止め、その場にかがみ込んだ。

　俺は即座に『速知スターテイム』を巡らせ、半径五〇〇メートル以内の害意ある者の察知に

（──ダメだ）

『速知』は神術で魔力を使わない。その意味で魔法ではないが、以前桑折に〝んー同じかな～〟と言われている。

　桑折が同じだと言うのであれば神術も魔法だ。魔法は使ってはならない。

　なにより桑折の状態確認を。

「桑折、大丈夫──」

「だーっ、ダイジョーブです、顔見るの禁止!!」

「だが……」

「てか先輩のせいですから！」

「俺の？」

「でた～……無自覚やつ～。むー、フツーに思い返したら先輩だって……思い返す………」

　どこか遠くを見るようにした桑折はこちらに視線を戻すと、涙ぐみ──やがてゆっくりと頭を振る。

「ふー……思い返しちゃった……」

　途中で桑折の雰囲気が明らかに変わった。

「……なにをだ？」

「あ……や、な、なんでも」

　やはりおかしい。

　おかしいが──。

「てかほら、学校行きましょ学校！　ちょい急がなきゃかもですよ～！」

　そう言って急せかす桑折の少し焦った仕草に目を奪われ、なにも言うことはできなかった。

　……まあまだ今日は始まったばかりだ。

　違和感の謎を解く機会はいくらでもある。





　　　　☆★






「せーんぱい、帰りましょ」

　ＳＨＲ終了と同時に桑こ折おりに声をかけられ、共に帰路につくという幸福のさなかにあって、俺が感じているのは焦りだけだった。

　……結局、謎は解けなかった。

　もちろん、一切の進展がなかったわけではない。

　授業中、教科書に視線を落とし、ペンを走らせる姿。教師に指名され、少し思案した後明朗に答えを口にする姿。

　休み時間、多くのクラスメイトと談笑する姿。移動教室に向かうあいだ、俺に向けてくれる笑顔……。

　思い出せば思い出すほど、やはり桑折はとてつもなく可愛かわいい。

　……ではなく。

　桑折の様子をつぶさに観察した結果、時折感じるノイズは〝悲しみ〟や〝寂しさ〟のようなものであると突き止めた。

　桑折は、どうやら〝なにか〟に対して悲しみや寂しさを感じている。

　では、その〝なにか〟とは──？

　尋ねる機会は何度もあった。

　だが、結局俺はその問いを口にすることができなかった。

　なぜなら──その〝なにか〟が俺に関することであるかもしれないと推測できたからだ。

　いや、むしろその言い方は希望的観測がすぎる。

　観察した限り、桑折を悩ませているのはおよそ俺以外に考えられない。

　であるのなら。

「──で、あたし的にはピンとこなかったんですケド、よくよく見てみたら確かにめっちゃネコって……先輩!?　え、え、え!?　ナニゴト!?」

「……なにがだ？」

「や、なにって──あれ？」

　桑折がこちらに近づいて顔をのぞきこんでくる。

「……あれ～？　今泣いてるように見えたのに……」

「泣く……？　俺が……」

　異世界にいた二〇年、どれだけ辛つらく過酷な状況に陥っても、涙を流したことはなかった。

　本当の苦境……涙を流すほどの絶望とは、桑折と二度と会えないことだけだったから。

　だが、だとすれば桑折と再び出会えて、恋人同士になれたというこの上ない幸福の中での絶望とは、つまり。

「そうか……そうかもしれない」

「え！　やっぱ泣いてました!?　なんで!?!?」

　慌てている様子の桑折に癒やされ、その事実がまた俺を苦しめる。

「……桑こ折おりが」

「あ、あたし？」

「…………」

　この期に及んで言い淀よどむことに情けなさを感じる。

　だがそれでも──これ以上続けることは難しかった。

「……なんでもない」

「え、え、え、なになになに!?　なんでもないとかなくないですか!?」

　桑折の言うことは至極もっともだ。

　今すぐ話を聞き、場合によっては謝罪する。それこそが、それだけが最善の行動なのに。

「……………………すまない」

　どんな異世界でも体験し得なかった恐怖。

〝桑折から拒絶されるかもしれない〟という世界崩壊など軽く超越する絶望的な予測が、俺から言葉を奪う。

　……予測はあくまで予測だ。蓋を開けてみるまでわからない──そう言い聞かせてみても、まったく効果がない。

　ここまで自分の力のなさを痛感したのは最初の異世界──《アトフィア》に転移したばかりのとき以来だ。

　いや、それも今の状況とは比べるべくもない。

「あの…………」

　桑折に声をかけられ、全身が震えた。

《ステロウン》で天蓋竜アークドラゴンに『命ある者の絶望エタニテイブレス』を吐かれたときと同じ、決死の瞬間。

　そうして続けられた言葉は──

「あたし……なんかしちゃいました……？」

　まったく予期できなかったものだった。

　よくよく見るまでもなく、無理に笑う桑折の瞳にはうっすらと涙が確認できて。

「──違う!!　桑折はなにもしていない！　したのは俺だ!!」

「…………へ？」

　あらゆることを勘案しても、桑折をこれ以上悲しませるより罪深いことは存在しない。

「すまない……すべて俺のせいだ。どんなことをしてでも償いたいと思っている。だから──」

「んん？？？　ちょ、すみません、なんのことかぜんぜんまったくわかんないんですケド……？？」

「今日一日……桑折が深く悲しんでいた理由についてだ」

　大きく目を見開いた桑折は、ほんの少し間をあけてから続けた。

「気づいてたんですか!?」

「……もちろんだ」

「いつから!?」

「会った瞬間から違和感があった」

「とゆーことは……朝からっすか！　えええ……ぜったいバレないようにしてたし、誰にもなんにも言われなかったのに……先輩鋭すぎ！」

「桑こ折おりの異変に気づけない五感など意味がない」

　そんなことは当たり前なのだが、桑折は少し驚いたような顔をしてからうつむく。

「あ～……えっと、じゃあ……ぜんぶ先輩のせいってゆーのは？」

「……言葉通りだ。桑折を失望させ、落ち込ませた原因は……俺だ」

「ん？　え？　違いますケド」

「……え？」

「先輩のせいじゃないっすよ？」

「だ……だが、桑折が時折こちらに向けていた視線は……」

「え……あ。や、それはまー先輩がビミョーにかかわってると言えなくもない的な……」

「やはり…………」

「うわっ、その顔！　──ああ～！　なるほど、さっき泣いてるみたいに見えたのは……ってすみません、先輩がかかわってるって、そーゆう意味じゃないっすよ!?　ぜんぜん違うってゆーか！　えっと……えっと……」

　桑折がものすごく慌てて手を振っている姿は、こんな状況にもかかわらずずっと見ていたくなるほど可愛かわいい。

「ぶっちゃけマンガのせいです！」

「…………マンガ……？」

　マンガ。コミック。

「えっとですね、最近めっちゃハマってるマンガがあって、推しキャラがいて……」

「推しキャラ？」

「あ、推しキャラってゆーのは、めちゃくちゃ好きなキャラ、みたいなカンジっすね。いやまんまか！　ってゆーアレですケド。でですね、そのキャラが…………」

　そこで一度躊ちゆう躇ちよするように黙った桑折は、こちらをうかがい見るようにしてくる。

「……そ、そのー、なんとゆーか…………先輩に、似てて」

「俺に？」

「ちょ、ちょっとだけ！　ちょっとだけっすよ！　見た目とか、ふんいきとかが、ちょーっと、ぽいな～……くらいの！」

「あ、ああ……」

　なぜそんなに必死になるのかわからなかったが、そこまで言うのなら本当なのだろう。

　桑こ折おりはしばらくすると顔を赤くし、小声で続けた。

「で、そのキャラが、なんとゆーか……急に裏切って……死んじゃったんすよね」

「それは……」

「や、わかってます！　マンガのキャラだって。でも──その……先輩に似てたから……」

　その悲しげな桑折の表情に、俺は。

「桑折」

「あ、あははは、なに言ってんだ～ってカンジっすよね～！　やーホント自分でもびっくりってゆーか」

「桑折」

　近づいて、正面から見つめる。

「…………は、はぃ……」

「俺は裏切らない」

「──」

「絶対に。なにがあっても」

　あらゆる『誓約クロス』の魔法を使ってもいい。

　桑折を裏切ることだけは絶対にありえない。

　それだけは、この先なにが起ころうと断言できる──。

「……ぁの……先輩……？　……ぜんぜん、いーんですケド……ここで、です…………？」

「……ここ？」

　桑折はなぜか周囲をうかがっていたが、そんなことより決定的なことに俺は気づく。

　いつのまにか桑折の肩をつかんでしまっていた。

　それどころかあまりにも桑折に近づきすぎていた──。

「──っ、……す、すまない」

「……いえ……ぜんぜんいーってゆーか……むしろいーんですケド……さすがにここだと人目につきすぎかなーって……や、でも先輩がせっかく……」

　桑折はごにょごにょと続けていたがよく聞きとれない。

「……？　もう少し大きな声で言ってもらってもいいか？」

「[image: ][image: ][image: ][image: ]っ、と、とにかく！　あたしが勝手に先輩っぽいな～ってなってただけで、先輩がなにかしたせいとかじゃないですから！　そこだけはぜったいですよ！」

　ビシッと人差し指を立てる桑折の潔い姿に、俺は心の底から安あん堵どし、息を吐く。

「そうか……よかった」

「ぅ……その顔とか……めっちゃ思い出す～……はーなんで……あ、すみませんまた！」

「……いや、大丈夫だ」

　むしろ今のでよくわかった。

「それに桑こ折おりの気持ちもわかる」

「え」

「似たような経験を異……向こうでしたことがある」

「え!?　そ、それってまさか仲間が死──」

「真の意味で裏切られるのはショックだ」

「あ、そっちか…………ってそっちも気になる！　なにがあったんすか!?」

「…………」

「はいこれ見たほうが早いってゆーパターン！」

「さすが桑折だ」

「ん～誰でもわかるかと……あ、ちょっと待ってください！　心の準備するんで！」

　そう言って深呼吸をする桑折が、なぜかいつも以上に輝いて見える。

　……なぜか、ではないかもしれない。

　桑折の落ち込んでいた理由が知れて、それが俺のせいではなくて……安あん堵どしているのだ。

　自らの心持ちによって世界の見え方は変わる。

　異世界で何度も経験してきたことだ。

　それに、なによりも──桑折がまた笑ってくれている。

　ただそれだけで身に余る幸せを無限に感じる──。

「はー、でもよかった～」

「よかった？」

「や、あのですね……先輩が、すんごくネガ入ってたから、これはあたしなんかやらかしたか～？って思ってたんで……そーじゃなくてよかったな、って」

「──」

　桑折は。そこまで考えてくれていた──。

「あ、あ、アレですよ！　あたしが勝手に考えてただけだし、先輩はぜんぜん──」

「ありがとう」

「そう、ありが……ん!?　なんでお礼!?」

　桑折の表情がころころと変わる。とても愛いとおしい。

「桑折がそこまで考えてくれていて……嬉うれしい」

　心からそう思う。

　桑折は突然うつむくと、しばらくそのままの状態で。

「桑折？」

「…………あ～……あの、ですね…………たぶん、先輩が思ってるより……あたし、先輩のコト……」

　顔をあげて、目が合って。

「──やっぱ、なんでもないっす！」

　顔を背けられる。

「……？　そうか」

「そ、それより、例の裏切りがどうの～ってヤツ、教えてください」

「ああ、それはかまわないが……心の準備はいいのか？」

「ダイジョーブです……てかそーいえば先輩のアレ、マンガで似たようなのありましたよ」

　アレ、というのは……『追体験エクスペリエンス』のことだろうか。

「それは気になるな」

「あ、推しキャラが出てくるヤツとは別のですケド。そっちもフツーにおもしろかったから今度貸しますよ～。てか推しキャラの出てくるヤツもめっちゃ読んでほしい！」

「マンガか……」

　物語を絵で表現する娯楽。

　そういえば、どの世界にもそのようなものはなかった気がする。

「あ……えっと、マンガあんまです……？」

「いや、むしろ興味が出てきた。ぜひ頼む」

「おお、やった！」

「……やった？」

「や、ほら、おもしろいものってできるだけキョーユーしたいじゃないっすか。一緒に楽しみたいってゆーか。先輩とはそーゆうのいっぱいしたいな～って……えへへ」

　桑こ折おりははにかむように笑って、俺は反射的に言っていた。

「俺も同じ気持ちだ。桑折とたくさんのことを共有したい」

　楽しいことも。そうじゃないことも。

　……そうだ。桑折と再会できて、それで終わりでなかった以上、当然その先がある。

　ただ桑折と一緒にいるだけじゃなく、桑折と様々なことを経験する。

　その中にはきっと一時的に意見の対立を招くようなこともあるのだろう。

　それは恐れるべきものではなく、むしろ迎え入れるべきもの。

　だから。

「これからもよろしくたのむ」

「あはっ、なんすか急に～」

　虚を衝つかれるように止まった桑折は、やがて噴き出すようにして。

「こちらこそ、です！」

　にひっと笑いかけてくる桑折に、自然と笑みがこぼれた、気がした。






Extra









「はー、めっちゃビビった～……」

　家ついて部屋もどってカバン置いて。

　制服脱ぎながら、あたしはさっき見た……経験した？　異世界のヤツを思い出しちゃう。

「ずーっと男の子だと思ってた子が実は女の子だったって……いやもう最初っからめっちゃ女の子ですケド!?　ってゆーね！」

　あんなにツッコむのガマンしたのはじめてカモ。

　アレが先輩の異世界で一番ショックだった真の裏切りって……や、先輩は確かに気づかなそーだな～。

　だからあの子──ルリスちゃんも自分からバラしちゃったんだろーし。

　……てか先輩、ルリスちゃんにもめちゃくちゃ惚ほれられてたのホントヤバい。

　最初はぜんぜんそーゆうカンジじゃなかったのに……最後とか完全に病んでたもんね。

　やっぱずっと一緒にいたら先輩の魅力に気づいちゃうんだろうな～。

　うーん、これ結構カノジョとしては考えものでは……。

「…………カノジョとしては、だって」

　ヤバい、めっちゃニヤけるんですケド。

　もう先輩と付き合ってそれなりに時間たってるのに、自分でカノジョってゆーと、うへへってなる。

　まーでも、しょーがないよね。

　先輩が昏こん睡すいしちゃったときとか、まさかこんなんなるなんて夢にも思わなかったし……。

　カレシがモテるのはカノジョ的にうれしーのもあるし──

「いやカレシがモテるのはカノジョ的にて!!」

　ベッドにバフって、足バタバタさせる。

　わかってる。わかってます。自分でゆーのもなんだケド、どんだけ？　ってゆーね！

　でもニヤけちゃうものはしょーがないじゃん……しょーがないじゃん！

「……はー、マジムリ」

　も、思い出すのやめとこ。

　てか枕にメイクつく……って顔あげたら、ちょーど昨日読んでたマンガがあってパラる。

　ん～……やっぱ先輩に似てるんだよなー。

　チラっとトモダチに言ったらぜんぜん似てなくない？ってなったからあたしだけそう感じてるのかもだケド。

「……やっぱ先輩に見せたいな」

　これ読んだらなんてゆーかな～？

　うーん………………………………。

「待って待って、マンガ読んでる先輩まったく想像できなくてウケる!!」

　そんなことある!?　あったし!!

　ヤバい、マジじわる……！

　えー、学校で教科書読んでるとこは見たコト……あれ、ないな？

　や、ちゃんと教科書見てはいるけど読んでるってカンジじゃないとゆーか、なんかやたらと短い時間しか目通してないとゆーか……。

　……これはガチのマジでマンガ読んでもらいたいやつ。

「んーでもマンガ初心者の人にすすめるのってこれでいいのかな～？」

　どうせならマンガ自体好きになってほしーし、そしたらなんか読みやすいやつとかのほうがいい気がする。

　や、これも読みやすいと思うケド……。

　ん～でも仲間裏切っちゃうしなー。

　てか、あたし思いっきりネタバレしたのでは？

「どーせなら先輩の反応が面白そうなヤツのほうが……」

　はっ、思いついた！

「ちょっとえっちなやつとか読んでもらうとか！」

　えっちなやつ読むと、そのあとフツーにそーゆう気分になるし──。

　ってそっち系のやつ手に取ってから、ハッてなる。

「や、待って……どーゆう顔でコレ先輩に渡すの……？」

　…………うん、ムリ。

　てかあたし最近ガチでヒトリゴト多すぎでは？ってなったので、とりあえず最初のやつだけ貸すことにしよ……。まる。






Memory 3　先輩とイクちゃんとあたし









　アタシ──幾いく乃の原はら美み々み華かがナノとはじめて会ったのは小さめのハコ、オールスタンディングのライブだった。

　最近インディーズからメジャーになったばかりの一推しバンドのライブでアガっていたってゆーのもあるし、ファン層が明らかに変わってきてて嬉うれしさ半分寂しさ半分ってゆーキブンもあった。

　けど、なによりもＭＣ中にナンパしてるとかいうクズ行為にキレたのが一番の理由だと思う。

「──おい、やめろ」

　気づいたら、アタシはそのクズ男たちに声をかけてた。

　明らか年上の、二人組の男。

　怖くなかったって言ったらウソになるけど、ナンパされてた子はアタシより年下に見えたし、それ以上にマジでウザいってゆー気持ちが上回ってた。

「サカってんじゃねーよクソが。聞かねーなら出てけよクズども」

　そう言って凄すごんだら、片方の男は怯ひるんで、もう片方は思いっきりキレた。

「ああ!?」

　キレた男がアタシに掴つかみかかろうとしてきた瞬間、ナンパされてた子がいきなりアタシに抱きついてきた。

「……!?　ちょ……は？？」

　意味がわかんなくて、男たちもアタシもポカンってなってるあいだに、ＭＣが終わって曲がはじまる。

　みんなが動き出したのにあわせて男たちと離れたのはいいけど、ちっちゃくて華きや奢しやなそいつはまだアタシに抱きついたままだった。

「ちょ……おい！」

　さすがにくっつきすぎだろ、って思って引き離したら、そいつはめっちゃ笑っていた。

「あはははははっ、ヤバっ、めっちゃウケる～」

「……はあ？」

「やー、いきなり意味わかんないコトされたらぽかーんってなるかなーって思って。そしたら、ホントになったからおもしろくてつい」

「…………おもしろいって……」

「あ、ごめんごめん、そんなことより助けてくれてありがとー！」

　そう言ってまた抱きついてきたそいつは、ライブが終わった後も話しかけてきて、けどまたナンパされて、また抱きついてきて。

　さすがに二回目はアタシも慣れてたし、言われてみればポカンとしてる男たちが面白かったので、「確かに面白いな」って言ったら「ね!?」って。

　そんなにか？ってくらい嬉うれしそうに笑うそいつに、アタシもつられて笑った。

　そのあと打ち上げっぽく入ったカラオケで好きなバンド話をしたら、ビックリするくらい趣味が一緒で、アタシはたぶんこれまでの人生でしゃべったのと同じくらいそのカラオケでしゃべった。

　今思い返してみればアタシの話は結構めちゃくちゃだったと思う。

　自分でゆーのもなんだけど、話すのはあんま得意じゃない。

　友達としゃべったりしないし……てか友達いないし。

　けど、そいつはずっと楽しそうに笑っていて、面白がってくれて。

　アタシはいっぺんにそいつのことが好きになった。

　それがナノ。桑こ折おり那な乃のって名前の、アタシの……はじめての友達だ。

　一個下でコミュ力モンスターで、めちゃくちゃ可愛かわいくて、少し……いやかなり変なやつ。

　ナノは他県の学校に通ってたけど、そんなに遠くなかったから放課後とかにしょっちゅう会えた。

　二人で街を歩いてるとよく男に声をかけられてうっとうしかったから、すぐカラオケに入って、たまにライブも一緒に行って、アフターのファミレスでお互い寝落ちして、終電を逃しかけたこともあって……アタシはナノと一緒にいるといつもサイコーに楽しかった。

　もちろん、ナノも楽しんでくれてたと思う。

　だから──急に忙しくなったっぽいナノと一ヶ月ぶりくらいに会って、カラオケに行く道すがらのその報告には、マジで耳を疑った。

「……は？」

「さ、カラオケいこ～。今日はカラ屋敷より、スモールエコーってキブンかな～」

「いや──待てよナノ」

「えー？　待たないでーす。ＪＫの時間は貴重なんだよイクちゃん！」

「待てって！」

　ナノの肩をつかんだアタシはその華きや奢しやさにあらためて驚く。

　こいつホントほっせぇ……。

「イクちゃん……」

「あ……」

　ちょっと強かった、か？

　ひるんだアタシに、ナノはすぐにひっと笑う。

「声デカ。てかこれもしかして──口説かれちゃうやつっすか？」

　よかった、いつものナノ──ってそうじゃなく！

「冗談言ってる場合じゃねーだろ！　お前今なんつった!?」

「え？　声デカ？」

「そこじゃねーよ！　いや確かに声デケーけど……」

「でしょー？　ほら、みんなこっち見てるし」

「え、ウ、ウソ……」

「ぷーっ、ビクってするイクちゃんきゃわわ～！　イクちゃんナンパ撃退するときとか超イケメンなのに、実は人見知りで急に来られるとめっちゃオトメるってゆー……そのギャップたまらんですわ～」

「……っ、か、からかってんじゃねーよ！」

　これは……アレだ。

　誤ご魔ま化かそうとしてるな……？

　よーし、そっちがそのつもりならこっちもマジになってやる。

　アタシはナノの前に立って息を大きく吸う。

「本気で聞いてんだよナノ。お前この一ヶ月忙しかった理由……なんつった？」

　これで言い逃れできないだろ──アタシの意図がわかったのか、ナノも足を止めて、ちょっと考えるようにしてから……というか、恥ずかしがりながら言った。

「えーと……カレシができた、ので？」

「…………」

「……ちょ、もー！　イクちゃん、聞いといてそれー？」

　冗談めかして笑ってはいるが、顔が赤い。

　明らかに照れている。

　あのナノが──

「彼氏…………？」

「あ～……はい……カノジョになりました……えへ」

「──」

「んっふ、あはははは、それどーゆう顔ー？　イクちゃんウケるー」

　笑いながらも顔をパタパタと手で扇あおいでいるナノは、いつもよりキョドっていて、どうしようもなくそれが事実なのだとアタシに突きつける。

　ナノが、誰かの彼女になった──。

「…………そうか……恋、したのか」

「恋～!?　あー、まあそっか……そーゆうことになるのか」

「……？　なんだ今の反応」

「や、まー恋をしたにはしたんだケド、単純じゃないってゆーか……んん、こーゆう話イクちゃんとするの新鮮っすね～」

　そう言ってはにかむナノは女のアタシから見てもめちゃくちゃ可愛かわいいのだから、まあ男だったらイチコロだろう。

　ナノと二人で街を歩いていてナンパされないことのほうが珍しいし、チラチラ見ている男もよくいる。

　むしろ今まで彼氏がいなかったことのほうが不思議なくらいだ。

　……不思議なくらい？

「そうだ。ナノお前、彼氏とかべつにいらないって言ってなかったか？　もっと他にしたいことあるからって」

「……あー、言ってたかも」

「気が変わったのか？」

「とゆーか……ぜったい起きないと思ってたし、まさかの～……みたいな？」

「ぜんぜん意味がわからん……」

「やー、それがですね、いろいろあって説明するのがむずかしーんすよミミカ先輩」

「──おい。名前呼ぶなコラ」

　そこはマジでアレなのでちゃんと言っとく。

　ナノは「えへへ、ごめんごめん」と笑ってるが、悪びれてないし絶対わざとだ。
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　というより──なにか誤ご魔ま化かそうとしてる？

「おいナノ、本当に大丈夫なのか？」

「ん？　ダイジョーブってなにが？」

「その彼氏だよ。急に付き合うって……そもそもいつ知り合ったんだ？」

「二年前だよー。あ、でも二年間ずっと寝てたんだよね」

「二年間寝てた!?」

「そうそう。それで最近目覚めて、秒で告られて、面白かったので付き合いました」

「は!?!?」

「あはははっ、イクちゃんリアクションデカっ！　やーウケるよね～」

「いやお前、自分のことだろ!?」

「ダイジョブだってば～。ちゃんと考えて……はないケド、うまくいってるし。まー、学校のトモダチにもイクちゃんみたいなことよく言われるケドね」

　それはもう──本当に不安しかねーんだが。

「…………」

　ナノはいろいろ軽いが、頭はいい。

　適当なようでちゃんと考えているし、いい加減なことは絶対しない。

　それは一年間一緒にいてよくわかってる。わかってるが。

　恋は盲目ってよく歌われてるしな……。

「んーガチな話、先輩のことは説明するのがむずかしーんだよね。てか言えないこともいっぱいあるし。イクちゃんなら一回会ったら雰囲気でわかってくれると思うんだケド……」

「──それだ。アタシに会わせろ。ナノの彼氏」

「へ!?　マ!?　だってイクちゃん──」

「カンケーねー」

　そう、関係ない。

　今重要なのは、アタシの大事な友達の彼氏がマトモなヤツかどーかってことだけ。

　だから。

「アタシがナノの彼氏を見極めてやる！」





　　　　★☆






「とゆーわけで、トモダチが先輩に会いたいって言ってるんですケド……」

　登校中にイクちゃんの話したら、先輩は少し考えるカンジに黙った。

　そのまま悩んでるみたいにビミョーそーにしたので、あ……これはダメかな──と思ったのに。

「桑こ折おりの……一つ年上なんだよな？」

「ですです。先輩の一個下……あ、学年だと一個上かな？」

「非常に複雑な関係だ……どう呼ぶべきか……」

「…………えっと、もしかして先輩が悩んでたのってイクちゃんの呼び方？」

「ああ」

　めっちゃマジメにうなずく先輩にガマンとかムリすぎた。

「ぷーっ、そ、そこ……？　そこで……悩んで……っ」

　あたしがんふんふ言ってると、先輩は不思議そうに首をかしげる。

「普段ならさほど気にしないが、その幾いく乃の原はら美み々み華かというのはクラスメイトたちとは少し違う……いわば、桑折の特別な人間なんじゃないか？」

「え……まぁ、そーですね」

　あれ、あたしイクちゃんとすごく仲がいいって言ったっけ？　……言ってないよね？　ってなったケド、先輩は当たり前っぽく続ける。

「なら、相応の礼儀が必要だ。桑折に恥はかかせられない」

「──」

　……先輩の、そーゆうとこ……ホントに……。

「と思っているのだが……正直あまり自信がないのも事実だ。すまない」

　めっちゃ感動してたのに、しゅんてする先輩が可愛かわいくて、あたしはぬふぁってなる。

「……いつもどーりの先輩でダイジョーブですよ。あたしだってイクちゃんのことイクちゃんって言ってるのに先輩が〝幾乃原先輩〟とか言ってたらおもしろすぎるし」

「そう……なのか？」

「はい。てか……いつもどーりがいいです。あたし的にも」

　最後のはなんで自分でもそんなこと言ったのかよくわかんなくて、ちょっと小声になっちゃったケド。

「──とりま、イクちゃんにはオッケー伝えときますね！　近いうちに会おうね～って！」

　ちょっと声デカめに言ったら、先輩はうなずいて。

「ああ。今日の放課後にでも会おう」

「いや早っ!!」

　ってツッコんで笑ったケド、ジョーダンでイクちゃんに『今日の放課後ね～』ってリンクしたらフツーに『わかった』って返ってきて、いや早っ!!　ってもういっかい言った。

　……もしかして先輩とイクちゃんって似てるのでは？





　　　　◆◇






『今日の放課後ね～』

　ナノから連絡がきて『わかった』と即返したまではよかった。

　けど、放課後になって、少し早めに着いた集合場所の駅で、こうしてナノたちを待っている今、少しだけ後悔してる。




　──アタシがナノの彼氏を見極めてやる！




「絶対言いすぎたよなアレ……」

　アタシの悪い癖だ。

　アガりすぎるとついカッとなって言いすぎる。

　ナノと初めて会ったとき、ナンパヤローにアレだけ言えたのもそうだ。

　普段のアタシならあそこまでは言わないし、言えない。

　街でナンパしてくるやつらは基本無視しとけばいーし、ちょっと言えばどっか行く。

　てか、そーじゃなければアタシに追い払えたりしない。

　もちろん、いざとなれば……とは思ってるけど、ナノと一緒のときはナノを守らなきゃって想おもいが強いだけだし。

　……そうだ、ナノを守らなきゃ。ちゃんと見極めないと──

　って思ってるけど、やっぱり気持ちはしぼんでくる。

　だって、そもそもアタシは──

「男、ニガテだし……」




「そうなのか」




「──うぉぁっ!?」

　急に目の前に現れた男子にアタシはびっくりし、その男子のすぐそばからひょっこり顔を出したナノにもっとびっくりして、よろけた結果。

「おっと」

「おおぉ～？　ちょっとちょっとイクちゃーん、人の彼氏に寄りかかるとかなにしてんすか～？　──なんつってー」

　ナノの軽口。

　場を和ませようとしてくれてんのに、アタシはとっさになにも言えなかった。

　なぜなら──。

「い、今の……聞こえた、か……？」

「今のというのが、男が苦手、ということであるなら、聞こえたが」

「──、──っ」

「ああ、だとすればこの状態はまずいな」

　すぐにほっそりとした手を放し、離れていく男子……いや、ナノの彼氏。

　……顔はまあ普通よりちょい上ってところか。骨張っててスラっとしてるところがなかなかイイけど、ナノの彼氏って言われるとちょっと違和感がある。制服きっちり着てるし。

「……先輩先輩、そーゆうとこ。そーゆうとこっす」

「…………そーゆうとことは？」

「むー、まぁいーです。相手イクちゃんだし……ってイクちゃん固まってる!!　あははっ」

　ナノの笑い声にはっとして、アタシは気を取り直す。

　クソ……出足からつまずいた。なめられねーようにしねーと。

「こ、こほん。あー……男が苦手っていっても少しだからな!!　てか中高と女子校だからってゆーだけの話で……ナノをナンパから守ったりしてるし、女だからってなめんなよ!?」

「ナン、パ…………」

　え？　スマホを取り出して……は？　まさかナンパの意味調べてんのかこいつ。

「先輩先輩、ナンパは男の人が知らない女の人を遊びに誘う的なやつっす」

「ああ……フィシュガルのようなものか……祭りのときに……」

「フィシュ……？　あーでも祭りのときとか多いからあってるかも」

「多い？　いや、儀式としては一度だけなはずだが」

「儀式!!　んふっ、絶対違いますねそれ……」

「いずれにせよ、桑こ折おりを守ってくれていたのなら感謝する。ありがとう」

「え？　あ、ああ……いや……」

　なんだコイツ……調子狂う。

　男が苦手なの言っても引いたり、馬鹿にしたり、からかってきたりとかしないし、悪いヤツではなさそーだけど……。

　いやいやまだわかんねーぞ。

　ナノの判断がおかしくなってるかもしれねーし、ここまできたら覚悟を決めてガチでアタシが見極めてやる……！

「ねね、先輩、イクちゃん。ここだと人いっぱいですし、どっかお店入りましょお店」

「そう、だな……」

「はいはい、スタパに一票～！　──はい、賛成多数で決定しましたー」

「おま、それただの希望じゃねーか……」

　いーけどさ……。

　ナノが突っ走っていって、その後をついて行く。

　自然とナノの彼氏と並ぶ形になって、アタシは気まずさに負けないように言った。

「あーそれで……ええと、渡わた世せ、っつったっけ？」

「戒かい理りと呼ばれるほうが慣れているが……好きに呼んでくれ、幾いく乃の原はら美み々み華か」

　いきなりフルネームかよ……。

「……フルネームはやめろ。こそばゆい」

「わかった。じゃあ──美々華」

「ぶっ──」

　噴いた。……いや噴くだろこんなの。

「……どうした？」

「え、なになに？」

「な、なんでもねー！」

「美々華が噴き出しただけだ」

「「ぶっ──」」

　今度はナノと反応がかぶった。

　み、美々華って……！　初対面の男……友達の彼氏からいきなり名前呼びって──！

「ちょ、先輩!!」

「……？　すまん、なぜ桑こ折おりが焦っているんだ？」

「え。や……べ、別に焦ってはないっすよ!?　ただその……」

「な、名前呼びは絶対やめろ!!」

　ナノとの話の途中で悪いとは思ったがそこだけは絶対譲れなかったので割り込む。

「名前は……あんま気に入ってねーんだ」

「そう、なのか？　いい名前だと思うが」

「……、……」

　コ、コイツ……彼ナ女ノの前で……！

「《メクトレ》でミミカは──」

「あ？　メクトレ？」

「──いやすまん。忘れてくれ」

「と、とにかく名前呼びは絶対やめろ！　いーな!?」

「そ、そーっすよ！　てかなんでいきなり名前呼び捨て？？　あたしも名前で呼ばれてないのに……」

「桑折が名字で呼んでいるから俺も名字で呼ぶとややこしいと思ったんだが……」

「いや、ナノはイクってあだ名で呼んでるだろーが！」

「そーそー！」

「そうか……わかった。少し抵抗があるが、俺も〝イクちゃん〟と」

「なんでそーなった!?」「なんでそーなったんすか!?」

　またナノと声がそろって、ナノが噴き出す。……いや笑ってる場合か！

「や、笑ってる場合じゃなかった。えーと、フツーに名字呼び捨てがいーと思います！」

「わかった。幾いく乃の原はらと呼ばせてもらう」

「…………あ、ああ」

　ナノが勧めたら即決……？

　そこだけ見ればいい彼氏っぽいけど、それ以外が相当おかしい。

　これはもっと注意して見てみねーと……。

　スタパに着いたら、運よく三人分の席が空いてたので確保してから注文してくる。

　ナノは新作のヤツで、アタシと渡わた世せはコーヒーを頼んだ。

「……はーっ、やっぱスタパ神～。新作もおいしすぎだし！」

「いっつも思うけど、よくそんな甘ったるそーなの飲めんな……」

「いやいやイクちゃんも一口飲んだらわかるって。はい」

「いらねーって」

「まーまーそー言わず」

「……お前それでアタシがうぇって渋い顔すんの見たいだけだろ？」

「あ、バレた？」

「殺す……」

「あははは、だってーイクちゃんのあの顔可愛かわいいんだも～ん」

「言ってろ……。てかナノ、この前カロリーがどーの言ってたのはどーした」

「あーそれねー。スタパは神だけどカロリーもうちょい低めがうれしーよねー……」

「アタシはそこは気になんねーけどな」

「はー？　あーイクちゃんは太りにくいんだもんね……てか太りにくい体質ってなんすか？　ケンカ売ってます？」

「ああ？　お前には言われたくねーわ。アタシが太りにくいのは体質もあるけど、そーゆうの飲まねーからだし、そもそもナノお前太った太った言ってるけど明らかに胸──」

　と、そこで思い出す。

　そうだ。今日はナノと二人じゃなかった。

　慌ててナノの隣に座る彼氏を見る。

　こっちの視線に気づいた渡世は瞬まばたきして、アタシとナノを交互に見ながら言った。

「高カロリーのものを摂取しすぎて肥満体型になることを心配しているのなら、杞き憂ゆうだろう。桑こ折おりも幾乃原も明らかに標準より細い」

「えっへっへ……さっすが先輩イイコト言いますね～。もっと褒めてください、どんどん褒めてください！」

「褒めることになるかはわからないが……健康上の問題ではなく、外見の変化のことであれば、少なくとも俺は桑こ折おりがどう変わろうと関係ない。どんな桑折も変わらず好きでいる」

「ん──ごほっ、えほっ」

　ちょうどフラパチーノを飲んでいたナノが盛大にむせた。

　……まー今のはなんつーか……しょうがねー気がする。

「大丈夫か桑折」

「…………ダイジョーブじゃ、ないっす」

「……！　ならば今すぐ──」

「あ、違う！　ウソ！　ダイジョーブです！　ダイジョーブだからなにもしちゃダメー!!」

「なにもしちゃダメ……？」

　それはさすがに言いすぎだろ。

　訝いぶかしむアタシにナノはしまったって感じの顔をして目をそらしながらもごもご言う。

「う……い、いやー先輩ってちょっとオオゲサなトコがあって……すぐ病院、みたいになるってゆーかね？」

「病院……？　この世界の病院はあまり信用していないが」

「だーっ、先輩しー!!　しー!!」

「……」

　あやしい。あやしすぎる。

　ここまで露骨だとわざとじゃねーのかってなるが、さすがにそんなことまでしねーだろーし。

　いや……ナノならありえるか？

「うぅ……やっぱまだ早かったかな……」

「早いってなにが？」

「……えと……そ、そのー……」

　あやしい。あやしい。あやしい──

「幾いく乃の原はら」

　唐突に男子に声をかけられるとびっくりする。

　……いや、よく考えたらナンパは別に平気だな。

　あれ、とゆーことはこいつ──渡わた世せだからなのか？

　違う違う、ちょっとイイ声で名字を呼び捨てにされたから。そうだ、そうに違いねー！

「な、なんだよっ」

　やべ、なんか変なこと考えてたせいで声が上ずった。

　クソ、恥ずい……とかアタシが思ってるあいだに、渡世はわざわざこちらに向き直り、

「先ほども言ったが、あらためて礼を言わせてほしい。俺がいないあいだ桑折を守ってくれて──ありがとう」

　頭まで下げてきて。

「な……」

　なんでお前にそんなこと──そこまで言う前に続けられる。

「もちろん俺にそんなことを言う資格がないことは理解している。だが、桑こ折おりは俺にとって、とても……とても大切な人だ。命を賭けて全力で守りたいと思っているし、必ず守る。それでも俺の手が届かないときに別の──特に同性による庇ひ護ごは非常にありがたい」

　そう言ってもう一度、テーブルに頭がつきそうなほど頭を下げる渡わた世せに──アタシはただただびっくりする。

　なんだ……なんなんだコイツ。

　めちゃくちゃズレてて、クソ変で、超真剣で、やたらと──頼りになる、気がする。

　こんな男が本当にいるのか──？

　……いやいるけど。今目の前に。

　なんかわけわかんなくなってきた……。

　つーか、こんなん言われてナノは──

「…………」

　めっちゃ顔赤くして俯うつむいてる!!　全力で照れてやがる!!　嬉うれし恥ずかしすぎてもはや声も出ないって感じがすげえ!!

　おい……どーすんだこれ……。

「桑折？　どうした急に黙って」

　自ら聞いただと──!?

　どうしたもなにも、んなのお前の恥ずかしー発言のせいに決まってんだろ!!

　マジでなに考えてんだコイツ!!

　アタシが心の中で超突っ込んでると、ナノがどうにかこうにかって感じで口を開いた。

「……や、あの……うれしーんですけど……イ、イクちゃんの前だとはずかしーとゆーか……」

「──！　す、すまん、また俺は……」

「あ、や、あたしが勝手に思っちゃっただけなんで……先輩が謝ることではないっす」

「いや、桑折に気をつかわせたのは明らかに俺の落ち度だ……それに、その……確かに……恥ずかしいことを、言ったかもしれない……」

「いやいや──」

「いや──」

　そのままお互いをかばいだした。

　なんなんだこのバカップル……。

　アタシはなにを見せられてんだ？

「アタシはなにを見せられてんだ？」

　声に出た。

「うっ、ご、ごめんイクちゃん……」

「…………いやいーけどさ」

　……ちょっとうらやましー気もするし。

　アタシもいつかこーゆう風に──

「いやいやいやいや！」

　落ち着けアタシ！　んなモーソーしてる場合か！

　コイツ──渡わた世せ戒かい理りがナノの彼氏としてふさわしいか、確かめにきたんだろ!!

　もう一回ちゃんと自分に言い聞かせて……言い……聞か、せて……。

　気づく。

　コイツがナノにふさわしいかどーかなんて……そんなのもう答えが出てんだろ。

　渡世は超ズレててめちゃくちゃ変だけど、誰よりもなによりも──ナノを大事にしてる。

　ナノを尊重してるし、尊敬してるし、いざっつーときにはどんなことをしてでも守ろうって思ってるのが、嫌ってほど伝わってくる。

　なのに、アタシがモヤモヤしてんのは……。

「……イクちゃん？」

「…………」

　そうだ。見極めるなんて、ただの言い訳で。

　アタシはナノが渡世に取られたみたいに感じてたんだ。

　ただ勝手に、嫉妬してただけ──。

「あ……あー、すみません先輩、あたしちょっと小腹が空すいてきちゃったかも……」

「わかった」

「あ、お金──って早っ！」

　あっという間に渡世がレジ前に移動し、その様子を見てナノが笑う。

　もちろんナノは本当に腹が空いたから食べ物を買ってもらおうと思ったわけじゃない。

「…………なんか、悪かったな」

「あは、イクちゃんがめっちゃシュショーなのレア～」

「……言ってろ」

　気をつかわれてんのに、申し訳ない気持ちにも嫌な気持ちにもならない。

　本当にナノはこーゆうのがうまい。

　そして、だからこそ、余計に、アタシは自分のクソさに嫌気がさす──。

「イクちゃん、ありがとね」

　その礼は意味がわかんなかった。

「…………は？」

「や、ほら、先輩ちょっと変わってるとゆーかズレてるってゆーか……あんま他の人と一緒にいられない、みたいなとこあって……」

「……だろーな」

　よくわかる。

「でも、イクちゃんなら、先輩がちょっと変なコトとかしてもダイジョーブってゆーか、ちゃんと先輩自身を見てくれるかな～って思ってて……ぶっちゃけ甘えました」

「甘えたって……そもそも会わせろって言ったのアタシだろ」

「うん。イクちゃんじゃなかったらムリかなって思ってた」

　ナノは、しっかりアタシの目を見てくる。

「だから──今日はあたしのわがままに付き合ってくれてありがとーございます。先輩の……カレシのジマンができて、たいへん満足です」

　冗談っぽくえへへと笑うナノに、アタシは力が抜ける。

　コイツは……これだから……。

　これだからアタシの最高の友達は──

「あ、でも──」

　急にキョドり気味にレジの渡わた世せを見たナノは、アタシに顔を近づけ、小声で言う。
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「せ、先輩のこと……好きになっちゃダメだかんね……？」

「は？」

　は？

「──、──ん、あ、あ、やっぱ今のナシで！　なんでもないでーす！」

　顔を真っ赤にしたナノは後から気づいたんだろーな。

　めちゃくちゃ恥ずかしーこと言ったって。

　なんだコイツ……可愛かわいいか？

　フツーにそのまま言いそうになったけど、それよりもっと楽しーことを思いついて、アタシは意地悪く笑う。

「確かに渡わた世せいいヤツだもんな」

「──でしょ!?　もっと言ってもっと言って！」

「ちょっと変なとことかズレてるとこも愛あい嬌きようと言えなくないし、めちゃくちゃ真面目で一いち途ず。絶対に裏切ったりしない」

「そーそーそー！　さっすがイクちゃん！　わかってる～!!」

「イケメンだしスタイルもいいし、骨張ってる感じとかすげー好みだし」

「……好み？」

「そーいえばナノ、人が人を好きになるのは自由だって前言ってたよな？」

「え。え。え──イクちゃんっ!?」

「声でか」

「や、や、いや!!　イ、イクちゃん、イクちゃん!?　ダ、ダメ……ダメだよ!?」

　勢い余って立ち上がり、必死すぎてなんなら泣きそうなくらい余裕のないナノに、さすがにもう限界だった。

「ぷっ、あはははは！　必死か！　冗談に決まってんだろ！」

「…………ジョ、ジョーダン？　ホントに？　ホントだよねっ？」

「……さーな？」

「イクちゃんんん～!!」

「どうした？」

　渡世がタイミングよく戻ってきて、ナノが固まった。

「え……えと、ですね……その──ってナニコレ!?」

　渡世の持ってきたトレーにはサンドイッチやドーナツが大量に載っかっていて、アタシもフツーに引いた。

「腹が満たせるものを適当に見繕ってきた」

「いやめっちゃありがたいんですけど……量!!」

「少なかったか？」

「この流れでそっちにいくのか!?」

　スゲーなコイツマジで！

「つーかこの量……よく店員が確認してこなかったな」

「いや確認はされた」

「確認されたのかよ!?　そこで疑問に思えよ!!」

「ああ疑問に思ったから、なぜそんなことを聞いてくるのかと尋ね返したんだが、失礼しました、とだけ言われたな」

「そこじゃねえええ!!」

「んふっ」

「ナノお前もウケてる場合か！」

「だって……イクちゃんのツッコミハゲしすぎ……めっちゃ動いてるし……じわる」

　……う。

　そー言われると恥ずかしくなってくる……。

　てか、コイツらなんか妙に合ってんな。

　テンションとゆーか、波長とゆーか……よくわからんけど、変なとこで通じ合ってる感がすげえ。

「……はー、もーいいよ、アタシが返してくっから。おら、食べたいやつだけとれ」

「はーい。じゃ、あたしこれー」

「俺は……大丈夫だ」

「あっそ。んじゃ行ってくる」

「幾いく乃の原はら」

「あん？　あーアンタはこなくていーからな。ややこしくなりそーだし」

「ああわかっている。──ありがとう」

「…………お、おう」

　だからなんでそーゆうとこだけキッチリなんだよ……。

　調子狂うっつーかなんつーか。

　ナノもこーゆうとこにやられたのか──ってそっち見たら。

「……あー、渡わた世せやっぱ手伝ってくれ」

「いいのか？」

「アタシが一緒にいりゃ平気だろ」

「え、え……え!?」

「あーナノ。そーゆんじゃねーから大丈夫」

　ただ二人で話したいだけ。

　いつものナノならすぐ気づいてくれそーなもんだけど、今日はダメなんだろーな。

　さっき渡わた世せの背中を見つめてたナノは嬉うれしそうに、恥ずかしそうに、幸せそうに……なんとも言えない顔をしてたから。

　アレが恋してるってことなんだろーな。

　…………自分のことじゃねーのに、言葉にするとめちゃくちゃ恥ずかしい。

　でも、だからこそ、言わなきゃって思ったから。

　アタシは気を取り直して、レジ前に並びながらトレーを持ってる渡世に言う。

「あー、渡世」

「ああ」

「えーと……」

　あれ……言うって決めたのに、いざ面と向かうと……くっ、情けねーぞアタシ！

　深呼吸して、もう一回。

「ア……アタシさ、アンタにちょっと嫉妬してたわ」

　渡世がこっちを見たっぽいけど、アタシはあえてそっちに向かずに続ける。

「ナノのこと取りやがって……アタシと遊ぶ方が楽しーのに……とか考えてさ。今日アンタと会って、そのことを証明してやる──って思ってた。馬鹿だよな」

　そう、馬鹿だ。

　ナノはもうとっくに渡世に恋していて、アタシがなんと言おうと意味なんてねーのに──。

「幾いく乃の原はら、それは違う」

「ああ、それは違……ん？　違う？」

　なにが？

　渡世は急に距離を詰めて、まっすぐじっとアタシの目を見てきて。

「ちょ……な、なん──」

「俺は俺のできることしかできないし、幾乃原も幾乃原のできることしかできない。どちらかがどちらかの代わりを務めるなど絶対に無理だ」

「──、──」

　瞳に、吸い込まれるような感覚。

　急に背中がぞわっと寒くなって、身震いした。

「…………すまん。余計なものをのぞき込ませた」

「──あ……ああ」

　謝られたけど、よくわかんなかった。

　やたら感情こもってたけど、過去になんかあったのか……？

　ちょっと気になったけど、聞ける感じじゃなかった。

　つーかもう次アタシたちの番だし！　早く言わねーと！

「と、ともかく、なんか試すみたいな態度とって悪かったな！　アタシが言うのも変だけど……アンタがナノの彼氏で──よかった、よ」

　最後のほうめっちゃ小声になった気がするけど知るか──。

　投げやりになりながら、なんか文句あっかって感じで渡わた世せを見たら。

「俺も幾いく乃の原はらが桑こ折おりの大事な友人でよかった。これからもどうかよろしくたのむ」

「────」

「……？　どうした？」

　……いや、どうしたはこっちのセリフだろって思ったけど、言わなかった。

　てか、言えなかった。

　だって。

「……んだよ今の笑顔」

　コレか。

　コレでナノ落としたんだなてめー……！

「……渡世……お前それあんまナノ以外の前ではすんなよ。あとナノのためにもアタシにしたことはナノにゆーな」

　誤解される。

「……よくわからないが、桑折のためだというならわかった。約束しよう」

　素直にそう言う渡世に「お、おう……」ってなる。

　……クソ、なんでアタシが赤くなんなきゃいけねーんだ……。

　つーか、よく考えたらそーゆう話ぜんぜん聞いてねーな。

　よーし、こーなったらそこら辺の話徹底的に聞きまくってイジってやる……！

　それがアタシから二人への祝福だ。

　覚悟しろ──。

　……って意気込んでたのに。

「あははははっ、イ、イクちゃん……ちょ、それ……あはははははっ！」

　ドーナツとかが返品できなくてそのまま戻ったらナノにめっちゃ爆笑されてイジられた。

　しかも渡世のヤツはそれ楽しそうに見守ってやがるし……。

　クソー、こいつらマジムカツク。

　まったく、お似合いだよチクショウが……。

　末永く爆発しやがれ！






Extra









「先輩、イクちゃんとなに話してたんです？」

　イクちゃんとバイバイしたあとの帰り道。

　あたしは何度もそう聞こうとして、いまだに聞けてない。

　……や、ぜんぜんいーんだけどね？

　ただ、二人が戻ってきたあと、なんかこう……ちょっとイイカンジになってたのが気になって……。

　や、ホントいーんだけどね!?

　先輩とイクちゃんが打ち解けたってコトだし、そもそもそうなってほしいな～ってめっちゃ思ってたから、目的達成的な。

　──確かに渡わた世せいいヤツだもんな

　──イケメンだしスタイルもいいし

　──骨張ってる感じとかすげー好みだし

　すげー好み……すげー好み！

「いやアレはジョーダンって言ってたじゃん！」

「……？　桑こ折おり？」

「あ」

　思いっきり声出てた……!?

　ああ～！　……なにしてるしあたし！

「ずっと思っていたんだが……なにか聞きたいことでもあるのか？」

　しかもバッチリバレちゃってるやつ～！

　もーここまできたらヤケクソ！

「先輩！　ドーナツとか返しいくときイクちゃんとなに話してたんすか!?」

　あ……勢いよく言いすぎたカモ……。

　今のだとなんかめっちゃ気になってみたいなカンジになって……や、まー気になってたんですケド。

「ああ、そのことか」

　先輩はあっさりうなずくと、すぐに口を開いて、

「幾いく乃の原はらとは…………」

　止まった。

　……へ？

「イクちゃんとは……なんです？？」

　あたしが促しても先輩はちょっと考えるっぽいカンジになる。

　そんでしばらくしてから言った。

「秘密だ」

「──え。え!?　ひ、秘密、って……」

「桑こ折おりのためだ」

「えええええ!?　どゆこと!?」

　マジどゆこと!?

「わからんが……幾いく乃の原はらがそう言っていた」

　イクちゃんが……や、余計にわかんない!!

「あ、あの……イクちゃんと先輩で……なんか、あったわけじゃないんすよね……？」

「……なんか、とは？」

「それは──ああああっ、そーっすよね、そーなりますよね!!」

　それが言えないからめっちゃ言わないようにしてたのにっ。

　ハテナってなってる先輩に、あたしはうぅーってなって「なんでもないっす……!!」って言うしかない。

　……もー！　イクちゃんに直接聞いて確かめる!!　まる。






Memory 4　『那な乃のちゃんと渡わた世せ戒かい理りのラブラブ日記②』









　こんにちは。

　陰キャ糞くそザコナメクジこと那乃ちゃんのクラスメイトＡです。

『那乃ちゃんと渡世戒理のラブラブ日記』と銘打っておきながら基本那乃ちゃんのことしか書いていない、考えてみれば至極当然の日記ですが、今日は珍しく渡世戒理のことについて書きます。渡世戒理は感謝するように。

　……と、思いましたが、やっぱり気が進みませんね。

　やめましょうか。

　それくらい私の渡世戒理への好感度は低いです。

　そもそも渡世戒理が私の神たる那乃ちゃんにベタベタしすぎなんですよね。

　モノの道理を知らないクラスメイトたちは『あいつら付き合ってんのに全然そんな感じしねーな』とか言ってますが、ほんとわかってません。

　渡世戒理と話してるときの那乃ちゃんあんなに幸せそうな顔してるのに！　幸せ全開なのに!!　目ついてる!?

　……失礼、取り乱しました。

　とりあえず誠に遺憾ながら那な乃のちゃんを幸せにはしているので、渡わた世せ戒かい理りヨイショ日記を書いてあげます。渡世戒理はくれぐれも感謝するように。

　つい先日、渡世戒理がリンクをはじめたということで、クラスのリンクグループに招待されました。

　うちのクラスは珍しくわかりやすいイジメがなく、カーストも……まああるにはあるんですが、割となだらかというか、マウントの取り合いなどが起きにくい穏やか空間になっています今のところ。

　これもひとえに誰にでも優しく気配り上手な那乃ちゃん神のおかげなのですが、その那乃ちゃん経由で広がったクラスのリンクグループに渡世戒理も入ってきました。

　正直渡世戒理がリンク使ってるイメージがまるでないので、最初は驚きました。

　学校でスマホイジってるところ見たことありませんしね。

　まあでも那乃ちゃんが教えたんだろうな～さすが那乃ちゃんマジ天使女神ぐらいの感じで見ていたら、当然のように渡世戒理がやらかしまくりました。

　唐突にスタ爆したり、謎の絵文字使ったりした挙げ句、やらかしをうまく冗談にして笑おうとしたクラスメイトにマジレスする有様です。

　さすがにこれは冷えますわ～と思った瞬間、那乃神の登場で事なきを得るのですが、たぶんクラスメイトたちは気まずさをうまく調和した那乃ちゃんのスーパーフォローに気づいてもいないでしょう。

　それくらい那乃ちゃんのフォローだと感じさせないフォローは完璧すぎました。

　いやマジで本当に那乃ちゃんは、なんであんなにすごいんでしょう？

　まだ科学に蹂じゆう躙りんされず人知の及ばない神代、神からの託宣を受ける巫み女こがいましたが、その生まれ変わりなのでは？

　いえ、もしかすると本当に神そのもの──これはいずれまた場をあらためてきちんと考察しなければいけませんね。超大作になる予感がします。

　話がそれましたが、そのときはやはり渡世戒理の面倒を那乃ちゃんが見ている、那乃ちゃん神、渡世戒理許すまじというあたりまえ体操な見方だったのですが……。

　その考えを大きく変えざるをえない出来事が今日起きました。

　球技大会。それは人の子が負いし咎とが……と、言いたくなるくらいマジイミフなイベントがうちの学校にはあります。

　あ、人の子が負いし咎ってフレーズカッコイイですね。今度使おう。

　その呪われしイベントは、全学年全クラス対抗、男女混合で、生徒たちは全員参加の運動音痴の気持ち考えたことある？っていう大人たちの独善が凝縮された糞くそオブ糞コンテンツなのですが、なんと運動神経までいい全能の女神那乃ちゃんが超大活躍する姿を堂々と見ることのできるご褒美があるのです。むしろこのご褒美がなかったら爆破予告して中止させます。命拾いしましたね。

　毎年競技が違って、今年はバスケだったのですが、走る那な乃のちゃん、キラキラの汗をかく那乃ちゃん、パスを通す那乃ちゃん、シュートを打つ那乃ちゃん、シュートが決まって喜ぶ那乃ちゃんのハイタッチしてからの笑顔、最の高!!

　……失礼、取り乱しました。

　結果、うちのクラスは総合優勝を決めてしまったのですが、まあそれはどうでもよくて、なんとクラス投票で那乃ちゃんがＭＶＰになったのです！

　まあ当たり前ですよね。ようやく世界が那乃ちゃんの魅力の片へん鱗りんに気づいたというか、みんな遅すぎるっていうか？

　と、普段の私なら思っていました。

　いえ、そのときも思いはしましたが……それよりも衝撃の事実に気づいてしまったのです。

　那乃ちゃんが大活躍できたのは、その周りで渡わた世せ戒かい理りがフォローしていたからなのだと。

　たぶん、私以外誰も気づいていないと思います。

　というか、私も最初気づきませんでした。気づけたのはこの日記をつけていたからかもしれません。

　はじめは気のせいだと思いました。そういえば那乃ちゃんが活躍するときは必ずコートに渡世戒理もいるな～とか、那乃ちゃんだけ見ていたいのにたまに視界に入ってくる渡世戒理邪魔すぎとか思うだけで。

　ですが、ほんの気の迷いで試しに渡世戒理だけを見ていたら、最適なタイミングで那乃ちゃんにパスを出すのはもちろん、味方から那乃ちゃんへのパスが通りやすいように誘導し、那乃ちゃんが敵のボールをカットしやすいような位置取りをし、極めつけは全然関係ないところでのまったく意味のわからない行動まで全部……後で考えたら那乃ちゃんがシュートを打って決めるための布石だったことまで。

　……気づいたときは、鳥肌が立ちました。

　しかもなにがすごいって、誰も気づいてない。

　めちゃくちゃフォローされてる当の那乃ちゃんですらですよ？

　え、ヤバ……キモ。思わず陽キャの人みたいな言葉が口をついて出てしまいましたが仕方ありません。

　信じられますか？

　お前は黒くろ○○か。黒○のバスケの黒○テツヤか。

　ちなみに私は緑みどり○○真しん太た郎ろうが好きです。

　もしかして渡世戒理は私が思ってるよりもヤバいのでは……？

　もしそうなら那乃ちゃん信者として、黙っていられません。

　真相を確かめねばと、普段なら参加しないクラスの打ち上げカラオケに行ってつぶさに観察した結果──恐るべきことがわかりました。

　渡わた世せ戒かい理り、バスケコートの中と同じようなことしてる……！

　那な乃のちゃんが歩きやすいように動いて、那乃ちゃんにぶつかりそうなクラスメイト投げ飛ばして、那乃ちゃんが手に取りやすいようにマイク置かれる位置誘導してる……！

　これ絶対普段からやってる。慣れすぎてる！

　でも、だとしたら、なんでこれ今まで気づけなかったの……!?

　戦慄しました。

　コイツはヤバい。

　ゴゴゴゴという擬音を書いてしまいたくなるくらい、ものすごく衝撃だったのですが、同時に思ってしまいました。

　渡世戒理は、本当に、心から──那乃ちゃんが好きなんだな、と。

　まあ、那乃ちゃんを好きになるなんて人であれば当たり前のことなんですが、その真摯な想おもいは……素直にあっぱれをあげてもいいです。

　それと、今までずっと那乃ちゃんが渡世戒理の保護者みたいに思ってましたが、その解釈はあらためなければなりません。

　どっちもどっち。

　それって、なんか、すごく理想的な恋人同士という感じでちょっといいかも……。

　あくまでちょっとだけですが。

　あ、あと、クラスメイトたちが渡世戒理に歌わせようとしてるのに、なんとかそれを阻止しようとする那乃ちゃんがやたらと可愛かわいかったです。

　きっと渡世戒理は歌が超絶ドヘタなんでしょう。

　それをなんとか隠してあげようとする那乃ちゃん可愛いよ那乃ちゃん。

　結局世界は那乃ちゃんを中心に回っている……それだけは間違いありません。

　これからもそんな那乃ちゃんを中心に見守っていきたいと強く思いました。






Extra









「はー、めっっっっちゃ楽しかった～……」

　球技大会とその打ち上げカラオケが終わった帰り道。

　疲れてないっていったらウソになるけど、それよりなにより楽しすぎたー。

「桑こ折おりの素晴らしさが凝縮された一日だった」

「えー？　えっへっへ、ですかね～？」

「もちろん桑折は毎日素晴らしいが、今日はことさらだ」

「もーやめてくださいよ～」

　照れるー。

　てか。

「先輩、今日はありがとでした」

「…………？　なんのことだ？」

「バスケっすよバスケ。めっちゃフォローしてくれてましたよね？」

　あたしも途中まで気づいてなかったから、みんなたぶんぜんぜんわかんなかったと思うけど、先輩がめちゃくちゃあたしのやりやすいようにしてくれてた。

　気づいてから、先輩とコートに一緒にいるときはたぶん先輩ならこうしてくれるから──って思いながらプレーしてたし。

「ぶっちゃけホントは先輩がＭＶＰだと思います」

　カレシだからあんまアピったりするとアレかなーって思って、みんなにはさりげに言うくらいだったけど……やっぱちゃんと言ったほうがよかったかな～……。

「……褒められるような特別なことは何一つしていないと思うが」

「またまた～」

　って言っても先輩は表情が変わんない……どころか、ホントに不思議そうにしてる。

「……え、マ？」

「思い当たる節がない」

　これは……マジのマジっぽい。

「え、ええ～……？　いやでも……」

　あきらか、あたしがすんごいやりやすいようにしてくれてたし。

　どう考えても──。

「ん……？」

　待って。もしかして……逆？

　今日だけ特別フォローしてくれたんじゃなくて、いつもあれくらいフォローしてくれてるから、別にフツーってこと……？

　ま、まっさかね～！

　……ちょっと今度から注意しとこ。

　とか、あたしが考えてるあいだに、先輩が立ち止まってた。

「先輩？」

　あたしが首をかしげると、先輩はちょっと顔を伏せて、でもすぐにこっちを見て言う。

「今日は……桑こ折おりのパートナーでいられて誇らしいと──あらためて思えた。ありがとう」

　先輩の顔は夕日の逆光でよく見えない。

　でも、たぶん、どういう表情をしてるのかはわかったから。

「そんなん──あたしもっすよ、先輩！」

　あたしはにへって思いっきり笑って先輩に駆け寄るのでした。まる。






Memory 5　バスケと御み堂どう筋すじ先輩とあたし









「──戒かい理りー!!」

　その先輩はめっちゃ急に来た。

　茶髪でちょいチャラめの、長身のイケメン。

　ネクタイの色的に三年なのに、一年の教室のドア思いっきり開けて入ってきて、先輩に向かってまっすぐ近づいていって──

「戒理……戒理っ！　戒──ぅぉっ」

　肩をつかもうとしてキレイに投げられた。

「ちょ、先輩!?」

「──なんだ後輩!?」

「え、違う……」

　先輩違い。

「そうか、すまん！」

　床に寝たまま謝ってきた……。

　てか、もしかしなくてもこの人。

「げ……御み堂どう筋すじ先輩じゃん……」

　トモダチが呟つぶやいて、あたしもやっぱりってなる。

「いかにもオレは御堂筋翔かけるだ！　オレの名を知っていたキミは──」

「や、あーしのことは……」

「ああ、去年の一二月辺りに告白してくれた子だな!?　その節はありがとう！」

「だーっ、うっさ！　うっさっ!!」

「告白してくれてありがとうて……」

「あれが御堂筋先輩か……噂うわさ通りヤバいな……」

　みんながコソコソそんなこと言ってるのより。

「…………敵の可能性……」

　先輩がさりげなくそう呟いてあたしをかばうように立ってくれてることに、あ、コレヤバイヤツってなる。

「や、先輩、たぶんこの人──」

「戒かい理りー!!」

　ガバって起き上がった御堂筋先輩は、もう一回先輩の肩つかもうとして、また投げられて、起き上がってもう一回……え、ウソでしょ？　なんで投げられるってわかってるのに繰り返すの……!?
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　って注意するのそっちじゃない！

「先輩先輩、そろそろやめといたほうがいーっす！」

　あたしがそう言ったら先輩は、ピクッて反応したけど投げなかった。

　やっと先輩の肩をつかめた御み堂どう筋すじ先輩は、じっと先輩を見下ろして、ちょっと涙ぐんでから──爽やかに笑った。

「よかった……元気になったんだな戒かい理り!!」

　……おおー、やっぱそうだ。

　御堂筋先輩、たぶん昔の先輩の知り合いだ。

　クラスメイト……もしかしたらトモダチとか？　ホントなら先輩三年だし。

　先輩が回復したって聞いて、様子見に来て、感動の再会ってカンジなんだろうな──って思ったけど。

「……誰だ？」

　先輩のその一言で全部台無し!!　ってなって噴いた。





　　　　★☆






「そうか……噂うわさで聞いていたが、やはり記憶が……」

　御堂筋先輩がちょっと悲しげに呟つぶやいて、周り……特に女子がざわってなる。

「え、悲しむイケメン超好みなんだが」

「わかりみが深い」

「御堂筋先輩ってアレだよね？　バスケ部のキャプテンの……」

「マ？　あんなにチャラそうなのにキャプテン？」

「知らんの？　外部生で……」

「髪の毛あれ地毛なんだって」

「チャラいのにチャラくないイケメンよすぎ」

「しかもバスケ超絶うまいらしーよ。高校生の日本代表合宿に呼ばれたって」

「超人かよ。結婚してほしい」

「はいはいやめやめ！　御堂筋先輩マジのマジで変人だから！　告ったりしたらあーしと一緒で死ぬかんね!?」

「おー経験者は語るね～」

「うるせっ……ナノ～、マジ追い返した方がいーよ……？　ガチでヤバイからその人」

「ん～……」

　そー言われても先輩のお客さんっぽいし。

　てかもう先輩たずねてきたってジテンでフツーに気になる。

「あのー御み堂どう筋すじ先輩、ちょい聞いてもいーです？」

「……ふむ。キミは？」

「あ、桑こ折おり……桑折那な乃のっす」

「コオリ、か……いい名字だな！」

「ん？　……あ、はい」

　名前ならともかく名字褒められても……特に話広がらないし。

　……あれ？　先輩の御堂筋先輩見る目つきがするどくなったような……？

「コオリは──もしかして戒かい理りの彼女かっ？」

「あ、はい」

　え、するど。てか急になに？

「おお、そうか！　戒理はいいヤツだ！　キミはとても見る目があるぞ!!」

　ぽんって肩を叩たたかれ──なかった。

　先輩が御堂筋先輩の手つかんだから。

「……桑折に触れるな」

「先輩ストップストップ……！　ダイジョーブですから……！」

　なんか先輩のピリピリ具合がいつもと違う件！

　……もしかして御堂筋先輩に、あたしがとられるとか思ってるからだったり……？　なーんてなーんて！

　あ、ニヤってる場合じゃなかった。話聞かないと。

「えっと、それでですね──」

「オレが戒理と出会ったのは二年前の春……入学式のことだった」

　いきなり語り出したー!!

　ホントに変な人だ……。

「当時オレはケガでバスケ強豪校のセレクションから漏れ、すさんでいた。もう二度とバスケはやらない──そう決めた矢先だ。戒理と体育の授業で１on１をすることになったのは」

「え、なにそれ」

　めちゃくちゃ熱い展開なんですけど。

「それでそれで？」

　あたしが促すと、御堂筋先輩は遠い目をしながら言う。

「たかが高校の授業のバスケ。そう侮っていたオレを、戒理は拳で目覚めさせてくれた」

「……ん？　拳？」

　バスケじゃなく？

「たかが体育と、あからさまに手を抜いていたオレを戒理が殴り、カーッと熱くさせ、本気にさせた上で、完膚なきまでにたたきのめしたのだ」

　おー、って話を聞いてた周りの人たちから声があがる。

　拳ってトコがちょっと気になるケド……めっちゃカッコイイじゃないっすか先輩。

「極めつけは、１on１で敗れ茫ぼう然ぜん自じ失しつとなったオレに戒かい理りがかけた熱い言葉だ。『学校がお前を決めるのか？　バスケ部が弱いならお前が強くすればいい』！」

　おお～！　ってさらに歓声があがって、あたしもめっちゃ興奮しながら先輩を見て、

「……覚えていない」

　覚えてなかったー!!　残念ー!!

　……や、まーしょーがないよね。

　二年前──先輩にとっては二〇年前の話だし。

「というより……なかった出来事だろうな……」

「なかった？」

「…………いや」

　……？　気になるけど、今は御み堂どう筋すじ先輩の話のほうが先。

「そのとき戒理は最初だけだと言って、バスケ部に共に入ってもくれた。これが証拠だ！」

　御堂筋先輩が見せてくれたのはちょっと黄色くなってる入部届。

　あ、ホントだ。先輩の名前書いてある。

　……コレだけだと先輩が書いたのかわかんないけど。

「あ、じゃあ渡わた世せくんってバスケ部なんだ」

「そーいえば球技大会でもうまかったよね～」

「……や、たぶん先輩なんでもできると思うケド……」

　なにせめっちゃしんどい異世界で二〇年生きてきてるし。

「戒理、お前のおかげで我がバスケ部は全国を狙えるレベルにまで成長した……あのときお前がオレを叱しつ咤たし、激励してくれたおかげだ！　本当に感謝している!!」

　バッと頭を下げる御堂筋先輩。すごいキビキビしてる。

「その上でこんなことを言うのは厚顔無恥にもほどがあると重々承知している……だが、頼む戒理!!　お前の力を今一度、一試合だけ貸してくれないか!?」

　あ、これが目的っぽい。

　先輩なんて言うのかな……ってめっちゃどーでもよさそうな顔してる。

「大丈夫だ戒理！」

　なにが？　ってなったけど、とりあえず聞く。

「球技大会でのお前の動き……まさか二年のブランクを感じさせないようなものだとは……何度オレを目覚めさせてくれるんだ戒理!!」

「……勝手に目覚めただけじゃん」

　トモダチの冷静なツッコミが入るけど、御み堂どう筋すじ先輩には届いてなかった。

「今、バスケ部は危地に陥っている……最後の大会が始まっているんだが、その大事なときに部員が立て続けに倒れ、人数が足らず試合をするのもままならない……！　お願いだ戒かい理り、バスケ部を救ってくれ!!」

「断る」

「秒!!」

　ちょ……いや……んふっ。

　自分で突っ込んどいてなんだけど、ウケる……っ。

「頼む！」

「嫌だ」

「そこをなんとか！」

「無理だ」

「よし、どうしたら受けてくれる!?」

「いや、めげなさすぎて草」

「だからヤバいんだって……」

　周りの人たちがコソコソ呟つぶやきはじめるけど、御堂筋先輩は聞こえてないのかぜんぜん気にしてないっぽい。

　確かに変人レベルパないけど……悪い人じゃない気がするなー。

　あと、先輩がここまで押されてるとゆーか、めちゃくちゃかまわれてるのはじめて見るから、なんかニヤける。

　そっか～、先輩、トモダチ……って先輩はトモダチだって思ってないっぽいけど、知り合いとはこんなカンジなんだ～……おもしろ～。

　とか言ってる場合じゃないか。

　さっきから先輩がちらちらこっち見てるのは助けてくれ……じゃなくて、めんどくさいから投げていいか？　ってことだよねたぶん……。

「えっと、先輩」

　あたしが声をかけたら、先輩がやっと許可がおりたか、みたいなカンジで身構えたから、「あ、違います、ダメっすよ？」っていちおー言って。

「御堂筋先輩手伝うの……どーしてもダメなんです？」

　あたしが聞いたら、先輩はなんか一瞬止まった。

　止まったってゆーか……なんだろ、え、みたいなカンジになった。

「…………桑こ折おりは……いや…………桑折はどう思う？」

「あたし？」

　あたしが先輩の立場だったら、ってこと？

「そーっすね……んー……御み堂どう筋すじ先輩、とりあえず一試合でいーんすよね？」

「ああ！　今倒れている部員たちが復帰するまで……ひとまず直近の一試合だけだ！」

「なら、手伝うかな～？　まーあたしが──」

「わかった。やろう」

「──先輩と同じくらい動けたらですケドって判断早っ!!」

　まだ言いかけてたのに！

「てか、いーんすか……？　あくまであたしならって話で、先輩がやりたくないなら……」

「俺にとって桑こ折おりは模範だ。選択に迷ったときの指針としてこれ以上のものはない」

「────」

　模範って……それはそれで…………や、うれしーケド。

　とか、あたしが照れてるあいだに、御堂筋先輩がガシッてあたしたちの手を握ってきた。

「ありがとう戒かい理り!!　ありがとうコオリ！　恩に着る!!」

「…………その手をはなせ」

「おお、すまない！　痛かったか！」

「こっちじゃない…………」

　あ、やっぱ先輩なんかすっごいトゲトゲした目で御堂筋先輩見てる。

　おお～……これはやっぱ……アレかな？？

　……ジェラってくれてるってことで、おけまるっすか……!?

　うひ、うひひひ……ってあたしがキモくなってたら。

「渡わた世せくんバスケ部戻るんだ～」

「球技大会のバスケで優勝してるし、うちらのクラス代表じゃん。応援するっきゃねーな」

「がんばってね～」

　クラスメイトたちに先輩がフツーに応援されてて、めっちゃほっこりする。

　うわ～打ち解けてきてる～……まあ先輩ガン無視してるけど。

「ほらほら先輩、みんながんばってって言ってくれてますよー？」

「ああ……それより御堂筋と言ったか」

　秒で流されて笑う。

「おおなんだ？　いや待て、水くさいな戒理！　昔のように翔かけると呼んでくれ！」

「だから俺にはその昔の記憶がないと……」

「大丈夫だ！　また共に思い出を積み重ねていこう！」

　御堂筋先輩押しつんよ!!

　ここまで先輩にゴリ押す人はじめて見る……。

「…………わかった、翔」

「え！」

　呼ぶんだ!?

「おお、戒かい理り！　ははは、戒理～！　昔を思い出すなー！」

「いや、思い出さないと何度も言っている」

　これもしかしてあたしも見習わなくちゃいけないとこあるんじゃ……って一瞬思ったけど、そんなことないな……。

　先輩の御み堂どう筋すじ先輩への好感度ぐんぐん減ってってるカンジするし。

「──さっさと桑こ折おりから手をはなせ」

「ん？　ああ、忘れていた！　すまんすまん！」

　そいえばずっと手つながれてた。

　なんか自然すぎてぜんぜんそっちいってなかったとゆーか、それ以外のことが気になりすぎてたとゆーか。

　……先輩、もしかしてそれ気にして御堂筋先輩の名前呼んだとか……？

　じーって先輩見てたら、御堂筋先輩がパンって手を打ってビクってなった。

「よし、それじゃあさっそく今日から練習に参加してくれ！」
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　とゆーわけで。

　バスケ部の練習を見学させてもらうことになって、体育館のすみっこで待機ちゅー。

　先輩は帰ってていーって言ってくれたけど、こんなチャンスムダにするわけないよね～。

「桑折」

「あ、先輩。さっきそこでスポドリ買ってきたんで、どーぞ。あとこれ汗拭くためのタオル……あたしのハンドタオルなんでビミョーかもですケド……」

「……！」

「あ、あ、やっぱタオルはナシで！」

「いや！」

「うわっ」

　タオルめっちゃつかまれてよろける。

「…………あ、いや…………す、すまない」

　先輩が慌ててくれたおかげで、ちょっと余裕ができた。

「あはっ、もー、どっちっすか～？」

「…………洗濯して、返す」

「や、そのまんまでいっすよ～」

　にやにやしながら、ペットのスポドリと一緒に渡す。

「……ありがとう。その……退屈になったらいつでも帰って大丈夫だ」

「うぃっす。まー部活してる先輩とかめっちゃシンセンなんで、絶対飽きないと思います」

「……そうか」

「帰りにスタパ寄りましょーね」

「──戒かい理りー、ちょっと来てくれ！」

「行ってくる」

「はーい、がんばってくださ～い」

　手を振りながら、バスケ部の輪の中に入っていく先輩を見送る。

　……あーなんかもう、今のやりとりだけでめちゃくちゃ楽しい。

　気をぬくとにやにやしちゃいそうだったので、がんばってマジメっぽい顔しながら体育館の他の部活をテキトーにながめる。

　いっかい見てみたかったんだよねー。

　体育館でやってる部活ってあんま見れないし、どんなカンジなのかなーって。

　とりあえず体育館、音めっちゃひびいてスゴい。

　球技大会のときはみんなでしゃべってたからあんま気になんなかったけど、バレー部がスパイク打ってボールが床に当たる音とか、バドミントン部のシャトルを打つ音とか、上の階の卓球部の音とかまで……ちゃんとスポーツしてるカンジパない。

　この中に先輩がいるのか～……ん？　あれ？　なんかもめてる？

　御み堂どう筋すじ先輩と……一年生っぽい子が先輩指さして……怒って……るよね、あれ。

　もしかして先輩がなにか──

「ヤバ……っ」

　慌てて駆け寄ろうとしたら、輪がとけた。

　……解決したっぽい？

　でも、先輩ともめてた一年生っぽい子だけ残ってるような……。

「どうしたコオリ！」

　御堂筋先輩に声をかけられて、あたしはビクってなる。

「あ……や、えーと……なんかあったのかな～って」

「おお、あったぞ！　これから戒理とうちの一年エースが１on１で対決する！」

「は？」

　１on１？　……対決!?

「な、なんでそんなことになってんすか……!?」

「奥おく浦うら……一年エースがな、二年もブランクのある戒理を試合に出すとかなにを考えてるのか、到底認められないと怒ってな」

「……んん？　御堂筋先輩、部員さんたちに事前に言ってなかったんです？」

「もちろん言っていない！」

　……んん～、堂々と言うことかな～？

「いつものことなんだがな！　はっはっは！」

「ああ～……」

　部員さんたち大変だ……。

「しかし、戒かい理りは元々バスケ部に籍を置いているし、確実に力になってくれる。無理でもなんでも受け入れてもらわなければならん」

「で……勝負で決めようってなったんすか？」

　や、マンガとかドラマならよくあるけど……そんなん現実にある？

「ああ、勝負はオレが言い出した！」

「……は？　奥おく浦うらくんじゃなく？」

「奥浦はそういうことなら、と納得していたな」

「納得してたんかーい！」

　勝負する理由ないじゃん！

「だが、わだかまりはあるはずだ。そのわだかまりが試合で出るのは困る！　ならば勝負で戒理の実力を思い知らせるのが一番だろう？」

「……なる」

　先輩が負けたら、とか考えてないんだろうな～。

「戒理が負けたら──と考えたか？」

「え」

　考えてた。

　あたしがびっくりしてると、御み堂どう筋すじ先輩はめっちゃ不敵に笑って、静かに言う。

「ま、見てろ」

　御堂筋先輩、実はキレモノなのかも……って思ったけど、すぐ気のせいだってなった。

　一年生エース奥浦くんと先輩の１on１対決。

　まず、始まるまでが長かった。

　先輩、球技大会でバスケのことは勉強してたけど、１on１のルールはわかってなかったっぽくて、仕切り直ししまくり。

　そのあとも、勝負開始！からの、すまん、質問なんだが……っていう流れが何回かあって、奥浦くんがガマンの限界っぽくなって御堂筋先輩に抗議するけど、御堂筋先輩は笑って戒理は愉快なヤツだろ？みたいな返しするだけでぜんぜん進まない。

　御堂筋先輩と奥浦くんが話し合ってるあいだに先輩が近くに来た。

「……妙なことになった。試合に出ないでいいなら俺はそれでいいんだが」

「ん～御堂筋先輩はそー思ってないっぽいですよ？」

　あ、先輩がビミョーな顔した。

「……なんでもいいから早く桑こ折おりと帰りたい」

「お」

　そんなこと言われたら──ちょっとちょーしに乗っちゃったり。

「いやいや……その前に一年生エースに勝って、カッコイイとこみせてくださいよ♪」

　あ。やっぱ恥ずい！

「な、なーんて──」

「わかった」

「──」

　おおお……。

　なに、今の顔。

　ちょっと驚いて、でも笑って、安心しろって言ってるよーな。

　いやもーすでにじゅーぶんカッコイイんですケド……！

　あたしがぼーっとしてたら先輩から奥おく浦うらくんに声をかけて今度こそ１on１の勝負が始まる。

　始まったんだけど──。

「──な!?　跳ん……飛んでる!?」

「あああああ先輩ストップストップすとーっぷ!!　それダメなヤツ──!!」

　大惨事でした♡





　　　　★☆






　で、もっかい仕切り直した１on１の勝負は先輩の圧勝だった。

　ちょっと最初に魔法使っちゃったケド……や、魔法じゃないんだっけ？

『呼法クラエ』……？　とかなんとか、カラダ強くするヤツ。

　とにかく、みんなびっくりさせて、先輩もしまった、みたいになってたんだケド──

「すまない……その……桑折にいいところを見せようとしすぎた……」

　いや。もう。

　そんなん顔赤くしながら言われちゃったら──ってゆーね？

　……はー……マジムリ。先輩可愛かわいすぎか……。

　あと先輩に負けた奥浦くんが、

「これで二年ブランクあるって……でも──心強い。あらためてよろしく、戒かい理りくん」

　って言って、先輩にちょっと悔しそうな笑顔で握手？タッチ？求めたとことか、めっちゃ……なんだろ？　男同士の青春？　とにかくよきだった。

　まあ先輩、奥おく浦うらくんと握手するのかと思いきや、右手だけで投げそうになったのは焦ったし笑ったケド。

　そのあとはフツーに先輩受け入れられて、めっちゃ練習はかどってた。

　バスケくわしくないからあたしにはあんまよくわかんなかったケド、なんか先輩テクニックあってめっちゃすごいことできるのに、基礎の基礎でしょこれ!?みたいなのが抜けててむしろすごい的なアレらしい。

　先輩もわかんないことは御み堂どう筋すじ先輩だけじゃなくて誰にでもフツーに聞くから、それもよかったっぽくて、練習二日目、三日目……って回数重ねてくうちに、もう最初っからチームメイトでした～みたいになってて。

　いやホント御堂筋先輩のお願い引き受けて大正解だったのでは……？　ってカンジでめちゃくちゃジュンチョーだったのに。

　好事魔多し……だっけ？

　よりによって大会当日──試合中のハーフタイムにそれが起きちゃった。





　　　　★☆






「え、ちょ、みんなすごい!!　めちゃくちゃ勝ってるしー!!」

「はっはっはっ、そうだろうそうだろう！　まあバスケで10点差はめちゃくちゃってほどでもないがな！」

　ハーフタイムの控え室。

　試合はウチがずーっとリードしてて、五人ぴったりしかいないのに、いっぱいいる相手のチームに勝ってるのスゴすぎない!?　ってあたしはめっちゃアガってた。

　てかマジ大会ってヤバい。

　最初はちょっと大きめの体育館でやるだけかな～？　って思ってたのに、試合が始まったらもーぜんぜん違った。

　なんかどこの高校も声とかめっちゃ出してるし、うちのバスケ部の人たちもみんな真剣度が違いすぎて別人か？　ってカンジだし。

　特にびっくりしたのが御堂筋先輩。やー……ただの変人じゃありませんでした……。

　高校生日本代表マジパない。

　練習のときはあんまわかんなかったケド、試合のときの御堂筋先輩ガチでヤバすぎ。

　たぶん相手もそれはわかってるっぽくて、みんなで御堂筋先輩止めようってしてるケド、カンケーなく決めちゃう、みたいな。

　他の高校の人とかも超見てるし、観客席でも「やっぱレベル違うわ」「早くＢリーグで見たい」とか言われまくり。

　も、ホント御み堂どう筋すじ先輩無双ってカンジ。

　でもでも──実は先輩もスゴいってゆーね！

　御堂筋先輩がダントツで点決めまくってるケド、なにげその次に決めてるの先輩だし、てか先輩の動きずっと見てると相手が動こうとしてるとこに先に動いてたり、味方がここに動くってわかってるみたいで、なんで!?　ってなるし、あ、今のぜんぶ先輩が思ったとおりだったんじゃない!?　ってなったときとか、マジのマジで鳥肌立ちまくり。

「御堂筋すげーけど……７番もいいな。誰だあれ」とか聞こえたときには「でしょ!?　渡わた世せ戒かい理りです、よろしく！」って言いそうになったし、なんだったら「でしょ!?」は言った。

　や、てかまずユニフォーム姿の先輩がムゲンにカッコよすぎてやばたにえん！

　ユニフォームで汗拭くとき見えるお腹なかとかサイコーなんだが……。

　や、バスケのユニフォーム着てるだけでホントヤバすぎなのに、ドリブルめっちゃ速かったり、すっごいアクロバットにパスしたり、超キレイにシュート打ったり……そんな先輩を観客席上から撮りホーダイとか、マジお金払いたいレベルだから。

　すでに写真一〇〇枚以上撮ったし、動画も撮りすぎて電池がヤバい。

　はーモバイルバッテリー持ってくればよかった。

　……誰かに借りよっかな？　試合まだ半分残ってるし──とか。

　ウキウキだったのはここまで。
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　そろそろ第３ピリオド始まるってなって、奥おく浦うらどこ行った？　ドリンク外で買うって言ってました、ちょっと見てきます、とか部員の人が言ってて。

　ちょっとしてから、いきなりバーンってドアが開いたら、部員の人がすごい顔してた。

「──部長、ヤベーっす!!　奥浦、事故に巻き込まれました!!」

　は？　ってみんななったし、あたしもなった。

「ア、アイツ駐車場の自販機まで買いに行ったみたいで……そこで……」

　めっちゃドーヨーしてる部員さんを落ち着かせるみたいに、御み堂どう筋すじ先輩がすぐ聞く。

「で、奥浦の容態は？」

「あ……い、意識はちゃんとあるっぽいです……今救急車に乗ってて……」

　とゆーことはこれから病院に──って思ったら、奥浦くんが部屋に入ってきた。

「──部長！　遅れてすみません!!」

「奥浦!?」

「は!?　お、お前ケガ……いや、救急車は!?」

「抜け出して、きました」

　はあ!?　ってみんななってたけど、御堂筋先輩だけは落ち着いてた。

「病院はどうしたんだ？」

「んなの、行ってらんねーっすよ……！　後半も出ます！」

「…………」

「や……でも……」

　肌が出てるとこの擦り傷もヤバいし、頭とか打ってるかもだし……。

「検査してもらってこい」

　……だよね。

　みんなはビミョーな顔してたけど、奥浦くんははっきり首を横に振った。

「嫌です。俺、やれますよ！」

「……ダメだ」

「なんでですか！　やれますって！」

「無理だ」

「俺が出ないほうが無理でしょ！　四人になるんすよ!?」

　そー、なんだよね……。

　今バスケ部で試合に出れるの五人ぴったりで、奥浦くんが出られなかったら……フツーにめっちゃ不利だってあたしでもわかる。

　御堂筋先輩もぜったいそれわかってる。

　わかってるケド。

「奥浦……一年のお前は今日が最後なわけじゃない。まだまだ先がある。今ここで無理する理由は何一つ──」

「先なんてねーんだよ!!」

　奥おく浦うらくんが叫んだ。

「俺は！　中学のときからずっと……ずっと部長に──御み堂どう筋すじ先輩に憧れて！　御堂筋先輩とやりたくてバスケ部に入ったんだ!!」

　みんなシーンってなって、御堂筋先輩もびっくりしたみたいに黙った。

「だから……今日の試合……この大会は、俺にとっても最後のチャンスなんすよ……!!」

　そう、だったんだ……奥浦くん御堂筋先輩と──って思ってたのに。

「奥浦ー!!」

　バチーンってすごい音がして、奥浦くんめっちゃ飛んで壁に当たる。

　な、御堂筋先輩殴ったー!?

「なんで!?!?」

　思ったし、言ったよね。

「馬鹿野郎!!」

「ひゃっ」

　うわ……びっくりした……こ、声デカ……こわ……！

「誰が今日が最後だなんて言った!?」

「え？」

「え？」

　え？　って素でなる。

　御堂筋先輩が自分で言ったよね……？

「御堂筋、先輩が……」

「オレがいつ今日を最後にすると言った!!」

　え、ええええええ!?　さ……さっき言ってましたケドー!?

　って思ったケド、言えない。

　御堂筋先輩怖すぎ──。

　そう感じたのはあたしだけじゃないっぽく、誰もなにも言えなくなって。

「ようするに」

　ずっと黙って壁にもたれかかってた先輩が、当たり前みたいに言った。

「奥浦がいなくても負けない。だから今日が最後にはならない……ということだろう？」

　しん、ってなった。

　いや、とゆーか……先輩カッコよすぎでは……？

「そう！　それ!!」

　御堂筋先輩がパーンって手を叩たたいてビシって先輩指さして、みんなビクってなる。

「あのな奥おく浦うら──バスケは人数でやるスポーツか!?」

「そ、それは……」

「もちろん関係ないとは言わないが、数はただの数！　それより大事なものなんていくらでもあるだろ!!」

　グッと握った拳を見せる御み堂どう筋すじ先輩に、奥浦くんが黙った。

　…………怖いわけじゃないよね？

「オレは今日負けるつもりなんて一切ない！　四人だろうが三人だろうがこのまま勝つ!!」

　お、おおおお……カッコイイ……。

「…………部長……」

「わかったらさっさと病院行け」

「……………………はい……」

　ギュッて唇を噛かんだ奥浦くんは、みんなに声をかけられながらゆっくりと出口に向かっていって、最後に先輩の横で止まる。

「戒かい理りくん…………その…………」

「次の試合には必ず間に合わせろ」
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　奥浦くんはもう限界ってカンジで顔をくしゃってして、うつむきながら控え室から出て行った。

　そーだよね……泣いちゃうよね……カンケーないあたしまで今泣きそーだし……。

　あ、ヤバ……ホントに泣く──

「桑こ折おり」

「ふゎぃっ！」

　う。めっちゃ変な声出た。

　でも涙引っ込んだ……あぶなー……。

　御堂筋先輩たちはなんか真剣な顔で相談してて先輩だけがこっちきてた。

「や、なんか……あの……大変なコトになっちゃいましたね……」

「…………あの程度のケガならなんとかできないこともないんだがな」

「え……それって……」

　そっか……そーだ。先輩なら魔法とかで治せちゃうんだ。

　そしたら奥浦くんも出られるし、みんなもすっごい助かる。

　でも。

「ダ……ダメっすよ先輩」

「ああ、わかってる」

　魔法を使うのはダメ。

　ダメ、なんだけど……。

　つらそうだった奥おく浦うらくんとか、真剣な御み堂どう筋すじ先輩とか、険しい顔してる部員の人たちを見たら──わかんなくなってくる。

　そもそもあたしがダメとか言っていいのかな──？

「大丈夫だ」

　ぽん、って頭に手を置かれて。

　顔をあげたら、先輩がめちゃくちゃ優しいカンジでこっちを見ていて。

「勝てばいい」

「────」

　…………や……だから……。

　ううううう…………あたしのカレシカッコよすぎかよ～……!!

　なんかもーいっぱいいっぱいすぎて、なんも言えなくなる……。

「──よし！　行こうぜ戒かい理り！」

「じゃあ、行ってくる」

「…………ケガ、しないでくださいね」

　まー先輩がケガするなんてアリエナイ……とか言えないよね。

　魔法が使えないんだから──。





　　　　☆★






　魔法は使わない。

　正確には桑こ折おりが魔法と認識している力は使用しない。

　そのことを枷かせだとは思わないし、それは当たり前のことだ。

　五対四。いや向こうの交代人数まで考慮すれば一二対四か。

　三倍程度の戦力差は異世界で何度もあったし、単純な数字だけで考えればたいしたことがないとすら言えたが、それはあくまで魔法などの力を使える前提での話だ。

　今の俺にその戦力差を覆す力はないだろう。

　それでもやらなければならない。

　桑折を悲しませないために。

　桑折にふさわしい者となるために──。





　　　　★☆






　……やっぱムリすぎたんだと思う。

「は？　四人でやんの？　無理だろ」

　観客席の人たちもみんな当たり前にそー言ってて、ジジツそーなった。

　後半はじまってすぐの第３ピリオドはそれでも耐えたほう。

　人数差エグってなったのは攻撃のときより、ディフェンスのときで、どーがんばっても相手が一人フリーになっちゃうからその人にシュート打たれちゃうとどーしよーもない。

　だからもう点取られるのはしょーがない、その分取り返す……って決めたっぽい。

　前半より攻撃すごくて、途中まではぜんぜんイケるじゃん！ってなってた。

　でも……第４ピリオドで先輩と御み堂どう筋すじ先輩以外の二人が……たぶん限界ってなった。

　あきらか動けなくなっちゃって、一気に逆転されて、逆に10点リードされて──

「──すみません、タイムアウトお願いします！」





　　　　☆★






「……すみま、せん…………俺、ミスばっか、で…………」

「クッソ……クッソ……やっぱ四人キチーよ……！」

　二人は限界だ。１分のタイムアウトでどうにかなるような疲労度じゃない。

　ならば俺が次にすべきことは──

「──よーし、盛り上がってきたな!!」

　翔かけるは声も仕草も大きい。

　だが、それは全員の注目を集めるためのもので、決して不必要なものではなかった。

「部長……？」

「盛り上がってきたて……」

「おいおいマジか!?　この状況で熱くならないとかウソだろ!?」

「いや……あの……確かに、物理的にはあちーっすけどね……」

「残り１分で10点差……しかも一人少ないって状況っすよ……？　さすがに──」

「だからだろ」

　翔が不意に真顔になる。

「誰もオレたちが勝つなんて思ってない。この会場にいる観客、選手、誰一人だ。そんな状況でオレたちが勝ってみろ……超おいしいだろ!?」

　二人が目を丸くし、やがて噴き出す。

「ぶっ……くくっ、やっぱ部長頭おかしーわ！　この状況で普通そんなこと考えねー！」

「ちょ、おま……まあ確かにそーだけど」

「はっはっは、そーだろそーだろ!?」

「いや褒めてねーっすからね？」

「ダメだって……部長にはそーゆうの通じねーから……」

「……まあそーゆう無む茶ちや苦く茶ちやについてきたんだしな、俺ら」

「だなー………………あー……もうやるしかねーか！」

「こーなったらヤケクソだチクショウ！　勝って笑ってるやつら煽あおりまくってやる!!」

　二人が勢いよく立ち上がり、自分たちの頬を叩たたいている。

　もちろん肉体が限界なのは変わらないし、それは当人たちもきっとわかっているだろう。

　だが吹っ切れた者は時に想像以上の力を発揮する。異世界で何度も見た光景だ。

　それを翔かけるは言葉だけで起こさせた──。

「……見事だな」

「ん？　ああ、あいつらはオレの無茶苦茶な練習に最後までついてきたからな……。それより戒かい理り、懐かしいなこの状況！」

「……なんの話だ？」

「なんだ、これも忘れたのか？　ほらバスケ部に入部したてのとき、当時の先輩たちともめて、上級生対一年で勝負することになっただろ！　あのときも残り１分で10点差だ！」

　それも……本当にあったことなのかはあやしい。

　あやしかったが。

「あのときの大逆転も、それまでの伏線を回収して最後は戒理がド派手に決めたよな？」

　にやりと笑う翔に、これまでとは違う純粋な知性の輝きのようなものを感じたから。

「またやってやろうぜ戒理」

「…………そうだな」

「お！」

「勝つ必要はある」

　桑こ折おりのために。

「おお、やっとやる気出してくれたか！」

「別に今までもやる気を出してなかったわけじゃないが……」

　というより──出していないのはやる気じゃない。

「それよりも……一つ訂正しろ翔」

「ん？　なんだ？」

「お前はこの会場で誰一人俺たちが勝つと思っていないと言ったが──それは間違いだ」

　見上げた先。

　観客席で一際目立つ……輝いてすらいるそこで、声も限りに叫んでくれているのは。

「せんぱーい！　みんなー！　がんばれえぇぇっ!!」

「──、──ははっ、すまんすまん、オレが間違っていた！　少なくとも一人は信じてくれてるヤツがいる！」

　一生懸命声を張り上げてくれている桑こ折おりと目が合う。

　どんな喧けん噪そうの中だろうと、桑折の声だけははっきりと聞こえる。

「先輩ー！　まだ時間ありますよー！　ダイジョーブ……！　ダイジョーブっす!!」

　……桑折に応援されている。

　祈るように手を組み合わせ、じっとこちらを見てくれている。

　魔法なんてなくてもただその事実だけで、俺は無限に動ける──。





　　　　★☆






「ダイジョブ……ダイジョブだから……」

　だんだん自分に言い聞かせてるよーな気がしてきて、唇を噛かむ。

　先輩たちはがんばった。めちゃくちゃがんばったけど。

　残り１分で10点差、五人を相手に四人で逆転しなくちゃいけない──。

「ムリムリ。もう終わってる」

　観客席からの声に「そんなことない!!」って言い返したくなる。

　けど──そんな必要なかった。

　先輩たちはプレーで言い返したから。

　相手のスローインからの再開。

　そのボールを御み堂どう筋すじ先輩がカットする。

　そのまま一気に攻め込んでディフェンス三人を相手に自分で──決めないで、ノールックパス。

　当たり前みたいにそこにいたのは。

「先輩……!!」

　めっちゃキレイにボールがゴールに吸い込まれてって、パツンって音が聞こえた瞬間あたしはジャンプした。





　　　　☆★






　立て続けのスティールと速攻で、スリーポイントを含む二連続得点。

　そのフィニッシュはすべて俺だった。

「な……７番スリーなんて一本も打ってなかったじゃねーか!!」

　もちろんそれは意図的なものだったが、それよりも。

「つーか御堂筋じゃねーのかよ……!?」

　相手プレイヤーのボヤきに、近くにいた翔かけるが当たり前のように振り返る。

「はっはっは、やっぱそー思ってくれるよな！」

「……!?」

「第４ピリオドまでさんざんオレが決めてきたし、スティールしたのもオレだ。そのまま勝負しにくるに決まってる──そう考えるよなあ!?」

「だからこそつられて、俺がフリーになり簡単に決められる」

「おーい戒かい理り!?　おいしいとこあっさり言うなよ!!」

「いいからさっさとディフェンスに戻れ」

　──さすがに三連続スティールは無理だった。

　ワンショット２点を返され、次のオフェンスターン。

　ＰＧポイントガードから翔かけるにパスが通る。

「よーし、一本大事にいこう！」

　余裕めいた言葉と裏腹に、即切り込む翔に敵のディフェンスは──増えなかった。

「騙だまされねーぞ!!　７番はきっちり……あ？」

　そのまま自分であっさり決めた翔は、呆ぼう然ぜんとする敵を指さし、笑顔で言い放った。

「それもフェイントだったりしてな？」

「──こ……こいつ!!」

「はっはっはっは！」

「……なかなかいい性格してるな」

「お、そうか？　戒理に褒められるのは悪い気がしないな！」

「…………」

「いや戒理くん、部長がいい性格してんのとか今さらだから……」

「そーそー、笑顔できっつい練習させまくって、何人の部員がやめてったと思ってんの」

「だが、そのありえないレベルの練習を乗り越えてここに立ってるのがお前たちだからな！　オレは正しかった！」

「……いや自分でありえないレベルの練習て……普通言うか……？」

「こーゆうこと平気で言えちゃう人なんだよなあ……」

　呆あきれている二人は、だが笑ってもいて。

「さあ、ディフェンスだ！　さっさと奪って反撃するぞ！」

「……その前に伝えておきたいことがある」

「ん？　なんだ戒理」

「敵のオフェンスだが、４番はディフェンスを背にして右肩があがれば左からドリブルで切り込んでくるし、左肩があがればパス、もしくはシュートを狙ってくる。５番は左に振るフェイントを使って下がったときは必ず自分でシュートを打とうとするが決定率が極端に低いから追わなくても問題ない。６番は」

「いやちょ……待って！　──今!?」

「もっと早く言って!?」

「疲れているときに言っても逆効果だと判断していた」

「──っ、確かにね～……っ」

「マジ正しいんだけど……んーっ」

「混乱するようであれば忘れてくれ」

「はっはっは戒かい理りは面白いな！　まあオレもまったく同じ理由で言ってなかったんだが」

「いや、あんたもわかってたんかい!?」

「言えよ!!　なんのためのタイムアウトだよ!!」

「お、速攻が来たぞ！　さっそく実践のチャンスだ！」

「うるせえ！　言われんでもやるよチクショウ！」

「あークソが！　ぜってー勝ってやるからなあっ!!」

　気持ち、というものは本当に馬鹿にできない。

　すでに体力の限界を迎えているであろう二人がここにきてまた息を吹き返す。

　明らかに気け圧おされた敵の無謀なシュートを気合いでブロック、マイボールにする。

「しゃおらああああ、責任もって決めてきやがってくださいよ部長!!」

「任せろ！　──といっても決めるのはオレじゃないがな」

　翔かけるは完璧にこちらの位置を把握していた。レイアップの体勢からのノールックパス。

　慌てて近づこうとするディフェンスはあまりにも遅すぎた。

　ほぼフリーからの俺のシュートは決まる。

「……任せろ、は俺のセリフだと思うが」

「はっはっは、さっきのお返しだ！」

　弾む軽口と共に片手を差し出され、拳で返す。

「20秒切ってるぞ！　３点差あるんだ、ゆっくり──」

「──それは困る」

「なっ」

　スティール。

「速攻!!」

「くっそ御み堂どう筋すじと７番……どっちだ!?」

「どっちでもなかったりしてな？」

「──っ」

　翔の呟つぶやきは明らかなブラフ。

　だが、これまでの伏線が敵をつりあげ、意識のそれたところを豪快に自分で決めた。

「おおおっしゃあ１点差!!」





　　　　★☆






「なに……これ……」

　10点差あったのに。

　四人なのに──。

「おおマジかよ……」

「これ……あるんじゃね!?」

「ここまで来たら逆転しろー！」

　さっきまでみんな負けるって言ってたのに。

　めちゃくちゃ盛り上がってる観客席で、あたしはもうなんかすでに泣きそうで、まばたきばっかしてる。

　まだ泣けない。泣いちゃダメ。

　先輩が……みんなががんばってるんだから。

　応援しなきゃ……!!

「──がんばれ……がんばれえええっ!!」





　　　　☆★






　感覚が研ぎ澄まされていく中、桑こ折おりの声がはっきりと聞こえた。

「集中！　集中だ！　限界なんてわかりきったものは超えろ!!」

「うるせえ！　無茶ゆーなクソ部長!!」「んなもんとっくに超えとるわ!!」

　その通り。普通の意味での限界ならとっくに超えた状態でやっている。

　肉体のリミッターを外す方法は魔法でも異世界の力でもない──。

　あとは。

「──翔かける」

　翔がこちらを向き、視線で伝えると同時に俺は走る。

「スティール注意ー!!」

　相手のＰＧポイントガードが警戒する。

　取られまいと意識を研ぎ澄まし──気づく。

　俺が動いたことで絶好のパスコースが空いたことに。

　俺は届かない。翔も届かない。誰も届かない──そう判断すると同時に出されたパスは。

「──読めてんだよ!!」

　コンマ一秒遅れたら間に合わなかっただろう、絶妙なタイミングでのカットと、サイドラインギリギリでのボール確保。

　癖の把握は敵だけじゃない。この試合に出た全員のものを把握している。

「部長ー!!」

「──よっし!!」

　翔かけるにボールが通り、会場中が揺れるような歓声があがる。

　ここにきて今日一番のドライブは御み堂どう筋すじ翔というスターであれば至極当然のことだ。

「止めろっ!!　絶対に止めろおおっ!!」

　敵が必死にディフェンスしてくる。

　時間的にラストワンプレイ。点差を考えればファウルはできない。

　であれば翔に分がある。強引に押し通してくる可能性が高い──

「──と、思うだろ？」

　翔の声が後ろから聞こえる。ディフェンスは必死でそれどころじゃない。

　突然スピードをゆるめた翔に食らいつこうとし、その翔が──あまりにも適当にボールを投げたことに驚きよう愕がくする。

　シュートですらない、雑な山なりのボール。

　シュートではないのは当然だ。

　なぜならそれは──

「ナイスパス」

　リミッターを外しきってすべて使う全力の加速と跳躍。

　俺は空中で受け取ったそのボールを、目の前のゴールにたたき込んだ。





　　　　★☆






「ア──アリウープ!?」

「う、うおおおマジかよ!!　この場面で!?」

「かっけええええええ!!」

「てかそれで逆転って!!」

　会場中の声がすごくて、あたしは最後のブザーの音を聞けなかった。

　とゆーか。

　もう、なんか、先輩がゴールを決めたのを見て走りだしてた。





　　　　☆★






　試合後の挨拶もそこそこに、翔たちが駆け寄ってきた。

「戒かい理りぃぃっ!!　お前ってやつは──マジで決めるとはなぁ!?　わははははっ!!」

「いや、てか戒理くんなんなの!?　本当に人間か!?」

「あんなん最初からできたんなら言っといてよ!!」

「いや……やったのはアレがはじめてだ」

「……え？」

「参考動画の中で一番派手だったから試してみたんだが、一回でうまくいってよかった」

「い……いやいやいや!?　すごいけど!!　めっちゃすごいけど──そんな危ないプレイあの土壇場でやらないで!?」

　その懸念は当然のものだろう。

　だが。

「土壇場だからやったんだ」

　俺は翔かけるを見る。

「二年前、ド派手に決めていたんだろ？」

「……！　戒理──」

「──先輩っ！」

　その声はどんなときでも俺を振り返らせる。

「桑こ──」

　言い終わる前に桑こ折おりは抱きついてきた。





　　　　★☆






　ジブンでもよくわかんなかった。

　とりま早く行かなきゃってなったし、フロアで先輩見た瞬間抱きついていたし、なんかもう、なんかもう──。

「先輩……先輩～……っ」

「桑折……泣いて……いるのか？」

「……泣いてますよぉ～……あんなん見たら……ムリすぎだしぃ……ぐすっ」

　あーもーぜったいブスになってるし……こんなの先輩に見せたくないケド……でも──。

「おーおー……見せつけてくれるわ」

「くそー、いいな……」

「はっはっは、さすがだなコオリ！」

　なんか言われてる気がするケド、顔あげらんない。

　てかみんなもスゴすぎ……ホントスゴすぎだし。

　あ、ダメだ、また涙出てくる……。

「桑こ折おり…………汗が」

「……ダイジョブっす……」

　てかむしろ汗だくの先輩イイまである……とかゆったら絶対引かれるよね？

「いや……その……俺が、つらい……」

　その言葉でちょっとレーセイになる。

　……てか、あたし今めっちゃ先輩に抱きついてて、先輩の心臓の音とかフツーに──

「──す、すみません!!」

「あ……ああ……いや」

　なにしてんのあたし！　なにしてんのあたし～!?

　しかもフツーにみんな見てたってゆーね……！

「はー俺も彼女に抱きつかれたい……」

「抱きつかれたい以前に彼女作るとこからだろ」

「うっせ。てか彼女いてもアリウープとかぜってームリだわ」

「それな」

　うあああああ……時間差できた恥ずさにもだえてると、御み堂どう筋すじ先輩が笑って言った。

「よし、奥おく浦うらに報告に行くぞ！　ああ戒かい理りとコオリは色々あるだろうから後でいい」

「み、御堂筋先輩……っ」

「わかった」

　先輩ー!?　ってなったケド、御堂筋先輩たちが行っちゃったあと先輩フツーによろけてその場に座り込んだから、あたしはびっくりする。

「先輩!?　え、え!?　ダ、ダイジョブです!?」

「…………大丈夫ではあるが……あまり余裕はないな……」

「え、え……ウソ……ウソ……」

　先輩がそんなふーになるって……実はめちゃくちゃムリしてたってこと──？

「ダメージ自体は想定通りだ……少し休めば立てるようになるから、気にしなくていい」

「や──そんなのムリでしょ!!」

　あたしは慌ててタオル、スポドリ、アイシング？の道具とか持ってくる。

「他にあたしにできることとかあります!?」

　あたしが聞くと、先輩は、

「いや──」

　って言いかけてから止まって。

　うつむきながら小さく言った。

「桑折の…………が聞きたい」

「え？　なんです？？」

　よく聞こえなくて、かがんで顔を近づけたら、先輩はちょっと顔をそらすようにして。

「──俺は……どう、だった……？」

　──一瞬、ハテナってなった。

　先輩がどうって？　みたいな。

　でも。奥おく浦うらくんとの勝負とか、先輩がハーフタイムに言ってたこととか、最後のシュートを思い出して、ああ、単純なことなんだってわかって。

「──」

　ホントにそんなことのためにがんばったんだって……あたしはなんかもう、あんなに超カッコよかった先輩がずっとそんなこと思ってたのか～って思って、も、可愛かわいすぎて……愛いとしすぎか！　ってなったから。

　超笑顔で言った。

「めちゃくちゃ最の高に──カッコよかったです！」





　　　　★☆






　それから二日後。

　放課後の学校の教室で、先輩と帰ろーとしてたら。

「──戒かい理りくん！」

「あ、奥浦くん──って、おおー、もう包帯取れてる～！」

　奇跡的に擦り傷だけだったっぽいって聞いてたけど、ホントダイジョブだったんだ～。

「検査の結果を聞いた。次の試合は出られそうでよかったな」

「ああ……戒理くんのおかげだ、ありがとう……って違う！」

「ん？　出られないのか？」

「そうじゃなく！　戒理くんバスケ部辞めるって本当なのか!?」

「ああ元々一試合だけの約束だ。翔かけるは話していなかったようだが……」

「呼んだか!?」

「──御み堂どう筋すじ先輩!?」

　びっくりした～！

　フツーにガラってドア開けて入ってきたし。

　てか。

「今のぜったいタイミング狙ってましたよね……？」

「鋭いなコオリ！　その通りだ！」

「…………ええ……？」

　認めちゃうんだ……。

　やっぱバスケしてないときの御み堂どう筋すじ先輩変人すぎる。

「……翔かける、奥おく浦うらを使って引き留めようとしてるなら無駄だ」

「さすが戒かい理り！　バレてたか！」

「…………」

　あ、先輩めっちゃ小さくため息ついた！

　レア～！

　御堂筋先輩じゃなくて奥浦くんが先輩に詰めよる。

「戒理くん……部長や俺だけじゃなく、バスケ部のやつら全員が戒理くんと一緒にやりたいって言ってる……。なにより──戒理くんは俺らとのバスケ楽しくなかったのか!?」

　おお……熱い……！

　てかなにげ奥浦くん、御堂筋先輩っぽさある～。

　先輩、なんて答えるのかなーって思ったら、ちょっと考えるみたいに黙った。

　そのあいだ奥浦くんもなにも言わなくて、御堂筋先輩もめずらしく真剣な顔してて──

　みんなシーンってなる。

　え？　なにこれ。スゴい。

「……楽しかった」

　先輩がそう言った瞬間、カンケーないクラスメイトたちまで「おお」ってなって、奥浦くんがめっちゃ勢いよく先輩に迫る。

「なら──！」

「だが、断る」

「なんで!?」

　うひー……グイグイくるぅ……。

　てかほんと距離近……男子同士でそれってどうなの……？

　や、女子だったらもっと困るケド。

　とか、どーでもいいこと考えてたら、先輩はあたしを見てきて。

「バスケは楽しいが……それ以上にしたいことがある」

　……えっと、それってつまり──。

　奥浦くんもこっちを見てきて、あたしはいやーあははって愛想笑いをする。

　てか、それしかできないとゆーか……。

「ならば仕方ないな！」

　パンって、いきなり御堂筋先輩が手を叩たたいて、ビクってした。

「奥浦！　しつこい男は嫌われるぞ！」

「御堂筋先輩……でも──」

「奥浦。お前オレとバスケがやりたいって言ってたよな？　次負けたらそこまでにもかかわらず、お前はケガでブランクを作った。……今最優先ですべきことはなんだ？」

「──、──っ」

　奥おく浦うらくんはちょっと迷ってたっぽいケド、最後は先輩を振り切るみたいになにも言わないで走って行っちゃった。……たぶん練習に。

　それを見て、先輩がまたちっちゃくため息をつく。

「……こっちが本当の目的か」

「え？」

　どゆこと？

「はっはっはー！　……まあ奥浦は逸材だし、これからうちの部を背負ってもらわなきゃならんからな。刺激になる程度ならいいが、いつまでもお前に囚とらわれても困る」

「え!?」

　ちょ、急になんか頭いいっぽいこと言い出した……これホンモノの御み堂どう筋すじ先輩!?

　あたしが割とシツレーなこと思ってると、御堂筋先輩は先輩に笑いかける。

「というわけであらためて──ありがとな戒かい理り」

「……いや」

「久しぶりに……本当に久しぶりに一緒にバスケができてよかった」

「…………」

「そこは俺もだ、って言うところだろ～？」

「そう言ってほしそうだったからやめた」

「おいおい、空気読んで行こうぜ！」

「他の者が相手なら考えたが……翔かける、お前だけはそれでいい気がした」

「──ふはっ、ならよし！」

　めっちゃイイ笑顔の御堂筋先輩が急にこっちを見る。

「今の聞いたかコオリ!?」

「……え……あ、はい……」

　あたしが勢いでテキトーに返事をしたら、御堂筋先輩はなんかまぶしそうに見てきて。

「戒理のこと……よろしく頼むな」

　ぽんって軽く肩叩たたかれて、そのまま片手をあげて行っちゃった。

　え……ええ～？

　なにその去りかた……ちょっとカッコイイんですケド。

　でも、それ以上に──。

「……」

　御堂筋先輩を見送る先輩の横顔が……めっっちゃエモくて。

　一緒に学校出て、帰り道歩いてるあいだもずっと言い出せなかったけど、じゃあまた明日──ってなったとこでようやく聞けた。

「あの、先輩……ホントによかったんです？」

　もしかしたら先輩も聞かれるのを待ってたのかも。

　だって、先輩はなにがだ？　って聞いてこなかったから。

　これはもしかして──って思って、あたしはちょっと早口に言った。

「えっと、あの、もしあたしに遠慮してとかなら、ぜんぜん気にしないでほしーってゆーか、むしろ先輩がしたいことをしてくれるのがイチバン──」

「それはない」

　──びっくりした。

　先輩が強めにさえぎってくるとか超めずらしい。

　でもそれは先輩も同じだったっぽくて、自分でびっくりしたみたいに言う。

「い……いや……すまない……。その──今回の件で、一つわかったことがあった」

「……わかったこと、です？」

　え、なんだろ？　ってカンジでめっちゃ軽く聞いたあたしに、先輩はなぜか超照れた。

　──待って。なにその顔。しんどい。写真。

　って秒でなったけど、そのあとのほうがヤバかった。

「桑こ折おりと、いる時間は……長ければ長いほどいいし…………二人きりのほうが、いい……」

「────」

　や。

　あの。

　ホント。

　マジのマジで──。

「…………あたしも……そー思います……」

　めっちゃちっちゃい声で言ったのに。

「──よかった」

　先輩はちゃんと聞こえたっぽくて。

　てゆーか、その笑顔も反則オブ反則すぎて──。

　バスケしてる先輩ちょーカッコよかったけど、やっぱ一緒にいたいなって思ってて、でもそれって先輩の邪魔になるかもなーって思って遠慮してて……あ、あたしのほうが遠慮してたんだってわかって、あれ、なにいってんだろあたし。

　とにかく先輩はあたしとおんなじ気持ちでいてくれたんだってわかって──

「[image: ][image: ][image: ][image: ]っ」

　も、なんかうれしすぎて──どーにかなっちゃいそーでした。まる。






Memory 6　夢と呪い（？）とあたし









「んむ…………ふぁ……あーよく寝た～……」

　あれ、昨日何時に寝たんだっけ……？

　すごい眠った感あるケド、思い出せない。

「まいっか……」

　とりま、ベッドから降りて、カーテンと窓開けて、顔洗いに行こうとして──

　気づく。

「ん？」

　なんか、今。

　めっちゃヘンだった気がする。

　──や。

　気がする、じゃない。

　もっかい窓に近づいたあたしは、ちゃんと外見て……びっくりした。

「は!?　どこ!?」

　窓の外めっちゃ大自然なんだケド!!

　目の前湖だし、森？の中だし。

　え待って待って。

　てかここあたしの部屋じゃなくない!?

「気づくのおっそ！」

　ジブンでツッコんでから慌ててドア開けたら、そこも知らない部屋だし……。

　広くて、家具とかぜんぶ石と木？でできてるとことか、自然を大事にしてて別荘みある。

　……ちょっとアガるかもとか思って、そのまま奥のドアから外出たら、

「……マジ大自然～!!」

　声めっちゃ出た。

　ええ～……マジでなにここー？

　めっちゃでっかい湖の奥にすんごいキレーな山見えるし、てか周りマジ森だし、空気鬼澄んでるし、青空に超映えてるし……や、こんなん写真撮るでしょ……。

「あれ？」

　そーいえばスマホどこに置いたっけ？

　いつもベッドの上に置いてるけど、なかったよーな……。

　……まいっか。

　それより、湖キレーだし、もっと近くで見よ。

　あ、てかこれ芝生……芝生？

　なんかよくわかんないけど、ちゃんと手が入ってるっぽいな。

　やっぱ別荘？

　てか……日本じゃなくない？

　海外感パないし。

　んーなんでここにいるんだっけ……？

　……まーどーでもいーケド。

　それより湖湖……

「──なにをしている」

　あ、先輩だー！

　え、ちょ……なんすかその格好～!?

　え、え、騎士のコスプレ!?　めっちゃ着こなしてるし！　ナイトみある～！

　てか驚きすぎウケる……。

　ダメだやっぱスマホ──。

　……ん？　あれ？

　さっきからあたし声出てなくない？

　せんぱーい！

「カイリ」

　は？

　──い、いやいやいやいや！　いきなり名前呼びとか!!

　すみません、今のは…………や、ちょっと待って。

　今のあたしの声じゃないっぽい。

　あたしが声出したけど、あたしの声じゃない的な……。

　さっきまで出てたよね……？

　てか今もジブンでカラダは動かせるし、あたしから声も出てるのに、あたしの声じゃないって……ん？？　どゆこと？？

　あたしがめっちゃハテナってるあいだに、先輩がなんでかキビシメの顔になってた。

「……もう一度聞く。なにをしている……答えろ、ルリス」

　……ルリス？

　って異世界の……男装女子ルリスちゃん？

　なんで急に──って思って、湖のぞき込んだら、そこにルリスちゃんがいた。




　とゆーか──あたしがルリスちゃんだった。




　……は!?

　ちょ──え!?!?

　なんであたしルリスちゃんになってんの!?

　てかルリスちゃんって確かずっと先輩に男って思われてて、すっごく先輩と仲良くしててでも実は先輩に超恋してて……最後はちょっとヤバめだったよね？

「──ヤバめ、か……フフ、言ってくれる」

　え。今あたしに──

「そうだ。答えた。当然だ……このカラダはボクのものなのだから」

「…………なにを言っている」

　ピリッとした先輩の疑問に、ルリスちゃんは笑う。

　すごく、すごく楽しそうに。

「カイリに素敵な報告をしよう。キミの大事なコオリナノは今ボクの中にいる……！」

「──」

　先輩がすごくショックを受けた顔をして、ルリスちゃんあたしはそれがすごくすごく悲しくて嬉うれしくて──

　……え？　は？

　ルリスちゃんあたしってなに？
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　ちょ……なになになに──？

　パニクって、また湖のぞき込んだあたしは、そこに映ったルリスちゃんがめちゃくちゃ綺き麗れいで可愛かわいいのに、ヤバいくらい暗い顔で笑ってるのにゾッとする。

「さあ、コオリナノ……ボクはキミになることでカイリを手に入れる──」

　そのまま水の中のルリスちゃんがゆっくりとこっちに手を伸ばしてきて──

　え。ムリ。やだ。ムリムリムリ！

　やだやだやだやだやだ──

「やだってえええぇぇ──ぇぇえ？」

　あれ？

　……ベッド？　てかあたしの部屋？

　スマホ……ある。

　窓の外……めっちゃ見覚えありまくりのジュータクガイ。

「………………夢？」





　　　　★☆






「ってゆー夢見たんすよ～！　もー超怖かった～!!」

　登校中、さっそく先輩に今日見た夢のこと話してたんだケド……なんか先輩、ビミョーに怒ってるっぽい？

　あれ、もしかして……引かれた？

「あ……あーでもでも、あの森っぽいとこはめっちゃキレーで！　すっごいリアルだったし、そこだけはもう一回見てみてもいいかなーとか」

「絶対にダメだ」

　わりと強めに言われて、あたしはキョドる。

「え……えー？　いやいやマジキレーだったんですってー、っていってもあたしの夢なんでもう一回見るとかそもそもムリ」

「無理ということもない。おそらくそこはシュロースラリィムの湖畔だ」

「……しゅろ……」

　なんて？

「『異界の現うつつ鏡かがみ』とも呼ばれる。『魔装種族アルマ』の秘境で《リグレイド》の『核礎エクス』──いわば《リグレイド》という世界の根幹だ」

「……んんん？？」

　え、どゆこと？

　てかなんで先輩そんな……。

「あ、あれ……？　あたし、そのしゅろなんとかの湖畔、見たことありましたっけ？」

　この前先輩が見せてくれたルリスちゃんの出てくる映像に湖とかなかった気がするケド……あたしが忘れたダケ？

「いや、ないはずだ」

「です、よね……」

　ん？？

　え、待って。

　じゃあ、まさか。

「あの、あたしが見たのって…………ただの夢じゃない系……？」

「……その可能性が高い」

　先輩が夢の中で見たのと似た感じのキビシメな顔で言う。

「ルリスは…………その、桑こ折おりも実際に見たとおり、最後は世界ごと俺を葬ろうとしてきた危険極まりないヤツだ」

「あ、あ～……まあアレは言葉の弾みだったと思いますケド……」

　──カイリ、キミがこの世界を去るならボクはこの世界ごとキミを滅ぼしてやる!!

　……や、あの目は……ホンキだったかも。

　でも、顔とかめっちゃ泣きそうで、切なそうだったし……ルリスちゃんはルリスちゃんでカワイソーだったってゆーか──

「ルリスはおそらく桑折に『ザギアル』──悪夢の呪いをかけた可能性が高い」

「…………マ!?」

　の、呪い……呪いって!!

「ガ、ガチのガチなやつですか!?」

「…………」

　先輩黙ってるってコトはホントってコトじゃーん!!

「え、えええええ!?　え、え、だから!?　だからあんな夢……怖い夢見たの!?」

「……おそらく」

　ほぁあぁあ……ヤ、ヤバいぃ……どーしよどーしよ!?

「大丈夫だ桑折」

　パニクったあたしの肩を、ガシって先輩がつかんでくれる。

　……やっぱ、手おっきい先輩……。

　なんか落ち着いてくる。

　とゆーか……先輩近くてそっちのほうが大変なよーな……。

「『ザギアル』は解除方法がある」

「……あ……そ、なんすか……」

　それより──マジで先輩近いのでは……っ？

「ああ、だが少し……いや、そんなことは言っていられないか……。──すまない桑こ折おり」

「え」

　さらに近づいてきた先輩が。

　あたしを抱きしめてきた。

　え。

　えへえええええええええ!?

　いぃいいぅえぇぃいえぅううえぇえええぁあああぃええ!?

　先輩の体先輩の胸先輩の匂い先輩の先輩の先輩の。

「鼓動音だ」

「…………は…………ひ？」

　コドーオン？

　心臓の、音？

「耳を澄ませて……ゆっくり、数えてくれ……」

　……いやあの確かに先輩の胸に耳ついてるけどでもこんなのあたしの心臓の音のほうがあきらかおっきいし──

　──とゆーか、もう。
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　げんかい。

「──、──」

　あたしは先輩から離れると、フットーしてるのでは？ってなってる顔をあげないで、地面に向かって言った。

「呪い…………と、解けました……っ」

「本当か？」

「はい………………たぶん」

　いや絶対そんなコトないと思うケド、もーなんか呪いとかよりさっきの状況があまりにもムリすぎる。

　……ここ、めっちゃ外だしね？　道だしね？

　なんだったらウチ近いしね──

　とか、あたしが周りのコトめっちゃ気にしてたのに。

「そうか…………よかった……」

　先輩はすっごくホッとしてて……なんかめっちゃ申し訳なくなる。

「『ザギアル』の解呪にはその宣言がなによりも大事だからな……呪いが解けるまでは絶対に解けたと口にできないらしい。ルリスもそうだった」

「え？　そーなんすか？　じゃホントに……ん？」

　今なんかスゴいこと言ってなかった？

「先輩、今ルリスちゃんもって言いました？」

「ああ。元々『ザギアル』はルリス自身にかかっていた呪いで、解き方もルリスが知っていた」

「……………………んん!?」

　なんかおかしな流れになってきてない!?

　これ、わんちゃん……シャルティニアさんのアレと同じなヤツでは……？

「えっと……とゆーことは、ルリスちゃんにも……先輩が抱きしめて……心臓の音聞かせて解いたんです……？」

「いや、ルリスの場合それだけでは不十分で、額と額を当てて目を閉じたり、服を脱がして、足や手に口づけをしたりと、かなり手間がかかった」

「……、……、……」
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　や、これ絶対そーでしょ!?　も、あきらかおかしーし！

　あぁ～……あたしのこの気持ち……どーしようってゆーね。

　てか、先輩へーぜんと話すじゃん……！

　どゆこと!?　って思ってたら、ふいって目そらされて……ん？　あれ？　先輩照れてる？

「ルリスはまだ男だと思っていたときだったから抵抗がなかったが…………こ、桑こ折おりは胸の鼓動だけで解呪できたようで……本当に、よかった」

　あ……これ、先輩もフツーに恥ずかしかったヤツ……！

　なんだ～……よかっ……た、のかな？

「正直、その先に進むようであれば……、……耐えられた自信が、ない……」

「……えっと……別に、こ、ここじゃなければ…………耐えなくても──」

「────」

　あ、なんかもームリ！

「そ、それよりも！　あの、じゃあ、結局悪夢って……」

「もう見ることはないはずだ」

「……えっと、ルリスちゃんもあたしと同じカンジの経験して……それが呪いって言ってたんですよね？」

「ああ。ルリスも自分が経験していない、どころか想像もできなかった……つまり、この世界の夢を呪いによって見ていたが、解呪の後は平気そうにしていた」

「そ……なんですか」

　うーん……？？

　ルリスちゃんの呪いって、フツーに先輩とイチャイチャしよーとして、作った話だと思うんだケド。

　もしかして、ホントのコトなのかな……？

　や、でもなー、ただ悪夢見るってゆーのは……

「こ、桑折」

「はい？」

「その……さっきの……ここじゃなければ、という話なんだが──」

「────」

　そ、そこ!?

　そこ掘り下げるの!?

　え、え、そこ掘り下げるってゆーことは……！

　ってちょっと期待したケド。

「──いや、すまん……なんでもない」

　そこまでいって掘り下げないんかーい!!　なんでやねーん!!

　まーそんな気してましたケドね!!

　はー……ホント先輩そーゆうとこシンチョーってゆーか…………ヘタレ。

　まーでも今そこグイグイ来られたら、ちょっとあたしも困ったカモだケド……。

　さっき先輩に抱きしめられたカンカク……フツーにまだ残ってるし……。

　あったかかったのとか、匂いとか、力強さとか──

「──桑こ折おり、聞いているか？」

「え!?　なにがです!?」

　聞いてなかった！　てか変なこと考えてたせいでめっちゃ声でかかった！

「……そんなに勢いよく聞き返さなくても大丈夫だが……」

　うぁぁぁ……ですよねー!!　恥ず……。

「『ザギアル』は悪夢を見る呪いで再発はしないとルリスは言っていたが、本当にそうなのかはわからない。もしまた見たらすぐに言ってくれ。次の解呪ステップに移行する」

「次のって……」

　おでことおでこくっつけたり、服脱がされて手とか足に口づけされたりってコト──？

「──あ、いや！　あ、あくまで呪いを解く方法として……、……その…………大丈夫だ」

「……なにが、です……？」

「──っ」

　おお……先輩めっちゃ照れ困ってる……。

　可愛かわいい……可愛いケド……あたしもいっぱいいっぱいでよゆーない……。

　だって、あんなん言われたら──フツーに想像するでしょ……!?

　…………やっぱ下着新しいの買っとこーかな。

　や、いちおーね!?　あくまで、いちおー……

　てか……うん。それよりも今は。

「と、とりあえず──学校行きましょーか」

「……あ、ああ……」

　なんか……フツーに顔見れないよね……。

　てか今日寝るとき悪夢とかじゃなくて、先輩に抱きしめられたこととかその先のこととか夢に見そう…………見たい──。

　とか思っちゃったりして。

　はー朝からこんなんで今日一日ダイジョブかあたし。

　でもちょっと先に進んだ気がしたし……たまにはこーゆうのもいいよね──？　とか思うのでした。まる。






Memory 7　イクちゃんと下着とあたし









『イクちゃんイクちゃん、明日一緒に遊びませんこと？』

　そのリンクの時点で、なんとなく察してはいた。

　ナノがふざけてる感じなのはいつものことだ。

　けど、いつもならもっとわかりやすくふざけてくるのに、このリンクは微妙にふざけきれてなくて、ナノらしくない。

　だから『いーけど』って返して、

『わーい、やった～！　じゃ池いけ袋ぶくろのいつものとこねー』

『あ、一一時しゅーごーでおなしゃす！』

　この連続即返でアタシは確信した。

　なんかあるなこれは。

　……まーなんかあるなって思ったとこで、準備とかそーゆうのできるわけじゃねーし、アタシはいつもどーりにするだけ。

　自慢じゃねーけど、アタシはマジで友達がいない。

　なんもしてねーのに学校ではめっちゃ怖がられてるし、誰とも会話しないで一日が終わるなんてしょっちゅーだ。

　……自分で言ってて悲しくなるわクソが。

　中学からずっとそんなだから、フツーの友達づきあいの機微的なのはアタシにはムリだ。

　でもナノのことだけは、たぶん、そこそこわかる。

　それくらい長いこと一緒に……や、長さ的にはそんなでもねーけど……濃い時間は過ごしてきた、はずだ。

　そんなアタシが思うに、ずばり今回ナノはアタシに相談したいことがある。

　でもそれがちょっと言い出しづらい……だからいつもどーり遊ぶっていう感じでさりげなく聞こう──コレだ。

　気持ちはわかるし、アタシを頼ってくれるのも正直嬉うれしい。

　だからあくまでさりげなく、ナーバスになってるナノを優しくエスコートして、バッチリ親友として相談に乗ってやる──

　そう、意気込んでたんだけど。

「おっはろ～、イクちゃーん」

「……おせーよ、遅れるなら連絡よこせって言ってんだろ」

「え。そんな、ぴったり……じゃない！　おうのー、ごめんなさいサムライ……」

「んだそれ……」

「え～？　イクちゃん知らないのー？　今チマタで話題フットーのごめんなさいサムライ」

「知らねーよ……てかアタシがそーゆうのにくわしいワケねーだろ」

「そーだよね……イクちゃんスジガネ入りのロッキンガールで音楽以外なにもキョーミないもんね……」

「んなこたねーわ！」

「そーだよね～？　最近スマホで少女マンガ読むのにはまっちゃってるんだもんね～？」

「……!?　おま、なんでソレ知ってる!?」

「えーイクちゃんが自分で言ったんじゃん。オススメも聞きましたよ？『君きみの心こころに──」

「ぁうぁっ」

「てか、もー読んじゃったけどね。えっへっへ……おぬしもなかなかオトメっすな～？」

「だまれえええっ！」

　クッソ……クッソ！

　めっちゃいつもどーりのナノじゃねーか！　どこがナーバスだ!!

「…………てかアタシマジで言ったか？　ガチで記憶にねーぞ……？」

「ん、直接タイトルは言ってないんじゃない？　イクちゃんの話してるカンジ的にコレかなーって思っただけだし。むしろ今確定したまでありまぁす」

「ナ、ナノてめえええ!!」

「あはははっ、ねね、それよりイクちゃん、今日はカラオケ前にご飯に行きませんこと？」

「あ？　……別にいーけど」

　めずらしーな。いっつもカラオケのフードですますのに。

「やったー！　あ、コールドジェム食べたいからムーンライトでもいーっすか？」

「……コールドジェムは飯じゃねーだろ」

「イクちゃんは知らないと思いますが、アイスはＪＫのご飯です。アイスいずライス。オッケー？」

「だまれ。……とりあえずムーンライトな」

「いぇーい」

　歩いてるあいだ、ナノはいつもどーりだった。

　基本好きなバンドの話で、次のライブのセトリ予想とか、この前のライブで対バンだったやつの新譜が出たとか……。

　たまにウザいナンパをスルーして、やっぱ休日のムーンライト通りエグいとか言って──マジでいつものナノでしかない。

　けどホントはよく考えたらこの時点でも十分おかしかった。

　だって──ナノがアイツの話をまったくしてきてねーんだから。

　そんなんありえねーことなのに、そのときのアタシはまったく気づかなくて、おかしーぞコイツ、ってなったのはアリタに着いてからだった。

「うわ……やっぱ休みだと人ハンパねーな……」

「…………」

「ナノ？」

「……え。あ！　うん！　なになに？」

「……や、それこっちのセリフだわ。さっきからチラチラこっち見て……なんだよ？」

　そのくせアタシの話聞いてないって変すぎる。

「あ、あー……んと、イクちゃんの私服いっつもカッコイイ系だよな～って思って！」

「……は？　急にどーした？」

「や、ほら、ショップ多いし？　イクちゃんって服とかどこで買ってるのかなー的な……」

「……？　前一緒に見に行っただろ」

　これはちゃんと覚えてるぞ。

　てか基本ナノとやったこととか忘れてねーし。

　ナノはなんか……すげえなんとも言えない顔をした。

　そうだけどそうじゃなくて、みたいなこと言いそうな感じ。

「そうだけどそうじゃなくて……！」

　あ、言った。

「や、ほら、服は聞いたケド……その……お、おパンツ様とかは……聞いてなかったので……」

「はあ？」

　パンツぅ？

「──、──や、やっぱ今のナシで!!」

「んなこと言われてなしになるわけねーだろ……ナノお前、下着見てーの？」

　アタシがちょうど通りがかったランジェリーショップを指さすと、ナノはちょっと固まってから観念したようにうなずいた。

「…………うぃっす。できれば……イクちゃんに相談に乗ってほしーっす……」

　マジかよ……下着の相談ときたよ……これは予想外すぎたわ。

「や……や、あのね？　いちおートモダチとそーゆう話になったりすることはわりとあるんすよ？　でも、ほら……なんか下着は……ねえ？　ちょっと恥ずかしーってゆーか……こう……できればひとりで選びたい的なの……ありません……？」

「…………」

「……イクちゃん？」

「あ、すまん。半分くらい聞いてなかった」

「ええええ!?　イクちゃーん!!」

　……ウソだけどな。

　てかなんだこいつ。

　可愛かわいいか。

「アタシはあんまそーゆうの気になんねーけどな。女同士だし、別によくね？」

　いやまーアタシは友達と一緒に下着見に行くどころか、そんな話ぜってーしないからってのもあるかもだけど。

　ナノはちょっと不満げに唇をとがらせる。

「むー……そうだけどさー。あたしもなんで恥ずかしーのかちゃんと説明できないし……」

「てか、なんでそれであたしに相談って話になる？　ひとりで選びたいんだろ？」

　クリティカルヒットって感じだった。

　ナノはヒュッて感じに息を吸い、顔を真っ赤にして、向こうを見ながら小声で言う。

「だ……誰かに見られちゃう系のが……ほしい、から……」

　あ。

　あー。

　あ～はいはいはいはいはい──。

「そしたら……やっぱ……先に意見、聞いときたい…………的、な？」

　完全に理解した。

「よーするに渡わた世せに見せる下着を一緒に選んでほしいってことか」

「────」

　うお……すげえ。

　人の顔ってこんなに赤くなんのか……。

　めちゃくちゃおもしろいんですけど。

「そ…………そーゆうことに……なり、ますかね……？」

「声ちっさ。どう考えてもそーだろ」

　それ以外にねーじゃん。

「う、ううぅぅ……イクちゃん……イク様～……お願いしますー……イクちゃんがチラ見せしてくれるブラとかめっちゃエロくて可愛いな～って前から思ってたんですぅ……力を……力を貸してくださいぃ～……！」

「は？　チ、チラ見せって……普段どこ見てんだお前！」

　さっきじっとアタシ見てたのもそれか!!

「違うんすよー……自分でカワイイ下着買おうとするとなんかいっつもおんなじ感じのになっちゃうんすよ～……」

「知るか!!」

「イクちゃん経験なくても耳みみ年どし増まだからすっごくいろいろ知ってそーだなって……」

「……おうケンカ売ってんのか？　売ってるよなあ？　買うぞコラ」

「あああ～ごめんなさいー！　近日中にそーゆう機会があるかも……？　って思って焦ってるんですー!!」

「近日中、って……」

　あ、ヤバい。なんか想像しそうになる。

　相手知ってると……マジでリアルだな。

　考えんのやめとこ……。

　最初から答えも決まってるしな。

「ったく、しょーがねーな……」

「イクちゃん……？」

　アタシはいかにも仕方なさそうな感じからの、ビシッと親指で自分をさして言った。

「選んでやるよ。アイツをガッツリ欲情させる下着をな！」

「や……やったー!!　ありがとーミミカ先輩！」

「──よーし、歯食いしばれ。一発殴る」





　　　　◆◇






　ランジェリーショップはナノがあらかじめ目星をつけていた。

　てか、そもそもムーンライト指定したのもそこかららしい。

　なら最初っから言えって話だけど、ナノ的には恥ずかしい話だったからしゃーない。

　アタシは特に下着に抵抗ないし、人のは選んだことないけど、普段どーいうの買ってるかとか、こーいうのが男ウケしそうじゃね？とかは言えないこともないし、まあチョロい相談だぜ──って思ってた。

　……そう、思ってたんだが──。

「なんでアタシまでブラ試着することになってんだ……？」

「ショップスタッフさんの押しヤバかったね～……サイズだけ測ってもらってあとは二人で見まーすって言ってんのにフィッティング手伝いますよーって……あは、じわる」

「ついでにアタシも試着するからって言わなかったら確実に一緒に入ってきてたな……」

　まー下着はサイズ感めっちゃ大事だし、スタッフさんが親切なのはいーんだけどな。

　こーゆうときは空気読んでほしいわ。

「てか二人で同時に試着って……結構レアだよね」

「……そーだな」

　いやまあレアもなにもはじめてだけど……正直友達と一緒ってだけで……楽しい。

「あーイクちゃんのそれオシャカワ～」

「そー思うなら同じのつけてみりゃいーじゃねーか……サイズがあればだけどな」

「え、それ貸してくれれば──あっ」

「ちょ──おいっ」

　ナノがつまずいて、思いっきりアタシのほうに倒れてきた。

　あっぶね……！　カーテン開きそうだったし！

「──お客様？　どうなさいました？」

「や、ちょっと転びそうになっちゃって……もうダイジョブです～！　……ごめんイクちゃん」

「ったく、どっか痛めてねーよな？」

「…………」

「……なんだよ？」

「……やー、イクちゃんのおっぱいの形キレーだなって思って……」

「は、はあ？　マジマジと見んな！」

　コイツ、自分のは恥ずかしいとか言ってたくせに……！

「てかお前のも見せろよ。アタシがジャッジしてやる」

「え？　フツーにムリっす。イクちゃんヘンタイ？」

「お前からやってきたんだよ!!」

　えへ～って笑ってるからこれは確信犯。

　まったく……可愛かわいいからってなんでも許されると思ってんじゃねーぞ。許すけど。

「おおー、これぜんぜんワイヤー気にならない！　見て見て、スゴくない!?」

「……デザインはどーした？」

「あ、忘れてた」

「あのな……」

「だって……」

「てかあれだけ恥ずかしい恥ずかしい言ってたくせに、下着姿は見せてもヘーキじゃねーか」

「……ホントだ」

　って言ってから、ナノはアタシの胸のあたりを見て言う。

「見てるのが生おっぱい出してる人だからかも？」

「おいコラ……」

「あははウソウソ、フツーにイクちゃんだからだと思いまーす」

　にへって笑うナノに、アタシは顔をそらす。

「…………あっそ」

　……クソ、マジ可愛いんだっつーの……。

　こんな可愛かわいいんだから、下着とかカンケーねーだろって思うけど、そういう問題じゃねーんだろうな。

　で、一通り試着した結果──。

「ど……どーでしょーか？」

　ナノがつけてるブラは形はスタンダードだけど、レースが凝っててサイコーに色気ある。

　そして、なによりも──おそろいのショーツがバツグンにエロい！

　やっぱ困ったときは紐ひもだな……。

「──これなら間違いねーな」

「…………ムラムラしてくれると思いますか？」

「ムラムラどころじゃねーな……ガッツリ食いつく！」

「く、食いつくって──」

「そこに照れんのかよ……」

　最初にそっちに話振ったのお前だよ。

　ちゃんと最後まで責任取れよ。

「まぁいい……もうアタシが教えることはない。ばっちりヤってこい！」

「──、──や、あの……そーいう直接的なのは……」

「だからなんでそこで尻込みすんだよ!?　さっきまでの勢いはどーした!?」
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「そ、そーだよね……い、勢い……！　──よし、とりあえずコレ買ってくる！」

　そそくさと着替えて出てくナノを見送ってからアタシはしみじみと呟つぶやく。

「……あいつぜってー自分の可愛かわいさわかってねーわ」

　あの可愛さにエロさ足してみろ。全人類の半分くらいはクラッてくるに決まってるわ。

　……いやエラソーなこと言っといてなんだけど、そこら辺の予想は全部アタシの勘っつーか妄想だけどな。

　てかアタシ自身見せる相手どころか、身近な男ってパパとじーちゃんくらいだし。

　こちとら中高女子校で、小学校で男子の情報は止まってるっつーの!!

　……ま、そんなことわかってるのに、アタシを頼ってくれたのはマジで嬉うれしーけどさ。

「イクちゃーん？　買ったよー？」

「……ああ、今行く！」

　とりあえず最後まで付き合うのが友達ってもんだろ。





　　　　◆◇






　下着を買ったあと、予定通りコールドジェムでアイスを食って、口が甘くなったからしょっぱいモノとあったかいモノが飲みたいとかいうナノのワガママでカフェに入った。

　アタシは最近ハマってるタピオカジンジャー片手に、ソファーチェアーに体を沈める。

「ふう……なんかもうあんまカラオケって気分じゃねーな」

「う……すみません……」

「いーよ。たまにはこーいうのもな」

「やー……ホントにホントにありがとうございました。このご恩はイッショー忘れません」

「うむ、よきにはからえ」

「ははーミミカ様」

「……おう、今のわざとだろ？　わざとだよなあ？　ああ？」

「あははは、ごめんごめんついー」

　ったく……すーぐ下の名前で呼ぼうとしやがる。

　……ぶっちゃけもうナノに呼ばれるのはそんなに嫌じゃなくなってるけど、ぜってー言わねー。

「でもホント、イクちゃんに相談してよかった～」

「……いい下着が買えてよかったじゃん。この礼はここのおごりだけでいーぞ」

「ははー、もちろんでございます。お好きにお飲みになってくださいー」

「ジョーダンだっつーの」

「いやいや、ぜひおごらせてください。ホントイクちゃんにはお世話になるから」

「別にあれくらい……ん？　お世話になる？」

　なったじゃなく？

「えっへっへ……」

「おいまさか……まだなんかあんのか？」

「さすがイク様するどい！」

「……はー……」

「あああっ、デ、デザートもいかがですか!?　このジャンボパフェとか!!」

「食えるかアホ」

「え、よゆーでしょ？」

「…………ナノお前、そんなだから胸ばっかでかくなるんだぞ？」

「うっ……なんだよー、自分がスレンダーだからってさー……」

「……ケンカ売ってんのか？」

「え？　なんで？」

　無自覚かよ……おっぱいデカいほうがいいだろーが……クソが。

「あれ……キ、キゲン悪くなっちゃいました？　ドリンクのおかわりいりますか……？」

「いらねーって」

　別に機嫌悪くねー。

　てか最初っからナノの相談に乗るつもりだったし。

　……なんならいっぱい相談事あってちょっと嬉うれしいまである。

　アタシはニヤつきそうになるのを咳せき払ばらいで誤ご魔ま化かして言う。

「で？　渡わた世せ関係のなにで困ってんだ？」

「……なんで先輩のコトってわかるんすか？」

「逆に聞くけど、お前最近渡世以外のこと考えてるときあんの？」

「あ、あるよ！　今だってやっぱイクちゃんのおっぱい形キレーだったな～とか思ってるし」

「なに考えてんだお前は!!　その手の動きやめろ!!」

「うへへ……今度一緒にスパにいこーよイクちゃーん……イクちゃんのおっぱいをじっくりながめてタンノーしたい……」

「おっさんかよ……」

　……まあスパは行ってもいーけどさ。

　ナノとスパとか……絶対楽しいじゃん……。

　とか、まあ、思わなくもねーってだけだけどな！

「こほん……あー、で？」

「えっとですね……あの、あたしと先輩って、付き合って……そこそこじゃないっすか」

「……そこそこの意味がわからん」

「長さだよ長さ！　……や、長さだとそーでもないかな……えーと……濃さ？」

　……なんか似たようなこと考えた気がするな。

「まー……仲は良さそうではあるな」

　爆発しろって思うときはよくある。

「ですよね？　でも、そのわりには……そのー、ちょっとよそよそしいカンジ……ありません？」

「…………知らんわ」

「あるの!!　だって呼び方とか〝先輩〟と〝桑こ折おり〟だよ!?　二年前からずーっと変わってないってどーなの!?」

「……どーもこーも、とりあえず声デカすぎ」

「あっ……ごめん」

　しゅんってなったときのギャップもハンパねーな。

　まあそれはそれとして。

「アタシは別に呼び方とかムリに変えなくてもいーと思うけど」

「ミミカちゃん……」

「死ぬかコラ」

「ほらー！　イクちゃんだってあたしに呼び方変えさせたじゃん！　呼び方は変わるのがフツーなんだよ！」

「ちげーよ!?　勝手に変えたのはお前だお前!!　ミミカって変えようとしたのナノのほうだからな!?　アタシはやめろって言ってんの!!」

「そーでした。えへ」

　……違う。この顔は絶対わかって言ってる。

　油断してると事実変えようとしてくるから怖いわ。ムカツクくらい可愛かわいいし。

「うーん、けどさー……あたしはそろそろ先輩のコト名前で呼びたいって……そう思ってるんすよ……」

「いやそんなん本人に直接そー言えよ……」

　アタシにゆーな。

「それができたら苦労しないんだよ～！」

　わっ、ってテーブルに突っ伏して泣くフリするナノ。

　ホントよくそんな小芝居いちいちできるよな……。

「ほら、イクちゃんカンタンに先輩のこと呼び捨てにできたでしょー？」

「呼び捨てって……名字なんだから別にフツーだろ」

　世界中で大抵の人ができてるよ。

「……ズルい……」

　ジト目で見られた。

「んな意味わからんとこで嫉妬されてもな」

「し、嫉妬なんてしてないよ！　してないけど……その……コツとか教えてもらえませんかね……？」

「コツ～？」

　は～？　コツとかあるかー……？　って思って一応考えてみたけど。

「…………いやフツーに呼ぶだけとしか……」

「あとあたしも先輩にナノって呼ばれたいです！」

「コツの話どうした!?」

「や、どっちかってゆーと……ナノって呼ばれたみのほうが強くて……」

「知るかよ!!　本人に言え！」

「イクちゃん～……」

　うぅぅ……ってマジで泣きそうな感じですがられると弱い。

　クソ……アタシマジでナノにあめーな……。

「あーわかったわかった！　つってもどっちにしろ直接言うことには変わらねーだろ？」

「……むー……やっぱそうだよね……でもいきなり言うのは……」

「いきなり言うのが嫌なら、練習しろ練習。ほら、アタシを渡わた世せだと思って言ってみろ」

「……めっちゃ唐突っすね？　イクちゃんを先輩だと思うって」

「お前がアタシに相談してるからだろーが!!」

　ここがカフェじゃなかったらテーブル叩たたいてたわ。まったく……。

　まーでもなんだかんだ言い訳してっけど、普通に恥ずかしーだけなら、慣れさえすれば言えるはずだ。

　いや、結構テキトーに言ったけど、なかなかいい案だろこれ。

　なんか考えてるっぽいナノもたぶんそう思ったんだろう。

　ちょっと覚悟決める感じで真剣にアタシを見てきた。

「先輩」

　う……なんかナノにこんなテンションで先輩って言われるとこそばい。

「先輩……？」

　あ？　合いの手待ってんの？　アタシ、渡世役しないとダメ？

「あ、ああなんだナ──じゃない、桑こ折おり」

　うお……こ、桑折って言うのもめっちゃこそばい！

　マジかゆい……。

　……いやいやアタシから言い出したことだろ。

　アタシは今──渡わた世せだ。

「もー、聞いてました？　ほら、御み堂どう筋すじ先輩の話っすよ。先輩、御堂筋先輩とかなり仲よさげでしたよねー」

　いや知らんし。

　まず誰だよ御堂筋って。

　渡世は知ってんだろうけどアタシは初耳だよ。

　ナノお前どんだけ入り込んでんだよ……。

　……や、これも違うか。

　アタシが入り込めてないんだ。

　アタシは──渡世戒かい理り……！

　よし！

「……そうか？　別にそんなことないと思うけどな」

「いやいや先輩、御堂筋先輩に下の名前で呼べって言われたらすぐ翔かけるって呼んでたじゃないっすかー」

　御堂筋翔。個人情報漏れまくってんぞ。

　……とゆーのはおいといて。

「あれは……別に」

「断ったらしつこそーだったからとかです？」

「…………そうだ。深い意味はない」

「むー、やっぱそーなんすね～……でもちょっとよかったな」

「よかった？」

「や……ほら、下の名前で呼び合うってなんか……特別感ありません？」

「……そうか？」

「ぜったいそうっすよー。あ、わかった。今試してみません？」

　テーブルに広げた腕の上に顔を乗せて、クスっと笑いかけてくるナノに、ドキっとする。

「試す、って……」

「先輩はあたしのことナノって呼んで、あたしは先輩のことを戒理って呼ぶんです。……どーですか？」

「…………」

　なんだ。

　ナノが……可愛かわいい……じゃなくて。

　妖艶……でもない。

　エロく見える気がして──。

「先輩、あたし──ナノって呼ばれたいです」

「────ナ」

「なーんて、やっぱイクちゃんってわかってるとこれくらいヨユーで言えちゃうよね～」

「──、──」

　コ、コイツ……！

「ん？　どしたのイクちゃん、怖い顔して」

「…………別に！　マジで今のが渡わた世せの前でもできりゃいいのになって思っただけ」

　あんなんされて呼ばないやついねーだろ！

「ホント？　そんなよかった？　マジか～……えへへ」

　さっきのやたらエロいナノと今の嬉うれしそうなナノのギャップ。

　可愛かわいさの限界突破感がヤバい。

　このナノをまだ渡世は見れないって考えると──ちょっと優越感あるな。

　や、別にカンケーねーけどさ。

「ま、アタシだからできたよーじゃ絶対ムリだろーけどな」

「むー……あ、待って、思いついた！」

「あん？　なにが？」

「先輩と話してるときイクちゃんと話してるつもりになればいーんじゃない？　そしたらさっきくらいのはフツーに言えるかも！」

「……思えんのか？」

「…………思えないっすね」

「ダメじゃねーか」

「ダメっすね……」

　ナノはあ～……ってうめきながらまたテーブルに突っ伏した。

「てかお前、名前も呼べねーのに下着がどーとか言ってたわけ？」

「や、それは準備なので。いざそのときが来たときにしまったー！ってなったら大変なので……」

「……なるほどね」

　ナノはアホなのか頭イイのかときどきわかんなくなるんだよな……。

「あと、名前は先輩から呼んでくれることはまずないと思うケド……そ、それは……ワンチャンあるとゆーか……」

「あー……まーな。言っても渡世も高校生の男子だし。普通にサカりそーだよな」

「先輩はぜったいサカらないし！」

「……なんなのお前」

　どーしたいの？

「や、てか……サカっててくれてれば…………」

「ん……？　もしかしてすでになんかあったのか？」

「──！　や、べ、別に……!?」

　……あったんだな。

　アタシは頭をかきながらタピオカジンジャーを口に含んで言う。

「この際だから全部話せよ。あいつとのあいだになにがあったか……てかぶっちゃけどこまで進んでんの？」

「え」

「いや、え。じゃねーわ。彼氏誘惑するための下着選んでやったんだぞ？　これ以上の恥ずかしいことなんてねーだろ」

「──たし、かに……」

　今気づいたみたいな顔してるのが最高にアホ。

　ちっ……こーゆうのが男から可愛かわいいって言われんだろーな……。

　実際めちゃくちゃ可愛いわ！　クソが！

　ナノはそれでも言いづらそうにしてたが、やがて観念したようにポツポツと話し出した。

　……そんで、聞かなきゃよかったってすぐ後悔した。

「──ね、ね!?　おでこはなくない!?　あーでもそーゆう奥手っぽさがまたいーってゆーか～!!　──イクちゃん聞いてる!?」

「……アッハイ」

　タガが外れたってこーゆうことを言うんだろーな……。

　最初はあんなにしどろもどろってたのに、ごらんのありさまだよ。

「あーわかったわかった……よーするに渡わた世せの家に行ったのになんもなかったのな」

「や、いちおーおでこにキス」

「そんなもんなんもなかったのと一緒だわ」

「そ……そーかもだケド……でもでも先輩も……」

　もじょもじょ言ってるけど無視。

「んで、ナノ的にはどーしたいわけ？」

「どーしたいって？」

「下着は受け身だし、名前呼びはムリゲーなんだろ？　なんかできそうで……ナノがしたいことを具体的に言えよ。それを次のデート……」

　デートってめっちゃむずがゆいな……。

「あー、次どっか遊び行くときの目的にすりゃいい」

「おおお……イクちゃんがめっちゃ年上のおねーさんみある……！」

「う、うるせ！　元々年上のおねーさんだわ」

　でもちょっと嬉うれしかったり……。

「あー照れてる……可愛かわいい～」

「……ああ？　お前にだけは言われたくねーから」

　マジで。

「で、どーすんだ？」

　あらためて聞いたら、ナノはちょっと視線をそらして、テーブルの上で自分の手をもじもじとこすりあわせながら言った。

「えっと……手をつなぐ……とか？」

「……ほー」

「う……な、なにーその反応～。……変、かな？」

「や、ちょうどいんじゃね？」

　誘惑するための下着買って、名前で呼び合いたいって言った後に出てきたのがアレだけど。

　むしろよく下着って発想でてきたよな……話聞いた感じ、渡わた世せが手出してくるとはとても思えねーし。

　ナノって意外とムッツリなのかも……。

「ナノお前……エロいな」

「は!?　どゆこと!?」

「あ、すまん声に出てたわ」

　ついつい。

　いやでもわりと当たってる気がするな。

　……まー大体みんなそんなもんかもしれねーけど。

　たぶん、アタシがナノでも──

「いやいやいやさすがにそれはねーな！」

　ふー……あぶね。

　いらんこと考えそーになった。

　やっぱ相手知ってるとよくないな。

　ナノと渡世……ナノがあの下着つけて渡世と──って言ってるそばから考えてるし！

　……てか、アレだ。

　なんかいろいろ聞いてたら──

「やっぱ歌いたくなってきた。カラオケいこーぜナノ」

「え……ちょ、あたしがエッチって話は!?」

「あー、カラオケで話してやるよ」

「ウソだー！　カラオケ行ったらイクちゃんずっと歌うじゃん！」

「ったりめーだろ。なんのためにカラオケ行くんだっつーの」

「そーだケド……そーじゃなくて！」

「今日はナノの恋愛相談聞いたから恋愛ソング縛りな」

「広っ!!　それほぼ縛ってないじゃん！」

「は？　恋愛ソングはなしだぞ？」

「そっちの縛りかーい!!　……待って、恋愛ソングなしってガチでヤバくない？」

「だからいーんじゃん。……こっからだと近いのはカラ鋼こうか歌うた芝しば……歌芝だな」

　先にカフェを出たアタシは振り返ってナノを待つ。

　──結局ナノの相談にちゃんと乗れたのかはよくわからない。

　特に最後の方はかなりテキトーだった気がする。

　けど。

　アタシはカフェを出てきたナノの手を取り、つなぐ。

「え……どしたのイクちゃん急に」

「手つなぎの練習台になってやろーと思っただけ」

　ニヤって笑ってやったら、ナノはちょっとびっくりしてからすぐににひって返してきた。

「先輩の手にしては細いな～」

「うっせ。それくらい我慢しろ」

　……こーやって話を聞いて、笑い合って、ふざけて。

　たまに真剣に聞いて、最後はカラオケに行く──。

　それでナノが笑顔ならいーのかもって思った。






Memory 8　新しん宿じゆくデートと手つなぎとあたしと……









　──『マカロッソ』。

　マカロンメインのカフェで、めっちゃバエるメニューばっかだから人気なのに予約とかはダメで、入れるかどーかは運のお店。

　あたしと先輩がこの前行こうとして、あたしが寝落ちたせいで行けなくて……いつかリベンジしましょーねって言ってたんだケド──。

　そのいつかは今日だった。

「やったー！　きたー!!」

　念願の『マカロッソ』ー！

「うわ、もーお店の外からカワイイ～！　ヤバい～！　こんなんアガらなかったらウソでしょー！」

　とか、あたしがカシャカシャしてるあいだに、先輩がお店の中から出てきた。

「すぐ入れるらしい」

「え？　……あ、お店に？　てか先輩、聞いてくれてたんすか……!?」

　あたしが写真撮ってるあいだに、先輩空き状況確認してくれてた！

　ありがたみヤバいし、そーゆうことフツーにできるようになってるのめちゃくちゃスゴい……。

　そして先輩にぜんぶやらせて写真とか撮ってるあたしが逆の意味でヤバい！

「すみません！　あたしが楽しみにしてて、来たくて来たのに！」

「それは違う。桑こ折おりとここに来るのを楽しみにしてたのは……俺もだ」

「──」

　最後にはにかむの反則ー……!!

　も、マカロン撮るフリして先輩撮りたくなるくらいめっちゃ優しい顔を見て、あたしは今日の目標をもっかい確認する。

　今日の目標その一は、今席に座って注文したからほぼクリアー。

　先輩と『マカロッソ』でマカロンセット食べること。

　目標その二は、先輩とこの前の分をばんかいするくらい、めちゃくちゃ新宿のいろんなとこ行ってデートを楽しむこと。

　この二つは先輩にもちゃんと言ってあるし、たぶん達成できる。

　じゅーよーなのは、先輩に言ってない目標その三。

　それはイクちゃんにこの前相談したことで──ズバリ先輩と手をつなぐこと。

　そのために今日は爪もおとなしめにしたし、ハンドクリームは手汗用のサラサラになるやつだし、手ちゃんと見えるよーに袖短めだし……！

　や、なんかイクちゃんに言ったらそーゆうことじゃねーよ！　ってツッコまれそーな気もするけど。

　とにかく、チャンスがあったらめっちゃがんばって先輩と手をつなぐ！

「桑こ折おり、さっきから手を見ているようだが……なにかあるのか？」

「え！　あ！　え!?　そ、そですか!?」

　先輩鋭っ!!　てかあたしが手ばっか見てた!?

　ヤバ～単純すぎ……。

　や、でもでもこれもしかしてチャンス──じゃないか……。

　フツーに座ってるし。マカロン待ってるし。

　今手つないでも意味ない……。

「お待たせしました～」

　とか思ってたらマカロンとドリンクが運ばれてきた。

「わぁぁ……キレ～！　てか持ち帰り用と大きさ違うんだ～！」

　写真で見てたし、先輩んちで持ち帰り用は食べてもいたけど、実物のほうがこんなにおっきいと思わなかった。

「えーこんなん食べる前からアガるんですケド…………んん～!!　しかもおいしいとか神かー!?」

　はー……ヤバい……幸せ。

「こっちも……食べるか？」

「あ、じゃああたしのほうも──んっ」

　ってダメだ。先輩、人からもらうのはトラウマでＮＧ──

「……もらおう」

「え!?　ダイジョブなんです!?」

　シェミちゃんショックで、人の食べかけとかダメだったはずなのに。

　屋上のパン事件の後もチャレンジして、やっぱムリってなってたし……。

　あたしが驚いてると、先輩は自分の分のマカロンの半分をあたしのほうに移して、あたしの食べかけを──口に入れる。

「…………うまい」

　普通に食べれてる──。

　あたしがびっくりしながら見てたら、先輩はちょっと照れたっぽく、目をそらして言う。

「……その……桑折のおかげで、克服できた」

「お、おお～」

　え、スゴくない……？

　てか、先輩の役に立ててたんだ～って思ったら……フツーにうれしーよね……。

「それはなんか……うれしーっすね……えへへ」

　って笑ってから気づく。

　待って。とゆーことは──。

「とゆーことは…………あの、あ……あーんとかでもできちゃう、カンジ……です？」

「──」

　あ、先輩が固まった。

　ミスったっぽい！

「あ、や、で、できちゃうのかなって思っただけで！　べ、別にしよーとかそーゆう……」

「……た……試して、みる……か？」

「────マジすか」

　マジすか。

　そんなん──やりますよ？

　あたしはゴクってして、自分のマカロンをフォークで刺して──

「あ、じゃあ……えっと……あー──え？」

　前見たら先輩も自分のマカロンフォークで刺してあたしに差しだそうとしてて、噴く。

「ぷーっ、ちょ、先輩もするんですかっ！」

「……、……すまん」

「あははははっ、や、でも、さっきの言い方だとどっちがするのかわかんないですよね～」

　ヤバいウケる……。

　なんかちょっといーカンジだったの一気に飛んでっちゃった。

「はー……ウケたー。……も、どーせだから、お互いにします？」

「……そうだな」

「あはは、じゃ、はい。あーん」

「…………」

「んっ、んん～……んふふははっ」

　同時だとぜんぜんときめき感なくてじわる～。

　先輩もそーだったっぽくて、ちょっと笑ってるのがめっちゃよきです。

　でも──うまくいったのは『マカロッソ』までだった。





　　　　☆★






　そのことに気づいたのは、『マカロッソ』だった。

　桑こ折おりが手を気にしている。

　それも──尋常じゃないまでに。

　鬼気迫る……といえば多少大げさだが、それに準じる程度には明確に。

　あまりにもその様子がすごかったので、思わず聞いてみたが。

「え！　あ！　え!?　そ、そですか!?」

　その答えと反応を見る限り、どうやら無意識だったらしい。

　……無意識というのは少し引っかかった。

　夢は無意識に見るもの。

　例の悪夢はあれ以来見ていないとのことだが、油断はできない。

　桑こ折おりの無意識の行動にはより気を配る必要がある──。

　それが俺がすべき最優先のことだ。





　　　　★☆






　いや──手ぜんぜん握れないし!!

　とゆーかいつ握ればいいのこれ～!?

　なんかもーそのことばっか気にしちゃって、他のことがぜんぜん頭に入ってこないのめっちゃやらかしてる感ある！

　いちおー『マカロッソ』のあとは、バンス寄ってぶらぶらしたり、新しくできたばっかのＶＲ施設とか、謎解きテーマパークとかも行ってみたりしたんだケド……

　ここなら──いやいやもうちょっとあとで……とか、

　ここで勢いで──は、さすがに不自然だよね……とか、

　うわっ、先輩振り向いちゃった……とかやってるうちに、フツーに日が暮れてきたってゆーね！

　もちろん、ぜんぜん楽しんでないわけじゃなくて、フツーに楽しい。

　バンスのクラフトグッズとか見て、異世界ビックリ道具の話聞いてびっくりしたり、ＶＲ施設はやっぱり先輩が無意識に魔法使いそうになったのが予想どーりすぎてめっちゃ笑ったり、謎解きテーマパークは先輩のめちゃくちゃ頭イイとこ見れてカッコイイってなったり……思い出すだけでニヤニヤしちゃうコトばっかりだったケド──。

「それ今日一番の目標じゃないし……」

　ショージキ、手なんてすぐつなげるって思ってた。

　だって、みんな子どものときは手握ってたんだよ？

　ちっちゃいころはできたのに、高校生になってムリって──おかしーじゃん。

　でも……違うんだよねきっと。

　ちっちゃいころにはなかった気持ち。

　高校生の……今だから、できない。

　したいのに、できない。

　そーゆうこともあるんだって、わかって──。

「……陽ひが落ちてからだいぶ経たったな。桑こ折おり、そろそろ──」

「……」

「桑折？」

「──あ……は、はい！」

　うわ、反応にぶった。サイアク！

「あ、あは、すみません先輩。ちょっとぼーっとしてて……」

「……」

　あ、ヤバ。

　これぜったい先輩心配してくれちゃってる！

　そーじゃないのに、あたしが勝手にヘコんでるだけなのに──。

「や、あのですね！　今のは別に疲れたとかじゃなくて──」

「…………桑折、すまない」

　って思ってたら、なんでか謝ってきた先輩がこっちに近づいて、

「──んへっ!?」

　めちゃくちゃ変な声でた。

　いや……いやいや出る。出ます。変な声。

　だって──




　先輩があたしの手を握ってきたから。




　え。

　これ現実？

　……ＶＲじゃないよね？

「あ、の……先輩、これ……」

「ま……間違ってたら、すまん……」

　ちょっと早口に、先輩は言う。

「今日一日……桑折は手を、気にしていた。最初は無意識だと思って……だが途中からそうではないのでは、と考えが変わった。桑折は意識的に手を気にしている、と。その理由を考え……考えて、もしかしたら、桑折は──……」

「…………先輩と、手をつなぎたい……って？」

　先輩は黙って、ゆっくりとうなずく。

　あたしはそんな先輩を見て、なにも言えなくなる。

　……言えるわけない。

　だって。

　こんなの──

「あ…………」

「……!?　桑こ折おり!?」

　……嘘うそでしょあたし。

　なんで泣いてんの──。

「ふ、ぐ……っ、う……っ」

「す、すまない、勘違いして──」

「──違うっ、手、はなさないで……っ」

　はなしちゃいそうになったから、抱き寄せるみたいになった。

　先輩の手。

　ずっと握ろうとしてて、握ってもらえて。

　めちゃくちゃうれしーのに──同じくらい悔しい。

　先輩のおっきくて、細くて、ちょっと骨張ってて、爪とか地味にキレーで、これマニキュアしたらよさそーとか思ってて……握ったらめちゃくちゃうれしーし、テンションガンアゲで、幸せ全開になるって、思ってた。
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「──先輩、ハクジョーします」

　あたしはビミョーに鼻声で、まだ目が赤そうなのも無視して、まっすぐ先輩を見上げる。

「あたし、今日一日先輩と手つなごうとしてました」

「──」

　先輩は黙って聞いてくれてる。

　……やさしい。めちゃくちゃやさしい。

　また泣きそうになる。

「ぶっちゃけ、なんで、って言われたら困るんですケド、手つないだらなんか……つ、付き合ってるっぽいから？　……やっぱよくわかんない」

　ホントわかんない。なんでだろ。

　でもそれは……今カンケーない。

「でも、とにかくなんかぜったい今日中に手つないでやるって──イミフに思ってたんすよ」

　思ってた。

　そして、それは叶かなわなかった。

「今先輩と手つなげて……幸せです。めっちゃ。超うれしいのに──あたし、同じくらい悔しくて……なんでかって言ったら、先輩につないでもらうんじゃなくて、自分からつなぎたかったからなんです……」

　先輩が目を見開いて、すぐにあたしは首を横に振る。

「違うんです！　先輩が悪いんじゃなくて……あたし、いっつも先輩からいろいろやってもらってるんですよ……！」

　先輩から告白されて、先輩からキスしてもらって、先輩から──手だしてもらうの待ってる。

　そーゆうのなんとかしよーと思って……変えようとして、そのために自分から手つなごーとしてたのに──。

「なのに……結局また、先輩にやってもらっちゃって……」

　ズルいし、ヒキョーだし……サイアクって、なる。

　しかもこんなの先輩に言ったらぜったい気つかわせちゃうし──。

　あ、ヤバ……また……。

　うぅ……涙止まれ～！

　もうこれ以上、先輩に情けないの見せたくないのに──。

　先輩は、手つないでくれたまま、ゆっくりとこっちを見て。

「桑こ折おり、俺も……白状する。俺は桑折に嘘うそを吐ついた。桑折が手を握りたいのでは──なんて、本気で思ってはいなかった」

「思って……なかった？」

　え？

「本当は……もっと別のことを考えていた。悪夢の影響かもしれないと」

「…………悪夢？」

　へ？　なんの話？　ってなったけど、すぐ思い出した。

「あ、ルリスちゃんの？」

　そーいえばそんなんあった。

「え……関係、あります？」

「…………あると思っていた」

　マジか……。

　それはなんとゆーか……なんで？

「だが、ずっと桑こ折おりの手を意識しているうちに……極めて邪よこしまな思いが徐々に身をもたげてきて……それが桑折は実は手を繋つなぎたかったのでは？　という誤ご魔ま化かしとなった」

「…………すみません、ちょっと難しくなってきたかも」

　極めて邪な想おもいが徐々に身をもたげて誤魔化しになった……？

　先輩はまた顔を赤くして、も、なんか、恥ずかしすぎてしんどい、でも耐える……！　みたいに唇とか噛かみながら言う。

「つまり……その……こ、桑折の手が……小さくてかわいいとか、やわらかそうとか……！　そ、そういう欲情で握りたかっただけなのを、桑折のほうが握ってほしいのではという嘘うそで誤魔化し、このような行動に至った……！」

「よ、欲情……？」

「──、──すまないっ」

　めっちゃ頭下げて謝ってくる先輩に、あたしは噴きそうになる。

「…………んふっ」

　手握りたいだけで欲情……？

　え、ちょっと待って。もしそーならあたしすごいエッチになるよーな。

　あ──もしかしてイクちゃんが言ってたのってそれ？

　ああ～って、あたしの中でなって、いや今それどころじゃないって思い直す。

　や、でも……手、握るだけで欲情て！

「んふっ……ふ、ふ……っ」

「……桑折……？」

　ムリ。げんかい。

「あは、あはははっ、せ、先輩ピュアすぎかー!!」

「……!?」

　──あ、ダメ。

　めっちゃびっくりさせてる。

　落ち着け落ち着け……てか、あたし泣いて笑ってって情緒ヤバ。

「や、なんか……あの、すみません……先輩があたしに欲情してくれたの──うれしーです」

「…………!?　ど、どういうことだ!?」

「ぷふーっ」

　めっちゃドーヨーしてる……！　ムリすぎる……！

　あたしは、はー、はーってムリヤリ深呼吸して言う。

「あ、あのですね……あー、えっと……ショーゲキ的なコト言いますケド……あたし、先輩が思ってる一〇倍は──エッチなコト考えてますよ？」

「──」

　ん。一〇倍はさすがに盛ったかな……？

　や、でも先輩が基準だし……まいーか。

「だって、彼氏相手に欲情してなかったら……別にその人のことそんなでもないってコトっすよね？　それってちょっと……さびしーってゆーか……だから、あたしは今も先輩の手すっごくおっきいって思ってて、この手で……その、えっと……ほ、他のとことか……触られたらって想像して……ドキドキしてますし……」

　あ。ちょっと言いすぎたかな……？

　や、あきらか言いすぎたな!?

　フツーにめっちゃ恥ずい！

「あ、あー、と、とにかく、先輩がヨコシマ……って言ってるくらいのことは、たぶんいっつも考えてます！　てか……むしろ、先輩にも考えててもらわないと……困る、的な」

　あ。あ。ヤバい。

　なんか間違った気がする！

　でも止まれない。誰か止めて！

「あの、だから……えっと、あたし、受け身でヘタレでダメだ～とかヘコんでましたケド……なんか、そーでもなかったのかな～とか……あ、や、そこは直してくショゾンですが……先輩がそれいじょーだったから別によかった的な……えっと、伝わりますか……ね？」

　なんかあたしひとりで焦りすぎてたかもってコトなんだケド──。

「桑こ折おり……俺はもしかして──だいぶ遅れているのか？」

「んぶふっ」

　そ、その質問が、も……ヤバい……お、遅れてるて……！

　あたしはなんかちょっと楽しくなってきて、笑うのガマンしながら、んーって考えるフリをする。

「……どーっすかね～？　ただあんまり遅いと──置いてっちゃうかも？」

　とか言っちゃったりして。

　ぜんぜんそんなこと思ってないケド。

　でも先輩には結構効いたっぽくて。

「心する……!!」

　……手、ちょっと強く握られた気がする。

　なんかそれだけでマンゾク──。

　ってなっちゃうからダメなんだよね……。

　もうそこで止まらない。

「あの先輩、一個お願いがあります」

　言っちゃえ。言っちゃえ！

　あたし、いけ──！

「あの、ですね──な、名前で！　呼び合いたいんですが!!」

　言ったー！　も、カケヒキとかなしでめちゃくちゃストレートに言った～！

「…………名前で？」

　う、うぁぁぁ、先輩のリアクションめっちゃビミョい～!!

　すっごいケゲンなカンジで、ん？　ってなってるー！

　やっぱなしでって言いたくなる……!!

　……でも。

　もう逃げないし！

「えと……あ、あたしたち付き合ってから結構たつじゃないっすか？」

「……」

　あ、そーでもない！　そーでもないって顔だこれ！

　先輩やさしーから言わないケド、めっちゃ顔に出てる！

「あ、あの、時間はそーでもないケド、濃さはそこそこだと思うんです！　てかあたし、先輩すごく好きだし！」

　あ。あ。

「…………俺も、桑こ折おりが好きだ」

「────あ、はい…………ありがと、ございます……」

　うあ……うー……くぅ、違くて……違くて……！

　も、ボロボロ……。

「……だから、そのー……この前、イクちゃんと会ったとき、先輩イクちゃんの名前呼んだじゃないですか……」

「ああ……そんなこともあったな」

「あのとき、ですね……あの……あたし、すごいジェラって……」

「ジェラ？」

「嫉妬！　嫉妬したんです！」

「…………あ……ありがとう」

　あぁ～……そこでお礼言っちゃう先輩可愛かわいいかよー！　好き!!

　もう今日はここで止まってよくない？　ってめっちゃ思いかけるケド──負けない。

「だからあたしも──先輩のこと戒かい理りって名前で呼びたいの！」

「…………そ、そうなのか」

　伝わってなさみパない～！

　つらみー……。

「名前で呼んだほうが……親しく感じる、ということか？」

「そう!!」

　伝わった！

「そんなこともない気がするんだが……」

　伝わって、ない!!

「うぅ～……もう、とりあえず試しでいーんで……名前でちょっと呼んでみてもいーっすか……？」

「ああ。それはかまわないが……俺も桑こ折おりのことを名前で呼べばいいのか？」

「はい！　おなしゃす！」

　お願いの仕方がビミョってたケド。

　も、そこはいーや。

　とりあえず、ここまで来れた……。

　あたしは深呼吸して気持ちを落ち着ける。

　……あ、なんか落ち着いたら、つないでる先輩の手めっちゃ意識する。

　ああ～……先輩と手つなげてるー……すっごいうれしーんですケド……！

　よーし──アガってきた！

　あたしは前を向いて、先輩をじっと見つめて──

「か──戒理くんっ」

　あれ!?

　くんってなんでつけた!?

　や、でも、くんってつけないとなんかいけない気がした……。

　あ、先輩も、ん？　って顔してる。

　あああ、ミスった～！　もいっかい──

「那な乃の」

「──!!」

　ビシャーンって。

　頭のてっぺんからつま先まで、なんか通ってった。

「……これでい」

「もっかい」

　めっちゃかぶせて。

　あたしはよーきゅーする。

「もっかいおねがいします」

「……那乃？」

　ビシャーン。

「……もっかい」

「那乃」

　ビシャーン。

「もっかい……！」

「……那乃」

　ビシャーン。

　……ハアハア……ヤバい……ヤバいこれ……ヤバいよ……ヤバすぎてヤバいしか言えないくらいヤバい……！

「……大丈夫か？　明らかに様子がおかしいが……」

「や……ダイジョーブじゃ……ないっす……」

　……ダメだ。

　これずっとやってたいけど、やったら死ぬヤツだ……。

　先輩に那乃って呼ばれるのめちゃくちゃ……めちゃくちゃイイ……!!

　てか、よすぎてムリ……耐えられない……今のあたしには、早すぎる──。

「……すまん、やはり俺には……まだわからない。桑こ折おりと呼ぶほうが自然に感じてしまう」

「…………はい。あたしは先輩に那乃って呼ばれるのヤバいですが、ヤバいのでちょっとヤバいです」

「…………ん？　もう一回言ってくれるか？」

「あ、や、えーと……やっぱり呼びやすいように呼んだほうがいーですね……」

　めっちゃザンネンだケド。

「そうだな。そうしてもらえると助かる」

　先輩がホッとしたのがわかって、あたしは申し訳なくなる。

「なんかすみません、変なことに付き合わせちゃって……」

「いや、そんなことはない。というより……その、嬉うれしかった」

「え？」

　うれしい？

「こ、桑こ折おりが嫉妬してくれた、というのは……俺にとってたまらなく価値がある……」

「──」

　や、それならあたしわりとしてるよーな……。

　てか、ホントに先輩って──ピュア。

「それに今の提案は、桑折が積極的に動きたいと思ってがんばった結果なんだろう？」

「……そ、ですね」

　ちょっと暴走トッキューみあったケド。

「なら、どんなことであれ素晴らしいと思うし、すぐにやろうと思ったことを実行できる桑折を俺は尊敬する」

「────」

　先輩は。

　そーゆうことをちゃんと言葉にできて、ホントにすごい。

　てゆーかあたしのほうが先輩を──

「──！」

「ふわっ」

　いきなり先輩がめっちゃ素早くあたしをかばうみたいに動いた。

　え、え、なになに？

　秒で雰囲気の変わった先輩に、あたしはびっくりする。

　またなんか起きた──？　って思ったケド、先輩はなんか自分の手の平見てから空を見上げて、すぐにまたいつもの先輩のカンジで言った。

「雨だ」





　　　　★☆






　最初はポツポツくらいだったのに、あっというまにゲリラ豪雨!?　ってなるくらいのすんごい雨に、雨宿りとか傘買うとかムリムリのムリすぎた。

　いちおー駅までは来たけど……。

「うわ……ヤバ……」

　めっちゃ濡ぬれたしー……靴下も下着もビチャビチャ……。

　もー天気予報～！

　今日雨降るとかなかったよね……ってあれ？　傘マークついてる！

　ええ～……昨日の夜も今朝もちゃんと見てきたのに……いつ変わったのかなー？

　まーもう濡ぬれまくっちゃったからどーでもいーケドさ。

「はー、やられちゃいましたねー」

　って先輩こっち見てなかった。

「……ああ」

「や、でも先輩前までなら絶対魔法使うって言って……先輩？」

　あれ？　なんか向こうにある？

「なんかそっちにあるんです？」

「……!!」

　ズサって、すごい勢いでめっちゃ下がった。

　一瞬、目が合ったけど、また慌ててそらす。

「や、そこ……濡れますよ？」

「あ、ああ……そうだな」

　ん？　もしかして向こう見てるんじゃなくて、こっち見ないようにしてる？

　え、服とか透けてないよね？

　や、めっちゃ濡れてるからまったくはムリだケド、下着とかはダイジョブなはず。

　……じゃ、なんで？

「あのー先輩？　なんでこっち見ないんです？」

「…………」

「先輩～？」

　あたしがしつこく聞いてたら、先輩はなんかハッとして。

「遅れている……」

「遅れている？」

　そのままギギギってカンジでこっち見てから、やっぱムリみたいに顔伏せて。

「…………濡れている桑こ折おりが……リビドーを刺激する」

「リビドー……？」

「[image: ][image: ][image: ][image: ]こ、桑折を今見ると、性的刺激が強すぎて興奮してしまう……！」

「こ……」

　え。ええ～？

　どこで……!?　透けてるとかならわかるケド──なんで!?

　ってなったケド、なんかヘンに聞くのもアレかなってなってあたしはとりあえずうなずいておく。

「そ……そっすか」

「あ、ああ……」

「…………」

「……」

　き、気まずっ。

　やっぱ聞いたほうが

「あ、あのー」

『お客様にご連絡します。ただいま送電線トラブルにより、全線──』





　　　　★☆






「やっぱダメでした……電車全部止まっちゃっててしばらく動かないっぽいです」

「そうか……」

「先輩、おうちに連絡しました？」

「なんのためにだ？」

「や、しばらく帰れないって……もう結構遅い時間ですし」

　ていっても九時だケド……。

「今日は父親も母親も家にはいない。そこは大丈夫だが……」

　先輩はやっぱりこっちを見ない。

　そんなにか……も、いつも濡ぬれてようかな……とか考えてる場合じゃない。

　困ったなー復旧の見通しなしってヤバいよね……。

　とゆーか復旧しても人いっぱいだから、しばらく帰れなさそー。

　てかずっと雨やんでないのがまたヤバい……。

　ちょっと……や、かなり寒いし……。

「桑こ折おり、どこかで暖をとろう」

「んふっ、暖て。あーでも、どっか入りたいっすよね……お腹なかも空すいてきたし」

「近くまでなら多少濡れても……」

「あ、カラオケとか……くしゅんっ」

「……！」

　先輩がジャケット脱いで、でも濡れてるからダメだってカンジで、悔しそうにまた着直してる。

　やさしいなー……。

　…………うーん、ホントに寒い、かも。

「──ともかく移動しよう。ここではラチがあかない」

「……ですね～」

　先輩も覚悟を決めたってゆーか、フツーにこっち見てくれるようになった。

　傘……意味ないよねこれー。

　とりあえず近場のカラオケ目指して走る。

　先輩がジャケットを傘みたいにしてくれて、ちょっと楽だったケド──。

「……ダメっすね～ここもいっぱいです……」

　カラオケ全滅ー！

　うあー……動くの遅すぎたー……！

　ネカフェもいちおー見てみたけど同じ……。

「桑こ折おり……体が……！」

「え……あ……」

　気づかないあいだに震えてた。

　うー……心配かけたくないのに……。

　てかもっと着てくればよかった！

　寒いし……先輩心配させるのがつらい……。

　えーと、えーと他になんかなかったっけ？

　この前調べてたのは──

「あ」

　ここにきて。

　そんなん、ほんとどーなのってカンジすぎるケド。

　あたしはなんかもうあんま考えないで言った。

「あの、ですね……すぐそこに休憩ってゆーか……避難できる場所……あるんですケド」

「そうか！　ならばすぐに入ろう」

「あ、あー……えっと……でも、ですね……」

　言え。言え。言っちゃえ……！

「……どうした？　行くのなら早く──」

「そこエッチなことする場所かも……なんですが」

　先輩が止まった。

　あたしも止まりそうになって……すぐ行っちゃえってなった。

「……いーです？」

　急に心臓がうるさくなって、あたしは静かにーって心の中だけで言う。

　先輩はいっかい不安そうな、戸惑うみたいな顔になったあと、じっとあたしを見てきて……見てきて──言った。

「……行こう」


〈了〉
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あとがき

　毎度ありがとうございます。すこぶる腰の調子が悪い！　刈かり野のミカタです。

『たしかわ』二巻いかがでしたでしょうか。今巻では、相変わらず幸せ絶頂な戒かい理りと那な乃のの二人を第三者が見たら……というのが一つのテーマになっております。

　多角的に可愛かわいい二人を愛めでる……もしくは、新キャラの彼女のように二人に突っ込んだり、悶もだえたり、ニヤニヤしてもらえましたら、これに勝る喜びはありません。

　また『たしかわ』の感想は公式Twitterアカウントや、タイトルを入れて呟つぶやいていただければすべて目を通しますので、ぜひお寄せください……！　主に刈野が喜びます。

　以下謝辞です。担当編集Ｏ様、Ｋ様。尻に火がつかないと動かない刈野にきめ細かく的確な指示、本当に感謝の一言です……。引き続きどうぞよろしくお願いします！

　神絵師magako様。新キャラのデザインが完璧すぎて小一時間踊りました。いい運動になりました。口絵も挿絵も毎回素晴らしすぎて大変捗はかどりますありがとうございます！

　家族や友人、作家仲間。Ｋ編集長をはじめ、こんな情勢にもかかわらず、いつもどおりに本書を手に取れる形にしてくださった皆々様。

　そして、ここまでお読みくださった貴方あなた様に全身全霊の感謝を……！

　またお会いできますように！


刈野ミカタ
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電子書籍特典　書き下ろし短編

『幾乃原相談室』





「いや、なんでアタシが渡世とコーヒー飲んでんの……？」

　しかも地元のスタパで。二人きりで。

「……？　幾乃原が誘ったからだろう」

「おい！　……いやまーそーだけど」

　だとしても、あたしが誘ったからって言われるのは心外だ。

「アンタがアタシの地元の駅でふらふらしてたからだろ……!?」

　学校帰りに駅の本屋に寄って、さあ帰ろう──ってタイミングでこんなとこにいるはずがない親友の彼氏が挙動不審にキョロキョロしてたらフツー声かけるわ。

「ああ、完全に見知らぬ地だったので助かった。だが、わざわざスタパに入ろうと言ってきたのはなぜだ？」

「んなの……」

　目立ちまくるからに決まってる。

　近くに共学校はないし、二人でいるとこを学校のやつらに見つかったらヤバい。

　……まーアタシがいまさら気にしてもって感じだけどさ。

「って、アタシのことはどーでもいい。アンタこそこんなとこでなにしてたんだよ。てかナノは？」

「桑折は今日はバイトだ。俺は……その、話すと長くなる」

「気になる言い方だな……」

「──そうだ、幾乃原は桑折に詳しかったな？　相談したいことがある」

「いやまずアタシの質問に答えろよ！」

　自由か！　そーゆうとこばっかナノに似てやがって……。

「まーいいや……相談ってなんだよ」

「……桑折のことだ」

「んなこたーわかってるわ」

「……、さすがだな」

「バカにしてんのか……？」

　いやコイツの場合、素だな。すっとぼけた顔しやがって……イジりたくなってくるわ。

「あー、そーいやナノに聞いたけど、いい雰囲気になったのに、デコにキスしたんだって？」

　ヘタレだな──とまでは続けられなかった。

　なんでって、見てるこっちが恥ずかしくなるくらい渡世がめちゃくちゃ赤くなったから。

「…………なんか、すまん……」

　思わず謝ったアタシに、渡世は顔を赤くしたまま首を横に振る。

「……むしろ、そのことを知っていてくれているのなら話が早い」

「話？」

「俺は、少しこちらのせか……いや、常識に疎い」

「だな」

　少しじゃねーけど。

「だから桑折への感謝を示すために、なにかしたいと思っても……なかなかうまくいかない。今日も、桑折を喜ばせるための手段を考えていたらこんなところにまで来てしまった」

「…………だからなんでなんだよ？」

　ちょっと乗り過ごしたとかそーゆうレベルじゃねーだろ。

「教えてくれ幾乃原。桑折は……どうすれば喜んでくれる？」

　やっぱアタシの質問には答えねーし！　ホントなんなんだコイツ……。

　無茶苦茶だし、あきらかにおかしーけど──ナノへの想いだけは純粋で本気だ。

「……ったく、しょーがねーな。わかったよ、教えてやる」

「本当か……!?」

　嬉しそうな渡世に、アタシは意地悪く笑う。

「とりあえず──押し倒せ」

「……押し……は？」

「ヤれっつってんだよ」

　左手の人差し指と親指でわっかを作って、右手の人差し指を通す。

　……ん、自分でやっといてなんだけどフツーに恥ずいぞこれ！

　けど、ちゃんと意味は通じたっぽい。

　目を白黒させる渡世に悪い笑みを深める。

「つっても無理矢理はダメ……いや、ナノは多少強引なほうが好みなんだったか」

　なんか前そんなこと言ってたな。相手次第なんだろーけど。

　渡世は──あ、めっちゃショック受けたっぽい顔でこっち見てる。

「こ、桑折の大事な友が、そんなことを……」

「大事な友達だから言ってるんだっつーの」

　てか、実際ナノにそーゆう相談受けてるし。

「だ、だが、それは……」

「あのなーなんか勘違いしてるっぽいけど、女だって……フツーに性欲あるんだぞ？」

　う……これはマジで顔熱くなる。

「……、……」

「そ、そんな目で見てくんな！　アタシは違──わ、ない、けど……」

「す……すまん……」

　うああぁクソ、クッソ……なんだこの微妙な空気！　耐えられねー！

「と、とにかく、次にそーゆう機会があったらちゃんと最後までしろ!!　いーな!?　以上！」

　アタシは返事も聞かずに立ち上がって、さっさかスタパを出て行く。

　ちゃんと相談に乗ったし、アドバイスもした！　アタシえらい！

　そう言い聞かせでもしてないと、いろいろ想像したことを思い出しそうで……忘れろ！

　とりあえず──次ナノに会ったら絶対奢らす……！

　アタシはそう誓って、全力で帰り道を急いだ。


















そうだな、確かに可愛いな２
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